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インストール前に必ずお読みください 
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I. ソフトウェア使用許諾書 

このたびは、弊社商品をご購入いただき、誠にありがとうございます。 

本風況予測ソフトウェアは、『MASCOT（注 1）』、『MASCOT SYSTEM』および『数値地図 50m ﾒｯｼｭ（標

高）（注 2）』のライセンスを取得し、株式会社水域ネットワークが商品化しました。 

弊社では、当ソフトウェア商品につきまして、下記のソフトウェア製品使用許諾契約書を設けさせていただ

いており、お客様が下記契約書にご同意いただいた場合のみソフトウェア製品をご使用いただいております。

お手数ではございますが、本ソフトウェア製品のインストール前に下記契約書を十分にお読みください。下

記契約にご同意いただけない場合には、本ソフトウェア製品を速やかに弊社までご返送ください。なお、本

ソフトウェア製品をインストールした場合には、お客様が下記契約にご同意いただいたものとさせていただ

きます。 

 

（注 1）『MASCOT（高度な風況予測プログラムおよび関連データベース）』は、東京大学橋梁研究室の研究

成果によるものです。 

（注 2）この地図の作成に当たっては、国土地理院長の承認を得て、同院発行の数値地図 50m ﾒｯｼｭ（標高）

を使用したものです。（承認番号 平 15 総使、第 438 号） 

 

II. ソフトウェア製品使用許諾契約書 

株式会社水域ネットワーク（以下、AQUANET といいます。）は、お客様に対し、本契約書とともにご提供する

ソフトウェア製品（当該商品のマニュアルを含みます。以下、「許諾プログラム」といいます。）の日本国内

における譲渡不能の非独占的使用権を下記条項に基づき許諾し、お客様は下記条項にご同意いただくものと

します。「許諾プログラム」およびその複製物に関する権利は AQUANET に帰属します。 

 

1. 使用許諾 

お客様は、「許諾プログラム」を一時に一台のコンピュータにおいてのみ使用することができます。お客

様が、同時に複数台のコンピュータで「許諾プログラム」を使用したり、また「許諾プログラム」をコン

ピュータネットワーク上の複数のコンピュータで使用する場合には、別途 AQUANET よりその使用権を取

得することが必要です。 

お客様は、「許諾プログラム」の全部または一部を再使用許諾、譲渡、頒布、貸与、その他の方法により

第三者に使用もしくは利用させることは出来ません。 

お客様は、「許諾プログラム」の全部または一部を修正、改変、リバース・エンジニアリング、逆コンパ

イルまたは逆アセンブル等することは出来ません。また第三者にこのような行為をさせてはなりません。 

 

2. 「許諾プログラム」の複製 

お客様は、バックアップのために必要な場合に限り、「許諾プログラム」中のソフトウェア・プログラム

を 1 コピーだけ複製することができます。あるいは、オリジナルをバックアップの目的で保持し、「許諾

プログラム」中のソフトウェア・プログラムをお客様がご使用のコンピュータのハードディスク等の記憶

装置 1 台のみにコピーすることができます。しかし、これら以外の場合にはいかなる方法によっても「許

諾プログラム」を複製できません。お客様には、「許諾プログラム」の複製物上に「許諾プログラム」に

表示されているものと同一の著作権表示を行っていただきます。  
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3. 保証 

① AQUANET は、お客様が「許諾プログラム」を購入した日から 90 日の間、「許諾プログラム」が格納

されているディスク（以下単に「ディスク」といいます。）に物理的な欠陥が無いことを保証します。

当該保証期間中に「ディスク」に物理的な欠陥が発見された場合には、AQUANET は、「ディスク」を

交換いたします。但し、お客様が「許諾プログラム」を AQUANET に返還すること、並びに前項によ

る「許諾プログラム」の複製物を AQUANET に引き渡すかもしくは消去したうえ消去したことを証す

る書面を AQUANET に送付することを条件とします。 

② AQUANET は「許諾プログラム」の仕様について事前の通告なしに変更することがあるものとします。

また、AQUANET はユーザーサポート、バージョンアップおよび新製品の案内など「許諾プログラム」

に関するサービスを無償、又は有償でお客様に提供いたします。 

 

4. 保証の否認・免責 

① 前項に定める場合を除き、AQUANET は「許諾プログラム」がお客様の特定の目的のために適当であ

ること、もしくは有用であること、その他「許諾プログラム」に関していかなる保証もいたしませ

ん。 

② AQUANET は「許諾プログラム」の使用に付随または関連して生ずる直接的または間接的な損失、損

害等について、いかなる場合においても一切の責任を負わず、また「許諾プログラム」の使用に起

因または関連してお客様と第三者との間に生じたいかなる紛争についても一切の責任を負いません。 

③ プロテクトユニット付「許諾プログラム」のプロテクトユニットを破損および紛失等により、納入

させていただいたプロテクトユニットと認識できない場合、プロテクトユニットの交換・再発行は

行いません。 

 

5. 輸出 

お客様は、日本政府または該当国の政府より必要な認可等を得ることなしに、一部または全部を問わず

「許諾プログラム」を、直接または間接に輸出してはなりません。 

 

6. 契約期間 

① 本契約は、お客様が「許諾プログラム」をインストールした時点で発効します。 

② お客様は、AQUANET に対して 30 日前の書面による通知をなすことにより本契約を終了させることが

できます。 

③ AQUANET は、お客様が本契約のいずれかの条項に違反した場合、直ちに本契約を終了させることが

できます。 

④ 本契約は、上記②または③により終了するまで有効に存続します。上記②または③により本契約が

終了した場合、AQUANET は「許諾プログラム」の代金をお返しいたしません。お客様は「許諾プログ

ラム」の代金を AQUANET に請求できません。 

⑤ お客様には、本契約の終了後 2 週間以内に、「許諾プログラム」およびその複製物を破棄または消去

したうえ、破棄または消去したことを証する書面を AQUANET に送付していただきます。 
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7. 一般条項 

① 本契約のいずれかの条項またはその一部が法律により無効となっても、本契約の他の部分に影響を

与えません。 

② 本契約に関わる紛争は、東京地方裁判所を管轄裁判所として解決するものとします。 

 

 

以上 

 

 

 

III. ご注意 

本書は、株式会社水域ネットワークによる、MASCOT ソフトウェア契約ユーザー様に対する情報提供を唯一

の目的とし、明示あるいは暗示であるに問わず、内容に関して一切の保証をするものではありません。 

 

Windows8.1/10 は、米 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登録商標です。 

 

Adobe、Adobe ロゴ、Acrobat、Photoshop および PostScript は、Adobe Systems Incorporated（アドビシ

ステムズ社）の商標です。 

※ その他すべてのブランド名および製品名は個々の所有者の登録商標もしくは商標です。 

 

本書の内容は、バージョンアップ等に伴い、予告なく変更することがございますので予めご了承ください。 

 

IV. サポート 

本製品に関するお問い合わせは、下記へお願い致します。 

 株式会社 水域ネットワーク 

   URL ： http://www.aquanet21.co.jp/mascot/ 

   E-Mail ： mascot_support@aquanet21.co.jp 

   FAX ： 03-5667-6889 

   電話でのお問い合わせは受け付けておりません。 

 

※ MASCOT をご使用になる上で、以下の注意事項が御座います。 

1. MASCOT は、気流解析や風力発電など、風況解析における基本的な知識が必要になります。 

風況解析に関する情報の提供や教育に関しては一切行っておりません。 

2. MASCOT はサポート料を含んでおりません。 

不具合に関するお問い合わせに関しましては受け付けておりますが、 

業務に関わる技術的なご質問に関しては有償となります（別途見積り）。 

  

http://www.aquanet21.co.jp/
mailto:mascot_support@aquanet21.co.jp
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第1章 Getting Started（概説） 

 

本章では、MASCOT Basic についての概説、MASCOT Basic を使用するに当たっての準備等を説明
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1-1. はじめに 

 

1-1-1. MASCOTについて 

MASCOTは、風況予測からウインドファームの発電量の予測、設計風速の評価までの風力開発を支援するソフト

ウェア群であります。 

 

＜MASCOT の構成＞ 

MASCOT は、MASCOT Basic、MASCOT Energy、MASCOT Engineering、MASCOT Typhoon（Light）およ

びMASCOT Offshore の 5 つのモジュールから構成されます。 

MASCOT Basic は、三次元気流予測を行うモジュールです。付属の標高と土地利用データベースを用いる場合に

は、緯度・経度および簡単な解析条件を入力するだけで、境界条件が自動的に設定され、三次元気流予測を行うこと

ができます。 

MASCOT Energy は、対象地点近傍の 1 年間の風観測データおよび Basic による気流予測結果を基に、パワーカ

ーブおよびスラスト係数から、風車の発電量および風車の後流の影響を予測します。また気象シミュレーションや

NEDO※1）データベースにより得られた地域風況データおよびBasicによる気流予測結果を基に、局所風況に変換し、

対象地域の風力エネルギー賦蔵量を予測し、風観測によらない発電量の予測を実現しています。 

MASCOT Engineering は、Basic による気流予測結果を基に、風車設置地点における設計風速（建築基準法等）、

吹上角度、乱れ強度などを予測します。また風観測データや NEDO データベース等より得られた地域風況データお

よび Basicによる気流予測結果を基に、対象地域の詳細風況を予測できます。 

MASCOT Typhoon（Light）は、台風モンテカルロシミュレーションおよび Engineering による平均風速の地形

による割増係数を基に、指針※2）に準拠した風向特性を考慮した平均風速の地形による割増係数を算定します。 

MASCOT Offshore は、洋上風力発電設備の設計に必要な気象条件の評価を行います。台風時の強風はモンテカル

ロシミュレーション、季節風時の強風は風況データベースを用い、混合気候における 50 年再現期待値を評価できま

す。 

 

※1）NEDO：独立行政法人 新エネルギー・産業技術総合開発機構 

※2）指針：社団法人土木学会、風力発電設備支持物構造設計指針・同解説［2010 年版］ 
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1-1-2. 主要な機能について 

＜MASCOT Basic ライセンス＞の主要機能を以下に示します。 

・3 次元非線形気流予測モデルによる複雑地形上の気流予測 

・データベースによる全国任意地点の標高、土地利用データの抽出 

・グラフィック・ユーザー・インターフェースによる解析条件の設定及び格子の自動生成 

・標高、地表面粗度、格子、風車設置地点、観測地点などの入力表示 

・気流解析経過のリアルタイム表示 

・風速、乱流量などの解析結果のベクトルやコンターによる可視化 

・風観測の時系列データからの風況解析（CUI による操作） 

・風車の年間発電量の予測（CUI による操作） 

 

＜MASCOT Standard ライセンス＞の主要機能を以下に示します。 

上記＜MASCOT Basic ライセンス＞の主要機能の他に、下記機能が含まれます。 

（１）MASCOT Basicの追加機能 

・地域風況による風況精査に用いる細地形および粗地形の気流予測の自動実行 

・平均風速の割増係数と変動風速の補正係数の算定に用いる実地形および平坦地形の気流予測の自動実行 

・地形のスムージングツール 

（２）MASCOT Energyの主要機能 

・風観測の時系列データからの風況解析（GUI による操作、TSA Wizard） 

・風車の年間発電量の予測（GUI による操作） 

・NEDO‐DBの風況ファイルコンバートツール 

（３）MASCOT Engineering の主要機能 

・平均風速の割増係数と変動風速の補正係数の算定ツール 

 

 

本マニュアルはMASCOT Basicの主要機能について説明しています。 

 

 

1-1-3. MASCOTの使用について 

本製品を使用するには、付属のライセンス・キー（ハードウェア・プロテクト・キー）が必要です。 
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1-2. マニュアルの表記について 

 

1-2-1. メニュー・コマンド・ツールボタン等の表記 

 

  メニュー名、コマンド名、ツールバーのボタン名、ウィンドウ名、ダイアログボックス名、ダイアログボックス

内の項目名は、[ ] で囲って表記しています。 

  ダイアログボックス内のボタン名は＜＞で囲って表記しています。 

        例）[Edit]-[Casefile] 

          [Edit Casefile]ダイアログの、[Wind Direction]を変更し、＜Save＞を押します。 

 

 

1-2-2. キーの表記 

 

キーは「 」で囲って表記しています。複数のキーを組み合わせる場合は、プラス記号（＋）で結んでいます。 

        例）「Ctrl」キーを押しながら「C」を押す → 「Ctrl + C」 

 

 

1-2-3. マウス操作の表記 

 

・クリック 

マウスのボタンを押して離す動作です。本マニュアルでは、左ボタンを押す動作を指します。 

・ダブルクリック（W クリック） 

マウスのボタンを押して離す動作を連続 2 回行ないます。本マニュアルでは、左ボタンを押す動作を指

します。 

・右クリック 

マウスの右ボタンをクリックする動作です。 

・ドラッグ 

マウスの左ボタンをクリックしたままマウスを動かして、アイコンなどを移動させたり、選択範囲を広げ

たりする動作です。 

 

 

1-2-4. その他の表記 

 

・ライセンス・キー 

付属のハードウェア・プロテクト・キー（USBコネクタ接続）を指します。 

 

本マニュアルでの解説画面は、Windows 10 のスクリーンショットを使用しています。 

その他のバージョンのWindows OSで本製品をお使いになる場合、デザイン、スタートメニュー等に違いがある

場合があります。 

本マニュアルでは、特に配慮が必要な場合を除き、これらの差異についての記述はしていません。 
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1-2-5. ウィンドウの表記 

 

・ウィンドウ 

本製品では、MDI（Multiple Document Interface）形式を採用しており、アプリケーションウィンドウ

（メインウィンドウ）内の複数のドキュメントウィンドウを子ウィンドウ、またはビューと表記しています。 

 

 

・ダイアログ 

本マニュアルでは、項目の設定など、何かの操作を行うときに、確認や動作の設定を求めてくるウィンドウ（ダイ

アログボックス）をダイアログと表記しています。 

 

子ウィンドウ（ビュー） 

ステータスバー 

メインウィンドウ（ウィンドウ） 

タイトルバー 

メニューバー（メニュー） 

ツールバー 

ダイアログ 
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1-3. MASCOT におけるプロジェクトとは 

 

 

・1 つのプロジェクトは 1 つのフォルダ（プロジェクトフォルダ）から構成されています。 

 

・プロジェクト関係のファイルは全て、プロジェクトフォルダ内に作成・保存されます。 

 

・プロジェクトフォルダは、エクスプローラー等で任意のフォルダ（ネットワークフォルダを除く）に移動やコピ

ーを行うことが可能です。 

 

・[スタート] - [すべてのプログラム] - [MASCOT] - [MASCOT Project Selector] - [Create New Project] メニュー

を選択すると、新たなプロジェクト用のフォルダが作成されます。 
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・既存のプロジェクトを開くには、[スタート] - [すべてのプログラム] - [MASCOT] - [MASCOT Project Selector] 

- [Select Open Project] メニューを選択し、プロジェクトフォルダ内の project.mbc※）を選択します。 

 ※） project は任意の文字列 

 

 

 

 

 

・プロジェクトフォルダは、全てのMASCOT（Basic、 Energy、 Engineering、 Tool）で共通に使用されます。 
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1-4. 動作環境 

 

   動作環境 

ＯＳ Windows8.1 以降（64bit）(※1) 

（他のＯＳは動作保証外です） 

ＣＰＵ 1GHz以上 

メモリ 2GB以上 

（解析メッシュ数により異なります） 

ハードディスク 2GB以上の空き容量(※2) 

ディスプレイ 解像度 1024×768 以上 

その他 DVD-ROMドライブ 

USBコネクタ（タイプＡ）×1 （プロテクトキー接続に必須） 

 

 

 

   推奨環境 

ＯＳ Windows8.1 以降（64bit）(※1) 

ＣＰＵ 3GHz以上( 

メモリ 8GB以上（4GBの空き）(※3) 

ハードディスク 100GB以上の空き容量 

グラフィック 解像度 1024×768 以上 

その他 DVD-ROMドライブ 

USBコネクタ（タイプ A）×1（プロテクトキー接続に必須） 

 

(※1) Windows 10 は OSが自動更新・再起動を行うことが御座いますのでご注意下さい。 

 マイクロソフト社がサポート対象としている OSに限ります。 

(※2) インストールに必要な容量です。データ用に別途必要です。 

(※3)4GBの空きで、500～550 万メッシュ程度の解析が可能です。 
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1-5. インストールとアンインストール 

 

1-5-1. インストールの前に 

 

 

＜インストールに関するご注意＞ 

・ MASCOTインストールは、必ず「Administrator」または「管理者」権限で行って下さい。 

・ 既にMASCOTをインストールしている場合は、MASCOTをアンインストールしてからインストールしてく

ださい。 

 

＜MASCOTの実行に関するご注意＞ 

・ MASCOTの実行は、必ず「Administrator」または「管理者」権限で行って下さい。 

その他の権限で実行しますと、正しく機能しない場合がございます。 
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1-5-2. インストールの概要 

 

 

1. パソコンの電源を入れ、Windows を起動します。 

 

2. DVD-ROMドライブに、「Basic・Energy・Engineering・Terrain and Landuse Database Install」の

DVDを入れます。 

自動的にセットアップのタイトル画面が表示されます。 

 

 

※DVDを入れてもセットアップ画面が表示されない 

 DVD-ROM ドライブの自動起動が OFF になっていると、DVD を入れてもセットアップが開始されま

せん。その場合は、以下の 2通りのうち、どちらかを行って下さい。 

 

(A) DVD-ROMドライブを右クリックにより、表示されるメニューを選択 

 1. スタート画面の[PC]をダブルクリックします。 

 2. DVD-ROM ドライブを右クリックします。 

  「MASCOT」の DVDを入れると、DVD-ROM ドライブは「MASCOT」と表示されます。 

 3. ポップアップメニューから、[Install(I)…]を選択します。 

 

(B) セットアップランチャー(EXE)をダブルクリック 

 1. スタート画面の[PC]をダブルクリックします。 

 2. DVD-ROM ドライブをダブルクリックします。 

 3. セットアップランチャー（MASCOTSetup.exe）をダブルクリックする。 

  



第 1章 

 1-11 

3. タイトルメニューより、＜Install MASCOT＞を選択し、「MASCOT」アプリケーション本体をインスト

ールします。 

 

※インストール手順は、「1-5-4. アプリケーションのインストール」を参照 

 

 

4. 「地図データベース（Terrain and Landuse Database）」をハードディスクにコピーし使用する場合

は、タイトルメニューより、＜Install Terrain and Landuse Database＞を選択しインストールしま

す。 

 

 

※インストール手順は、「1-5-5. 地図データベース（Terrain and Landuse Database）のインストー

ル」を参照 

※地図データベース（Terrain and Landuse Database）のインストールは、ハードディスクを 422MB 

 ほど使用します。必ずインストールする必要はありませんが、「地形データ・粗度データ」を作成する 

 際に使用しますので、ハードディスクに余裕がある場合は、インストールすることをお勧めします。 

 

5. 以上で、インストールは完了です。 
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1-5-3. ライセンス・キーが認識されない場合 

 

1. ファイヤーウォールおよびアンチウィルスをオフにする。 

セキュリティソフトにより、ドングルの認証が拒否されている可能性があります。 

 

2. デバイスマネージャーからドライバの更新をする。 

ドライバが古い可能性があります。最新のドライバに更新してください。 

 

3. Windowsが不適切な TCP/IPドライバを導入してしまった。 

ドングル発行元である Gemalto(セーフネット)様より下記の回答を得ております。 

 

「本エラーは、弊社アプリケーションの問題ではなく、Windowsの設定によるもので、不適切な TCP/IPドライバの

導入によって発生する既知の問題です。 

修復にはコマンドラインから、下記を実行し、マシンをリブートしてみてください。 

netsh winsock reset 

netsh int ip reset 

残念ながら確実に修復するわけではなく、結局 PCの再インストールが必要だったケースもございました。」 

 

本問題である場合、ソフトウェアの不具合ではなく、Windowsの不具合であるため、弊社では対応致しかねます。 
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1-5-4. アプリケーションのインストール 

 

1. セットアップランチャーのタイトルメニューより、＜Install MASCOT＞を押すと、「MASCOT」アプリ

ケーション本体のインストールウィザードが起動します。 

 

 

2.  

 

 

 

3.  

 

 

 

 

  

＜OK＞をクリックします。 

＜次へ＞をクリックします。 
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4.  

 

 

5.  

 

 

  

① [使用許諾契約の条項に同意します

(A)]を選択します。 

②＜次へ＞をクリックします。 

②＜次へ＞をクリックします。 
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6.  

 

 

7.  

 

 

 

 

  

① [すべて]を選択します。 

②＜次へ＞をクリックします。 

＜インストール＞をクリックします。 
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8.  

 

 

9.  

 

 

10. インストールが正常終了しますと、Windows の[スタート]メニューの[プログラム]に 

[MASCOT 64bit]という名前のメニューが作成されます。 

 

 

  以上でアプリケーションのインストールは完了です。 

  

＜完了＞をクリックします。 
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1-5-5. 地図データベース（Terrain and Landuse Database）のインストール 

 

1. セットアップランチャーのタイトルメニューより、＜Install Terrain and Landuse Database＞を押すと、

インストールに必要なハードディスクの空き容量が表示され、インストールの実行に関する問い合わせメ

ッセージが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

2. 「地図データベース（Terrain and Landuse Database）」のインストール先を指定するダイアログが表示

されます。 

 

 

ハードディスクの容量が、表示された 

サイズよりも多く空いていることを確認

し、＜はい＞をクリックします。 

＜フォルダーの選択＞をクリックします。 

インストール先を選択します。 

フォルダを新たに作成する場合は、 

フォルダの新規作成をしてください。 
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3. インストールの最終確認メッセージが表示されます。 

 

 

4. インストールが開始しますので、終了するまでお待ち下さい。 

 

 

5. 終了のダイアログが表示されましたら、インストール完了です。 

 

 

 

  以上で地図データベース（Terrain and Landuse Database）のインストールは完了です。 

 

  

インストールを続行する場合は、 

＜はい＞をクリックします。 

＜OK＞をクリックします。 
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1-5-6. アンインストール 

 

＜アプリケーションのアンインストール＞ 

 

1. Windows の[スタート]メニューの[設定]から、[コントロールパネル]を開きます。 

 

2. [プログラムの追加と削除]を選択します。 

 

3. 表示されたダイアログのリストから、[MASCOT 64bit]を選択し、＜アンインストール＞を押します。  

 

 

 

4. 削除の確認を問い合わせてきますので、＜はい＞を押します。 

 

 

5. アンインストールが開始されます。 

 

6. アンインストールが終了すると、終了したことを告げるメッセージが表示されますので、＜OK＞を選択し

て、アンインストールを完了します。 

 

 

＜地図データベース（Terrain and Landuse Database）のアンインストール＞ 

 

  エクスプローラーなどにより、インストールしたフォルダを削除して下さい。 
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1-6. アプリケーションの起動と終了 

 

1-6-1. 起動 

 

1. USB・ライセンス・キーを、USBコネクタに接続します。 

 

2. Windows の[スタート]メニューより、[すべてのプログラム]-[MASCOT]-[MASCOT Project Selector]のメニ

ュー画面より、MASCOT Basicを起動します（下記の流れ図を参照）。 

 

 

  

Recent Projects  ：プロジェクトの履歴 

Project Name ：プロジェクト名 

Recent App. ：前回プロジェクトに使用したモジュール 

Location ：プロジェクトの場所 

Last Application ：前回のアプリケーションで開く 

Select Application ：アプリケーションを選択して開く 

Project Task ：プロジェクトの処理方法 

Create New Project ：プロジェクト新規作成 

Select Open Project ：既存プロジェクトを開く 
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◇MASCOTモジュール（Basic、Energy、Engineering）の多重起動方法 

 MASCOTの各モジュールは、モジュールを終了せずに上記 2 を行うことで、多重起動を行うことが可能です。 

 

※[MASCOT Project Selector]は単独起動の為、各モジュール（MASCOT Basic 等）を起動している状態

（[MASCOT Project Selector]が終了している状態）で、スタートメニューより起動してください。 

 

 

1-6-2. 終了 

 

MASCOT Basicの[File]-[Exit]メニューを選択、もしくはウィンドウの ボタンをクリックすることにより、

MASCOT Basicを終了します。 
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1-7. 表編集の基本操作 

 

＜キーと動作の対応＞ 

キー 動作 

最終行で「↓」 行追加 

「Ctrl＋Insert」 行挿入 

「Ctrl＋Delete」 行削除 

「Ctrl＋C」 選択部分をコピー 

「Ctrl＋V」 コピーした内容を挿入 

「Ctrl＋E」 コピーした内容を貼り付け 

 

＜操作例＞ 

 

 

 

コピーしたい箇所をマウスでドラッグして選択 

選択した箇所が反転表示される 

「 Ctrl＋C 」 

「 Ctrl＋V 」 

挿入したい行をマウスで選択 

コピー完了 
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第2章 Quick Start Tutorial（解析手順） 

 

本章では、MASCOT Basic の基本的な使い方を理解するために、簡単な例を用いて説明します。 
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2-1. Measurement プロジェクト（風況観測データを用いた風況予測） 

 

風況観測データを用いた MASCOT Basic による風況予測を下図に示す青森県竜飛崎を例として説明します。

ここでは、灯台の南東およそ 500m の地点を対象とし、ハブ高さ 50m の風車を建設することを想定していま

す。観測データとしては、竜飛崎灯台の地上高 20m の風速計における 1997 年の風向・風速データを用います。 

例題におけるプロジェクト名は、”tutorial_measure”とし、プロジェクトを作成する場所は、 

” C:¥Users¥✕✕✕¥Documents¥MASCOT_Samples”とします。 （×××=ユーザー名） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-1 風況予測の例題地点 

  

竜飛崎灯台 

風況予測地点 
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2-1-1. MASCOT Basic による気流予測の手順 

 

1. [MASCOT Project Selector]－[Create New Project]メニューの設定画面で、アプリケーションを

[Basic]、プロジェクトタイプを[Measurement data]と選択し、プロジェクトを作成します。 

 

2. MASCOT Basic の[Tool]-[Create Basic Map]メニューの入力画面を使って、付属のデータベース

から基本的な標高データ・地表面粗度データファイルを作成します。 

 

3. [Edit]-[Casefile] メニューの入力画面から解析領域、メッシュ間隔、計算する風向などの計算条

件を設定・保存します。ここでは、竜飛崎灯台の位置を中心とした解析領域にしています（解析

中心位置は無条件に表示されます）。 

 

4. [View]-[Fine Grid]-[Terrain Map] メニューを選択すると、上記で設定した標高・地表面粗度の

メッシュデータが作成され、それを画面上で表示されます。 

 

5. [Edit]-[option]-[site] メニューの入力画面で風車設置位置と観測点の位置の緯度・経度を登録し

ます。その後、再度 [Fine Grid]-[Terrain Map]のビュー で、登録した地点が最小メッシュを用

いた解析領域内（ピンク円）にあることを確認します。 

 

6. [Run]-[Start]-[Fine Grid]メニューで計算を実行します。実行中には 4種類のモニター画面が表示

されますので、解析されている風向や計算の収束状況などを確認することができます。 

 

7. [View]-[Fine Grid]-[Result] メニューを選択すると、各風向の風速ベクトルや等値面などを表示

して結果を確認することができます。データの表示は、平面・縦断面・横断面を任意に指定でき

ます。 

 

 

以上、風況観測データを用いる際の MASCOT Basic による気流予測の手順を示しました。 

例題として示した竜飛崎周辺の気流予測結果から風車設置地点の風況や発電量を得るには、

MASCOT Energy モジュール＜MASCOT Standard 以上＞を用いて求める必要があります。 

以降の操作手順は気流予測の手順を示します。MASCOT Energy モジュールの操作手順は

MASCOT Energy ユーザーズマニュアルを参照してください。 
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2-1-2. MASCOT Project Selector の起動 

 

Windows の[スタート]メニューより、[すべてのプログラム]-[MASCOT]-[MASCOT Project Selector]を選

択し、MASCOT Project Selector を起動します。 
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2-1-3. プロジェクトの作成 

 

1. [MASCOT Project Selector]ダイアログで＜Create New Project＞ボタンをクリックします。 

 

 

2. 表示されたダイアログで、プロジェクト名（Project name）、プロジェクトの作成場所（Location）、アプ

リケーション種類（Application）、プロジェクトタイプ（Project Type）を設定します。本項は観測デー

タ用いた風況予測ですので、[Application]を[Basic]、[Project Type]を[Measurement data]選択します。 

 

 

※1) [Location]に指定するフォルダが存在しない場合は、予めエクスプローラ、または＜Select...＞ 

を押すと表示される[フォルダの参照]ダイアログにより作成して下さい。 

※2) Application ： 

[Basic]  ：三次元気流予測 

[Energy]  ：任意地点の発電量予測 

[Engineering]  ：任意地点における設計風速算定および風況予測 

※3) Project type ： 

[Measurement data] ：観測データを用いた発電量予測および風況予測 

  

Project name ：tutorial_measure 

Location※1)  ：C:\Users\×××\Documents\MASCOT_Samples\ 

Application※2) ：Basic 

Project type※3) ：Measurement data 
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[Meso-scale database] ：メソスケール気象モデルの解析データを用いた発電量予測および風 

況予測 

[Design wind speed] ：設計風速算定 

 

3. 次に、＜Create＞を押し、プロジェクトを作成します。 

 

   作成されたフォルダ  ：C:¥Users¥×××¥Documents¥MASCOT_Samples ¥tutorial_measure 

   プロジェクトファイル ：tutorial_measure.mbc 

 

次回、この作成されたプロジェクトファイルを起動する方法は以下 2 種類あります。 

 

１．MASCOT Project Selector を起動し、[Select Open Project]で選択します。 
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２．MASCOT Project Selector を起動し、履歴から起動します。 

[Recent Project]エリアに表示されたプロジェクト名をダブルクリックで選択します。 
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2-1-4. 標高と粗度のデータファイルの作成 

 

1. [Tool]-[Create Basic Map]メニューを選択します。 

 

 

 

2. 表示された[Create Basic Map]ダイアログの各項目を設定します。 

 

 

  

標高と土地利用データの解像度設定 

Measurement プロジェクトの場合、標高

データの解像度は 50m を選択します。粗

度データは 100m が選択されます。 

標高と土地利用データベースのあるフォルダまたはドライ

ブを指定 

この例では D ドライブの trdb というフォルダ内に標高と

土地利用データベースが格納されています。 

緯度 

経度 

東西方向の解析領域の大きさ 

南北方向の解析領域の大きさ 

計算領域に乗算する係数 

任意のファイル名 
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3. 項目の設定の後、＜Apply＞を押しますと、標高と粗度のデータファイルの作成処理が行われます。 

 

 

 

4. 作成完了のメッセージが表示されましたら、標高と粗度のデータファイルの作成完了です。 

 

 

 

 

  

作成処理中のメッセージ 

作成完了のメッセージ 
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2-1-5. 計算条件の設定 

 

1. [Edit]-[Casefile]メニューを選択します。 

 

 

2. 表示された[Edit Casefile]ダイアログの各項目を設定します。 

 

※1）この機能は、直前に [Tool]-[Create Basic Map] で設定された解析中心値や解析領域の大きさを取得す

る機能で、[Basic Settings]で設定した標高データおよび粗度長データの中心座標や領域を取得するも

のではありません。 

※2）風況予測の為には、一般に 16 風向の計算が必要です。 

 

3. 項目の設定が終わりましたら、＜Save＞を押して、計算条件を保存します。  

メッシュの間隔と拡大率などを指定 

計算する風向を指定 
※2)

 

[Number of sectors]に分割数を入力し、 

＜Apply＞を押すと、自動的に等分されます 

標高と粗度のデータファイルを指定 解析中心緯度経度を指定 

解析領域の範囲を指定 [Create Basic Map]での設定した解析中心値や解析領域の大きさを取得 
※1)
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2-1-6. メッシュの生成と確認 

 

1. [View]-[Fine Grid]-[Terrain Map]メニューを選択しますと、メッシュが自動的に生成されます。 

 

 

2. [Terrain Map]ビューで表示されている標高、粗度、メッシュなどを確認します。 

 

 

 

 

  

表示する項目を選択 

ここで、 

・ 標高の確認 

・ 地表面粗度の確認 

・ 解析領域の確認 

・ メッシュの確認 

を行います。 

解析領域の中心点（緑点） 

最小メッシュを用いる 

解析領域の範囲（ピンク円） 

メッシュ数の表示 

ここは付加領域や緩衝領域を

含んだ全計算領域の、X×Y×Z

の格子数が表示されます。 
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2-1-7. 観測地点と予測地点の設定 

 

1. [Edit]-[Options]-[Site]メニューを選択します。 

 

 

2. 表示された[Edit Site]ダイアログで、観測地点と予測地点の登録を行います。 

 

 

3. ＜Save＞を押して、観測地点（LightHouse）と予測地点（WindTurbine）を保存します。 
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4. 再度、[View]-[Fine Grid]-[Terrain Map]ビューを開き、登録した観測地点と予測地点が最小メッシュを用

いる解析領域の範囲内にあるかを確認します。 

 

 

※ [Edit Site] で設定した予測地点や観測地点の位置は赤点で表示され、解析中心点は緑点で表示されます。 

本例では [Edit Site] で登録した観測地点（LightHouse）と解析中心点の座標と同じなので、緑色で表

示されます。 

 

以上で、観測地点と予測地点の設定は完了です。 

  

予測地点（赤点） 

解析領域の中心点および 

観測地点（緑点）
※

 

最小メッシュを用いる 

解析領域の範囲（ピンク円） 
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2-1-8. 計算実行 

 

1. [Run]-[Start]-[Fine Grid]（または[Run]-[Start]-[All]）メニューを選択します。 

 

 

2. 計算が開始すると、収束状況などを表示する子ウィンドウが表示されます。 

 

 

  

[Convergence]ビュー 

計算の収束状況を表示 

[Monitor]ビュー 

観測点（1 点）での値をモニター 

[Wind Direction]ビュー 

計算中の風向、収束した風向、 

発散した風向を表示 

[Status]ビュー 

計算の収束状況を数値で表示 
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3. 計算終了のメッセージが表示されましたら、計算完了です。 

 

 

＜計算終了画面＞ 

 

 

  

計算完了のメッセージ 
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2-1-9. 計算結果の可視化 

 

1. [View]-[Fine Grid]-[Result]メニューを選択します。 

 

 

2. メニューを選択すると、[Result]ビュー、[Result Property]ダイアログが表示されます。 

 

 

[Result Property]ダイアログの詳細内容の説明や設定方法は「第 3 章 3-3-8」を参照してください。 

 

 

  

可視化の内容を設定します（風速ベクトル図、コンター、メッシュ図、等） 

断面セクションの選択 

i : 横断面 

j : 縦断面 

k : 平面 

断面セクション番号 

i,jセクション ：計算中心からの距離(m) 

K セクション ：地表面からの高さ(m) 

計算風向（°） 

イメージ出力の解像度 
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3. k セクション[平面(x－y)]の流れ方向風速成分（velocity u）のコンター図 (k=10) 

([Variable Contour]-[Interval]を[Auto]に設定した場合) 

 

  



第 2 章  

2-18 
 

4. i セクション[横断面(y－z)]の流れ風速成分（velocity u）のコンター図 (i=64) 

([Variable Contour]-[Interval]を[Maximum number of contour]に設定した場合) 

 

  

Zoom In モード使用 
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5. j セクション[縦断面(x－z)]の流れ方向風速成分（velocity u）のコンター図(j=30) 

([Variable Contour]-[Interval]を[Range]に設定した場合) 

 

  

Zoom Inモード使用 
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2-2. Meso-scaleプロジェクト（地域気象解析結果データを用いた風況予測） 

 

地域気象解析結果より得られた風況データを用いた MASCOT Basic による風況予測を下図に示す青森県竜飛崎

を例として説明します。ここでは、地域気象解析結果を用い竜飛崎灯台の地上高 20m の風速計位置における風況

を予測します。風況データは NEDO-DB の内、灯台に最も近い南東およそ 1,400m 地点に位置するメッシュ番号

[016221_020_100_1] 番を用います。 

例題におけるプロジェクト名は、”tutorial_meso”とし、プロジェクトを作成する場所は、 

” C:¥Users¥×××¥Documents¥MASCOT_Samples ¥tutorial¥”とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-2 風況予測の例題地点 

  

竜飛崎灯台 

風況予測地点 

風況データ地点 
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2-2-1. MASCOT Basic による気流予測の手順 

 

1. MASCOT Project Selector の[Create New Project]メニューの設定画面で、アプリケーションを

[Basic]、プロジェクトタイプを[Meso-scale]と選択し、プロジェクトを作成します。 

 

2. MASCOT Basic の[Tool]-[Create Basic Map]メニューの入力画面を使って、付属のデータベースか

ら基本的な標高データ・地表面粗度データファイル（細かい地形と粗い地形用 2 種類）を作成しま

す。 

 

3. [Edit]-[Casefile] メニューの入力画面から解析領域、メッシュ間隔、計算する風向などの計算条件を

設定・保存します（細かい地形と粗い地形用 2 種類）。ここでは、竜飛崎灯台の位置を中心とした解

析領域にしています（解析中心位置は無条件に表示されます）。 

 

4. [View]-[Fine Grid]-[Terrain Map]（または[View]-[Coast Grid]-[Terrain Map]メニューを選択すると、

上記で設定した標高・地表面粗度のメッシュデータが作成され、それを画面上で表示されます。 

 

5. [Edit]-[option]-[site] メニューの入力画面で予測地点と風況データ地点の緯度・経度を登録します。

その後、再度 [View]-[Fine Grid]-[Terrain Map]のビュー で、登録した地点が最小メッシュを用い

た解析領域内（ピンク円）にあることを確認します。 

 

6. [Run]-[Start]-[All]メニューで計算を実行します。実行中には 4 種類のモニター画面が表示されます

ので、解析されている風向や計算の収束状況などを確認することができます。 

 

7. [View]-[Fine Grid]-[Result]（または[View]-[Coast Grid]-[Result]）メニューを選択すると、細かい

地形（または粗い地形）の各風向の風速ベクトルや等値面などを表示して結果を確認することがで

きます。データの表示は、平面・縦断面・横断面を任意に指定できます。 

 

 

以上、地域気象解析結果より得られた風況データを用いる際の MASCOT Basic による気流予測の

手順を示しました。 

例題として示した竜飛崎周辺の気流予測結果から風車設置地点の風況や発電量を得るには、

MASCOT Energy モジュールを用いて求める必要があります。 

以降の操作手順は気流予測の手順を示します。MASCOT Energy モジュールの操作手順は

MASCOT Energy ユーザーズマニュアルを参照してください。 
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2-2-2. MASCOT Project Selector の起動 

 

Windows の[スタート]メニューより、[すべてのプログラム]-[MASCOT]-[MASCOT Project Selector]を選択

し、MASCOT Project Selector を起動します。 
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2-2-3. プロジェクトの作成 

 

1. [MASCOT Project Selector]ダイアログで＜Create New Project＞ボタンをクリックします。 

 

 

2. 表示されたダイアログで、プロジェクト名（Project name）、プロジェクトの作成場所（Location）、アプリ

ケーション種類（Application）、プロジェクトタイプ（Project Type）を設定します。本項は地域気象解析結

果を用いた風況精査ですので、[Application]を[Basic]、[Project Type]を[Meso-scale database]と選択します。 

 

 

※1) [Location]に指定するフォルダが存在しない場合は、予めエクスプローラ、または＜Select...＞ 

を押すと表示される[フォルダの参照]ダイアログにより作成して下さい。 

※2) Application ： 

[Basic]  ：三次元気流予測 

[Energy]  ：任意地点の発電量予測 

[Engineering]  ：任意地点における設計風速算定および風況予測 

※3) Project type ： 

[Measurement data] ：観測データを用いた発電量予測および風況予測 

  

Project name ：tutorial_meso 

Location※1)  ：C:\Users\×××\Documents\MASCOT_Samples\ 

Application※2) ：Basic 

Project type※3) ：Meso-scale database 
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[Meso-scale database] ：メソスケール気象モデルの解析データを用いた発電量予測および風況予 

   測 

[Design wind speed] ：設計風速算定 

 

3. 次に、＜Create＞を押し、プロジェクトを作成します。 

 

   作成されたフォルダ  ：C:¥Users¥×××¥Documents¥MASCOT_Samples ¥tutorial_meso 

   プロジェクトファイル ：tutorial_meso.mbc 

 

次回、プロジェクトを開く際には、この作成されたプロジェクトファイルを起動する方法は以下 2 種類あります。 

 

1. MASCOT Project Selector を起動し、[Select Open Project]で選択します。 
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2. MASCOT Project Selector を起動し、履歴から起動します。 

[Recent Project]エリアに表示されたプロジェクト名をダブルクリックで選択します。 
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2-2-4. 標高と粗度のデータファイルの作成 

 

地域気象解析結果を用いた風況精査用の気流解析では、細かい地形と粗い地形による 2 種類の気流解析を行う必

要があります。まず、細かい地形用のデータファイル作成手順を示し、最後に粗い地形用のデータファイル作成の

ための設定値を示します。 

 

1. [Tool]-[Create Basic Map]メニューを選択します。 

 

 

2. 表示された[Create Basic Map]ダイアログの各項目を設定します。 

  

標高と土地利用データの解像度設定 

Meso-scale プロジェクトの場合、標高デ

ータの解像度は 50m を選択します。粗度

データは 100m が選択されます。 

 

標高と土地利用データベースのあるフォルダまたはドライブを指定 

この例では D ドライブの trdb というフォルダ内に標高と土地利用デー

タベースが格納されています。 

緯度 

経度 

東西方向の解析領域の大きさ 

南北方向の解析領域の大きさ 

  

計算領域に乗算する係数 

任意のファイル名 
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3. 項目の設定の後、＜Apply＞を押しますと、標高と粗度のデータファイルの作成処理が行われます。 

 

 

4. 作成完了のメッセージが表示されましたら、細かい地形用の標高と粗度のデータファイルの作成完了です。 

 

 

 

5. 粗い地形用のデータファイル作成のための設定値画面を以下に示します。 

 

  

作成処理中のメッセージ 

作成完了のメッセージ 

標高と土地利用データの解像度設定 

Meso-scale プロジェクトの粗い地形用に

は地域気象モデル解析を行ったときの解

像度と同じ解像度を選択してください 

通常は、1km を選択します。 

標高と土地利用データベースのあるフォルダまたはドライブを指定 

この例では D ドライブの trdb というフォルダ内に標高と土地利用デ

ータベースが格納されています。 

緯度 

経度 

東西方向の解析領域の大きさ 

南北方向の解析領域の大きさ 

  

計算領域に乗算する係数 

任意のファイル名 
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2-2-5. 計算条件の設定 

 

細かい地形と粗い地形による 2 種類の気流解析の計算条件を設定する必要があります。 

 

1.  [Edit]-[Casefile]メニューを選択します。 

 

 

2. 表示された[Edit Casefile]ダイアログの各項目に 2 種類の解析で共通の[解析領域の範囲]、[解析風向]の設定

をし、[Fine Grid Settings]タブを選択して細かい地形用の設定を行ないます。 

 

※1）この機能は、直前に [Tool]-[Create Basic Map] で設定された解析中心値や解析領域の大きさを取得 

する機能で、[Basic Settings]で設定した標高データおよび粗度長データの中心座標や領域を取得するも 

のではありません。 

※2）風況予測の為には、一般に 16 風向の計算が必要です。  

計算する風向を指定 
※2)

 

[Number of sectors]に分割数を入力し、 

＜Apply＞を押すと、自動的に等分されます 

標高と粗度のデータファイルを指定 解析中心緯度経度を指定 

[Create Basic Map]での設定した解析中心値や解析領域の大きさを取得 
※1)

 

細かい地形用の設定 

メッシュの間隔と拡大率などを指定 

解析領域の範囲を指定 
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3. [Coast Grid Settings]タブを選択して粗い地形用の設定を行ないます。 

 

 

4. 項目の設定が終わりましたら、＜Save＞を押して、計算条件を保存します。 

 

  

標高と粗度のデータファイルを指定 

粗い地形用の設定 

メッシュの間隔と拡大率などを指定 
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2-2-6. メッシュの生成と確認 

 

細かい地形と粗い地形による 2 種類の気流解析のメッシュ生成と確認をする必要があります。 

 

1. [View]-[Fine Grid]-[Terrain Map]メニューを選択しますと、細かい地形のメッシュが自動的に生成されます。 

 

 

2. [Terrain Map]ビューで表示されている標高、粗度、メッシュなどを確認します。 

 

 

 

  

表示する項目を選択 

ここで、 

・ 標高の確認 

・ 地表面粗度の確認 

・ 解析領域の確認 

・ メッシュの確認 

を行います。 

解析領域の中心点（緑点） 

最小メッシュを用いる 

解析領域の範囲（ピンク円） 

メッシュ数の表示 

ここは付加領域や緩衝領域を

含んだ全計算領域の、X×Y×Z

の格子数が表示されます。 
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3. [View]-[Coast Grid]-[Terrain Map]メニューを選択しますと、粗い地形のメッシュが自動的に生成されます。 

 

 

4. [Terrain Map]ビューで表示されている標高、粗度、メッシュなどを確認します。 

 

 

 

  

表示する項目を選択 

ここで、 

・ 標高の確認 

・ 地表面粗度の確認 

・ 解析領域の確認 

・ メッシュの確認 

を行います。 

解析領域の中心点（緑点） 

最小メッシュを用いる 

解析領域の範囲（ピンク円） 

メッシュ数の表示 

ここは付加領域や緩衝領域を

含んだ全計算領域の、X×Y×Z

の格子数が表示されます。 
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2-2-7. 予測地点と風況データ地点の設定 

 

1. [Edit]-[Options]-[Site]メニューを選択します。 

 

 

2. 表示された[Edit Site]ダイアログで、予測地点と風況データ地点の登録を行います。 

 

 

3. ＜Save＞を押して、予測地点（LightHouse）と風況データ地点（LAWEPS_016221_020_100_1）を保存します。 
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4. 再度、[View]-[Fine Grid]-[Terrain Map]ビューを開き、登録した予測地点が最小メッシュを用いる解析領域の範

囲内にあり、かつ風況データ地点が解析領域の範囲内にあることを確認します。 

 

細かい地形による確認で風況データ地点が解析領域内にあれば、粗い地形でも必ず領域内に設定されているので、

粗い地形による確認を行なう必要はありません。 

 

※ [Edit Site]で設定した予測地点や風況データ地点の位置は赤点で表示され、解析中心点は緑点で表示されま

す。本例では [Edit Site]で登録した予測地点（LightHouse）と解析中心点の座標と同じなので、緑色で表示

されます。 

 

以上で、予測地点と風況データ地点の設定は完了です。 

  

風況データ地点（赤点） 

解析領域の中心点および 

予測地点（緑点）
※

 

最小メッシュを用いる 

解析領域の範囲（ピンク円） 
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2-2-8. 計算実行 

 

1. [Run]-[Start]-[All]※メニューを選択し、計算を実行します。 

 

 

※細かい地形[Fine Grid]や粗い地形[Coast Grid]を個別に計算することもできます。その際、例えば細かい地形

の場合、[Run]-[Start]-[Fine Grid]メニューを選択し、計算を実行します。  

 

2. 計算が開始すると、収束状況などを表示する子ウィンドウが表示されます。 

 

  

[Monitor]ビュー 

観測点（1 点）での値をモニター 

[Wind Direction]ビュー 

計算中の風向、収束した風向、 

発散した風向を表示 

[Status]ビュー 

計算の収束状況を数値で表示 

[Convergence]ビュー 

計算の収束状況を表示 
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3. 計算終了のメッセージが表示されましたら、計算完了です。 

 

 

＜計算終了画面＞ 

 

 

 

 

  

計算完了のメッセージ 
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2-2-9. 計算結果の可視化 

 

細かい地形と粗い地形による 2 種類の気流解析結果を可視化することができます。 

 

1. [View]-[Fine Grid]-[Result]メニューを選択し､細かい地形の気流解析結果を可視化します。 

 

 

k セクション[平面(x－y)]の流れ方向風速成分（velocity u）のコンター図 (k=10) 

([Variable Contour]-[Interval]を[Auto]に設定した場合) 
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2. [View]-[Coast Grid]-[Result]メニューを選択し、粗い地形の気流解析結果を可視化します。 
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k セクション[平面(x－y)]の流れ方向風速成分(velocity u)のコンター図 (k=5) 

([Variable Contour]-[Interval]を[Auto]に設定した場合) 
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2-3. Design wind speed プロジェクト 

（平均風速の割増係数および変動風速の補正係数を算定） 

 

平均風速の割増係数および変動風速の補正係数の算定手順を下図に示す青森県竜飛崎を例として説明します。

ここでは、灯台の南東約 500m の地点を対象とし、地表面高さ 20m における平均風速の割増係数および変動風速

の補正係数を算定することを想定しています。 

例題におけるプロジェクト名は、” tutorial_Designws”とし、プロジェクトを作成する場所は、 

” C:¥Users¥×××¥Documents¥MASCOT_Samples ¥tutorial¥”とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-3 風況予測の例題地点 

  

竜飛崎灯台 

風況予測地点 



第 2 章  

2-40 
 

2-3-1. MASCOT Basic による気流予測の手順 

 

1. MASCOT Project Selector の[Create New Project]メニューの設定画面で、アプリケーションを

[Basic]、プロジェクトタイプを[Design wind speed]と選択し、プロジェクトファイルを作成します。 

 

2. MASCOT Basic の[Tool]-[Create Basic Map]メニューの入力画面を使って、付属のデータベースか

ら基本的な標高データ・地表面粗度データファイルを作成します。 

 

3. [Edit]-[Casefile] メニューの入力画面から解析領域、メッシュ間隔、計算する風向、平坦地形の粗度

区分などの計算条件を設定・保存します。ここでは、竜飛崎灯台の位置を中心とした解析領域にし

ています（解析中心位置は無条件に表示されます）。 

 

4. [View]-[Real Grid]-[Terrain Map] （[View]-[Flat Grid]-[Terrain Map]）メニューを選択すると、上

記で設定した実地形および平坦地形の標高・地表面粗度のメッシュデータが作成され、それを画面

上で表示されます。 

 

5. [Edit]-[option]-[site] メニューの入力画面で算定地点の位置の緯度・経度を登録します。その後、再

度 [View]-[Real Grid]-[Terrain Map]のビュー で、登録した地点が最小メッシュを用いた解析領域

内（ピンク円）にあることを確認します。 

 

6. [Run]-[Start]-[All]メニューで計算を実行します。実行中には 4 種類のモニター画面が表示されます

ので、解析されている風向や計算の収束状況などを確認することができます。 

 

7. [View]-[Real Grid]-[Result] （[View]-[Flat Grid]-[Result]）メニューを選択すると、実地形および

平坦地形における各風向の風速ベクトルや等値面などを表示して結果を確認することができます。

データの表示は、平面・縦断面・横断面を任意に指定できます。 

 

 

以上、平均風速の割増係数および変動風速の補正係数を算定するための MASCOT Basic による気

流予測の手順を示しました。 
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2-3-2. MASCOT Project Selector の起動 

 

Windows の[スタート]メニューより、[すべてのプログラム]-[MASCOT]-[MASCOT Project Selector]を選択

し、MASCOT Project Selector を起動します。 
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2-3-3. プロジェクトの作成 

 

1. [MASCOT Project Selector]ダイアログで＜Create New Project＞ボタンをクリックします。 

 

 

2. 表示されたダイアログで、プロジェクト名（Project name）、プロジェクトの作成場所（Location）、プロジ

ェクト種類（Application）、プロジェクトタイプ（Project Type）を設定します。本項は平均風速の割増係数

および変動風速の補正係数の算定ですので、[Application]を[Basic]、[Project Type]を[Design wind speed]と

選択します。 

 

 

※1) [Location]に指定するフォルダが存在しない場合は、予めエクスプローラ、または＜Select...＞ 

を押すと表示される[フォルダの参照]ダイアログにより作成して下さい。 

※2) Application ： 

[Basic]  ：三次元気流予測 

[Energy]  ：任意地点の発電量予測 

[Engineering]  ：任意地点における設計風速算定および風況予測 

※3) Project type ： 

[Measurement data] ：観測データを用いた発電量予測および風況予測  

Project name ：tutorial_Designws 

Location※1)  ：C:\Users\×××\Documents\MASCOT_Samples\ 

Application※2) ：Basic 

Project type※3) ：Design wind speed 
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[Meso-scale database] ：メソスケール気象モデルの解析データを用いた発電量予測および風況予 

  測 

[Design wind speed] ：設計風速算定 

 

3. 次に、＜Create＞を押し、プロジェクトを作成します。 

 

  作成されたフォルダ  ：C:¥Users¥×××¥Documents¥MASCOT_Samples¥tutorial_Designws 

  プロジェクトファイル ：tutorial_designws.mbc 

 

次回、この作成されたプロジェクトファイルを起動する方法は以下 2 種類あります。 

 

１．MASCOT Project Selector を起動し、[Select Open Project]で選択します。 
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２．MASCOT Project Selector を起動し、履歴から起動します。 

[Recent Project]エリアに表示されたプロジェクト名をダブルクリックで選択します。 
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2-3-4. 標高と粗度のデータファイルの作成 

 

1. [Tool]-[Create Basic Map]メニューを選択します。 

 

 

2. 表示された[Create Basic Map]ダイアログの各項目を設定します。 

 

 

 

  

標高と土地利用データの解像度設定 

Engineeringプロジェクトの場合、標高デ

ータの解像度は 50m を選択します。粗度

データは 100m が選択されます。 

標高と土地利用データベースのあるフォルダまたはドライ

ブを指定 

この例では D ドライブの trdb というフォルダ内に標高と

土地利用データベースが格納されています。 

緯度 

経度 

東西方向の解析領域の大きさ 

南北方向の解析領域の大きさ 

  

計算領域に乗算する係数 

任意のファイル名 
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3. 項目の設定の後、＜Apply＞を押しますと、標高と粗度のデータファイルの作成処理が行われます。 

 

 

4. 作成完了のメッセージが表示されましたら、標高と粗度のデータファイルの作成完了です。 

 

 

 

  

作成処理中のメッセージ 

作成完了のメッセージ 
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2-3-5. 計算条件の設定 

 

1. [Edit]-[Casefile]メニューを選択します。 

 

 

2. 表示された[Edit Casefile]ダイアログの各項目を設定します。 

 

※1）この機能は、直前に [Tool]-[Create Basic Map] で設定された解析中心値や解析領域の大きさを取得する

機能で、[Basic Settings]で設定した標高データおよび粗度長データの中心座標や領域を取得するものでは

ありません。 

※2）風況予測の為には、一般に 16 風向の計算が必要です。 

 

3. 項目の設定が終わりましたら、＜Save＞を押して、計算条件を保存します。  

解析領域の範囲を指定 

解析中心緯度経度を指定 
標高と粗度のデータファイルを指定 

[Create Basic Map]での設定した解析中心値や解析領域の大きさを取得 
※1)

 

計算する風向を指定 
※2)

 

[Number of sectors]に分割数を入力し、 

＜Apply＞を押すと、自動的に等分されます 

メッシュの間隔と拡大率などを指定 平坦地形用粗度区分の設定 
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2-3-6. メッシュの生成と確認 

 

実地形と平坦地形による 2 種類の気流解析のメッシュ生成と確認をする必要があります。 

 

1. [View]-[Real Grid]-[Terrain Map]メニューを選択しますと、実地形のメッシュが自動的に生成されます。 

 

 

2. [Terrain Map]ビューで表示されている標高、粗度、メッシュなどを確認します。 

 

 

 

 

 

 

  

表示する項目を選択 

ここで、 

・ 標高の確認 

・ 地表面粗度の確認 

・ 解析領域の確認 

・ メッシュの確認 

を行います。 

 

解析領域の中心点（緑点） 

最小メッシュを用いる 

解析領域の範囲（ピンク円） 

メッシュ数の表示 

ここは付加領域や緩衝領域を

含んだ全計算領域の、X×Y×Z

の格子数が表示されます。 
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3. [View]-[Flat Grid]-[Terrain Map]メニューを選択しますと、平坦地形のメッシュが自動的に生成されます。 

 

 

4. [Terrain Map]ビューで表示されている標高、粗度、メッシュなどを確認します。 

 

 

 

 

 

 

  

表示する項目を選択 

ここで、 

・ 標高の確認 

・ 地表面粗度の確認 

・ 解析領域の確認 

・ メッシュの確認 

を行います。 

 

解析領域の中心点（緑点） 

最小メッシュを用いる 

解析領域の範囲（ピンク円） 

メッシュ数の表示 

ここは付加領域や緩衝領域を

含んだ全計算領域の、X×Y×Z

の格子数が表示されます。 
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2-3-7. 平均風速の割増係数および変動風速の補正係数の算定地点の設定 

 

1. [Edit]-[Options]-[Site]メニューを選択します。 

 

 

2. 表示された[Edit Site]ダイアログで、算定地点の登録を行います。 

 

 

3. ＜Save＞を押して、算定地点（cal-point）を保存します。 
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4. 再度、[View]-[Real Grid]-[Terrain Map]ビューを開き、登録した算定地点が最小メッシュを用いる解析領域

の範囲内にあることを確認します。 

 

 

 

 

 

 

  

解析領域の中心点（緑点） 

最小メッシュを用いる解析領

域の範囲（ピンク円） 

算定地点（赤点） 
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2-3-8. 解析領域高さの設定 

石原ら 1)によれば解析領域高さが解析結果に影響を与えないためには、解析領域の閉塞率を 5%以下とする必要

があるとされています。解析領域内の最大標高差の 20 倍に解析領域内の最低標高値を加えた数値を解析領域高

さとして設定することによって、閉塞率 5%以下の条件を満たすことができます。ただし、大気の特性上、成層

圏界面(高度約 10km)を超える解析領域の高さを取ることは現実的でないため、解析領域高さの上限を 10kmとし

ます。すなわち、解析領域高さ HZ は 

( )max min minmin 20 ( ) , 10000mHZ H H H=  − +
 (1) 

と計算することができます。ここで、 maxH 、 minH はそれぞれ解析領域内の最大標高値および最低標高値で

あり、図  2-4 に示します。また式 (1)にある 20 は、地形が 2 次元であると仮定し、閉塞率 5%の条件

（1/20=0.05=5%）を満たすように設定した数値です。 

 

 

図 2-4 解析領域の一例と記号の定義 

この条件を満足した解析領域高さの設定方法の具体的な設定手順を以下に示します。 

 

1. [View]-[log]メニューを選択します。この操作により、「2-3-6. メッシュの生成と確認」でログファイルに記

録された解析領域内の最大および最小標高値を参照することができます。図 2-5 に[View]-[log]メニューを選

択した際に表示されるログファイルを示します。 

 

  

解析領域

minHmaxH

hZ
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2.  

 

図 2-5 ログファイル 

 

3. 式(1)に従い、図 2-5 で示した解析領域内の最大標高値および最低標高値から解析領域高さを計算します。本

例では、解析領域高さ HZ
は 

 

𝛧𝛨 = 𝑚𝑖𝑛(20 × (𝛨𝑚𝑎𝑥 −𝛨𝑚𝑖𝑛) + 𝛨𝑚𝑖𝑛 ,  10000𝑚) 

 = 𝑚𝑖𝑛(20 × (468.0𝑚 + 0.0𝑚) + 0.0𝑚 ,  10000𝑚  (2) 

 = 10000𝑚 

となります。 

  

最大標高値（Hmax） 

最低標高値（Hmin） 
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4. 以上求めた解析領域高さを設定します。[Edit]-[Options]-[Boundary Treatment]メニューを選択すると、

[Edit Boundary Treatment]ダイアログが表示されます。 

表示された[Edit Boundary Treatment]ダイアログ中の[Calculation Domain Height]-[Specify height]に、(2)

で求めた解析領域の高さを入力します。以上で設定は終了です。 
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2-3-9. 計算実行 

 

1. [Run]-[Start]-[All]メニューを選択します。 

 

 

2. 計算が開始すると、収束状況などを表示する子ウィンドウが表示されます。 

 

 

  

[Wind Direction]ビュー 

 計算中の風向、収束した風向、 

 発散した風向を表示 

[Status]ビュー 

計算の収束状況を数値で表示 

[Convergence]ビュー 

計算の収束状況を表示 

[Monitor]ビュー 

観測点（1 点）での値をモニター 
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3. 計算終了のメッセージが表示されましたら、計算完了です。 

 

 

＜計算終了画面＞ 

 

 

  

計算完了のメッセージ 
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2-3-10. 計算結果の可視化 

 

実地形と平坦地形による 2 種類の気流解析結果を可視化することができます。 

 

1. [View]-[Real Grid]-[Result]メニューを選択し､実地形の気流解析結果を可視化します。 

 

 

k セクション[平面(x－y)]の流れ方向風速成分(velocity u)のコンター図 (k=10) 

([Variable Contour]-[Interval]を[Auto]に設定した場合) 
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2. [View]-[Flat Grid]-[Result]メニューを選択し、平坦地形の気流解析結果を可視化します。 
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k セクション[平面(x－y)]の流れ方向風速成分(velocity u)のコンター図 (k=5) 

([Variable Contour]-[Interval]を[Auto]に設定した場合) 

 

対象地点の平均風速の割増係数および変動風速の補正係数の求め方法は「第 5 章 5-2」を参照してください。  
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第3章 User Interface（ユーザー・インターフェース） 

 

本章では、MASCOT Basic のユーザー・インターフェースについて説明します。 

 

 

第 3 章 User Interface（ユーザー・インターフェース） ................................................................ 3-1 

3-1. メニュー一覧 ........................................................................................................................................................3-2 

3-2. ツールバー一覧 ....................................................................................................................................................3-3 

3-2-1. メインウィンドウ ..........................................................................................................................................3-3 

3-2-2. [View]-[Fine Grid/Coast Grid]-[Terrain Map]ビュー ...............................................................................3-4 

3-2-3. [View]-[Fine Grid/Coast Grid]-[Convergence／Monitor]ビュー ...............................................................3-6 

3-2-4. [View]-[Fine Grid/Coast Grid]-[Result]ビュー ........................................................................................3-7 

3-3. ダイアログ・ビュー一覧（メニュー別） .............................................................................................................3-9 

3-3-1. [File]メニュー..............................................................................................................................................3-9 

3-3-2. [Edit]メニュー............................................................................................................................................3-15 

3-3-3. [Run]メニュー .............................................................................................................................................3-33 

3-3-4. [View]メニュー............................................................................................................................................3-34 

3-3-5. [Terrain Map]メニュー ...............................................................................................................................3-41 

3-3-6. [Convergence]メニュー ...............................................................................................................................3-46 

3-3-7. [Monitor]メニュー ......................................................................................................................................3-48 

3-3-8. [Result]メニュー ........................................................................................................................................3-50 

3-3-9. [Tool]メニュー............................................................................................................................................3-56 

3-3-10. [Window]メニュー ......................................................................................................................................3-66 
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3-1. メニュー一覧 

 

MASCOT Basicのメインメニューは以下の 7つのメニューから構成されます。 

[File]メニュー ： プロジェクトの生成、読込、保存、プリンタの設定などを行うメニューです。 

[Edit]メニュー ： 計算領域、計算メッシュ、解析条件、観測地点の設定などを行うメニューです。 

[Run] メニュー ： 計算の実行、再計算、計算の中止を行うメニューです。 

[View] メニュー ： 標高や粗度の分布、解析の収束状況、計算結果などの図示を行うメニューです。 

[Tool] メニュー ： 基本標高マップ、基本粗度マップなどの作成を行うメニューです。 

[Window] メニュー ： ウィンドウ、アイコンなどの表示、整理などを行うメニューです。 

[Help] メニュー ： MASCOTのバージョン情報、ユーザーマニュアルなどを示すメニューです。 
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3-2. ツールバー一覧 

 

3-2-1. メインウィンドウ 

 

 

 

 

 ・・・・・ 作業中のプロジェクトを保存します。 

  （[File]-[Save Project…]メニュー） 

 

 ・・・・・ 選択されているビューの内容（図やログなど）を印刷します。 

  （[File]-[Print]メニュー） 

 

 ・・・・・ MASCOT Engineeringのバージョン情報を表示します。 

  （[Help]-[About MASCOT Engineering…]メニュー） 
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3-2-2. [View]-[Fine Grid/Coast Grid]-[Terrain Map]ビュー 

 

 

 

 ・・・・・ ズーム処理を開始／終了します。 

 （[View]-[Zoom]メニュー） 

 

 ・・・・・ ビューに表示されているイメージを拡大します。（拡大率 1.2倍） 

 （[View]-[Zoom In]メニュー） 

 

 ・・・・・ ビューに表示されているイメージを縮小します。（縮小率 1.2倍） 

 （[View]-[Zoom Out]メニュー） 

 

 ・・・・・ ビューに表示されているイメージを再描画します。拡大表示している場合は、初期表示状 

態にします。（[View]-[Reset]メニュー） 

 

 ・・・・・ ビューに表示されているイメージを、マウスで指定した点が中心になるように移動します。 

（[View]-[Centering]メニュー） 

 

 ・・・・・ ビューに表示されているイメージを、クリップボードにコピーします。 

（[View]-[Clipboard Copy]メニュー） 

 

 ・・・・・ ビューに表示されているイメージを、画像ファイル（形式：bmp/emf） 

として保存します。（[View]-[File Output]メニュー） 

 

 ・・・・・ 地形コンターを表示／非表示します。 

（[Terrain map]-[Show]-[Elevation Contour]メニュー） 

 

 ・・・・・ 可視化内容を表示／非表示します。 

（[View]-[Show]-[Variable Contour]メニュー） 

 

 ・・・・・ 解析格子を表示／非表示します。 

（[View]-[Show]-[Mesh]メニュー） 

 

 ・・・・・ 計算点、観測点などのマーカーを表示／非表示します。 

（[View]-[Show]-[Maker]メニュー） 
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 ・・・・・ 内部目盛りを表示／非表示します。 

（※未実装） 

 

 ・・・・・ 凡例を表示／非表示します。 

（[View]-[Show]-[Notes]メニュー） 

 

 ・・・・・ プロパティを開きます。 

（[View]-[Property]メニュー） 
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3-2-3. [View]-[Fine Grid/Coast Grid]-[Convergence／Monitor]ビュー 

 

 

 

 ・・・・・ ビューに表示されているイメージを、クリップボードにコピーします。 

（[Convergence]-[Clipboard Copy]メニュー／[Monitor]-[Clipboard Copy]メニュー） 

 

 ・・・・・ ビューに表示されているイメージを、画像ファイル（形式：bmp/emf）として保存します。 

（[Convergence]-[Image Out]メニュー／[Monitor]-[Image Out]メニュー） 

 

 ・・・・・ プロパティを開きます。 

（[Convergence]-[Property]メニュー／[Monitor]-[Property]メニュー） 
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3-2-4. [View]-[Fine Grid/Coast Grid]-[Result]ビュー 

 

 

 

 ・・・・・ ズーム処理を開始／終了します。 

（[Result]-[Zoom]メニュー） 

 

 ・・・・・ ビューに表示されているイメージを拡大します。（拡大率 1.2 倍） 

（[Result]-[Zoom In]メニュー） 

 

 ・・・・・ ビューに表示されているイメージを縮小します。（縮小率 1.2 倍） 

（[Result]-[Zoom Out]メニュー） 

 

 ・・・・・ ビューに表示されているイメージを再描画します。拡大表示している場合は、初期表示状 

態にします。 

（[Result]-[Reset]メニュー） 

 

 ・・・・・ ビューに表示されているイメージを、マウスで指定した点が中心になるように移動します。 

（[Result]-[Centering]メニュー） 

 

 ・・・・・ ビューに表示されているイメージを、クリップボードにコピーします。 

（[Result]-[Clipboard Copy]メニュー） 

 

 ・・・・・ ビューに表示されているイメージを、画像ファイル（形式：bmp/emf）として保存します。 

（[Result]-[Image Out]メニュー） 

 

 ・・・・・ ベクトルを表示／非表示します。 

（[Result]-[Show]-[Vector]メニュー） 

 

 ・・・・・ 速度比分布を色で表示／非表示します。 

（[Result]-[Show]-[Variable Contour]メニュー） 

 

 ・・・・・ 格子を表示／非表示します。 

（[Result]-[Show]-[Mesh]メニュー） 

 

 ・・・・・ 計算点、観測点などのマーカーを表示／非表示します。 

（[Result]-[Show]-[Maker]メニュー） 
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 ・・・・・ 地形コンターを表示／非表示します。 

（[Result]-[Show]-[Elevation Contour]メニュー） 

 

 ・・・・・ 計算領域を表示／非表示します。 

（[Result]-[Show]-[Domain]メニュー） 

 

 ・・・・・ 内部目盛りを表示／非表示します。 

（[Result]-[Show]-[Inner Scale]メニュー） 

 

 ・・・・・ 凡例を表示／非表示します。 

（[Result]-[Show]-[Note]メニュー） 

 

 ・・・・・ プロパティを開きます。 

（[Result]-[Property]メニュー） 
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3-3. ダイアログ・ビュー一覧（メニュー別） 

 

3-3-1. [File]メニュー 

このメニューはプロジェクト読込、保存、プリンタの設定などを行うメニューです。 

 

 

[Save Project] 

作業中のプロジェクトを保存します。（ツールバー  ） 

 

[Project Selector...] 

MASCOT Project Selectorを起動します。 

他のプロジェクトの読み込みやプロジェクトの新規作成などは、起動される MASCOT Project Selectorで行

います。 

※本メニューを選択しますと、起動中の MASCOT Basicは終了します。 
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[Converter Project…] 

既存のプロジェクトを元に、タイプの異なるプロジェクトを作成します。 

[Converter Project…]を用いることにより、計算済みの気流計算結果を異なるプロジェクトタイプに変換す

ることが出来るので、同じ解析領域を異なるプロジェクトタイプで解析する際に計算時間の節約に役立ちます。 

 

例： 観測データを用いた風況・発電量予測用のプロジェクト (Measurement data プロジェクト ) 

を基に、メソスケール気象モデルの解析データを用いた風況精査用プロジェクト(Meso-scale database

プロジェクト)を作成します。 

 

1． [File]-[Converter Project…]を選択します。 

 

 

2． 参照元と変換後の作成プロジェクトの情報（プロジェクトファイル所在フォルダ、プロジェクトタ

イプ、プロジェクト名など）を入力します。 

 

 

・[Source Project]  ：参照元のプロジェクト情報を指定します。 

・[Current Project] ：MASCOT Basicで開いているプロジェクトを変換元プロジェクトとします。 

・[Specified Project] ：MASCOT Basicで開いているプロジェクト以外を変換元プロジェクトとします。 

・[Path] ：プロジェクトファイルの存在するパスを表示します。 

・＜Browse…＞ ：[Specified Project]を選択した場合、プロジェクトファイルの存在するパスを指定します。 

・[Type] ：変換元のプロジェクトタイプを表示します。 

・[Project Name] ：変換元のプロジェクト名を表示します。  

参照元のプロジェ

クトの情報 

変換後のプロジェ

クトの情報 
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・[New Project]   ：変換後のプロジェクト情報を指定します。 

・[Path] ：変換後のプロジェクトを保存するパスを表示します。 

・＜Browse…＞ ：変換後のプロジェクトファイルを保存するパスを指定します。 

・[Type] ：変換後のプロジェクトタイプを表示します。 

・[Project Name] ：変換後のプロジェクト名を表示します。 

 

・＜Apply＞    ：設定値を保存し、変換確認画面を表示します。 

・＜Cancel＞    ：設定値を破棄し、変換作業を終了します。 

 

3． ＜OK＞をクリックし、変換を実行します。変換設定画面へ戻る場合は＜キャンセル＞をクリック

します。 

 

 

4． 変換完了後、変換後のプロジェクトが MASCOT Basicで開かれます。 

 

 

5． 変換元のプロジェクトが計算済みの場合は、変換後の細かい地形（Fine Grid）の計算結果も変換さ

れています。Measurement Project Type から Meso-scale Project Type へ変換した場合は、[Coast 

Grid Settings]を行い粗い地形の計算実行を行なう必要があります。 
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※1）変換基のプロジェクトが計算済みである必要があります。 

※2）ケースファイルの設定は[Edit]-[Casefile…] を参照してください。 

  

細かい地形の計算結果は変換されている
※1

 

  

粗い地形の設定・計算が必要
※

2
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[Print...] 

  選択されているビューの内容（図やログなど）を印刷します。（ツールバー  ） 

 

 

 

[Print Preview...] 

  選択されているビューの内容（図やログなど）を、用紙に印刷したときのイメージを表示します。 
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[Print Setup...] 

  用紙のサイズ、印刷の向きなどの設定を行います。 

 

 

[Environment Settings…] 

   

 

 

[Draw Settings]   ：描画の設定をします。 

・[Font ratio]   ：フォントサイズを変更したい場合に選択します。 

 

[Multi-Thread Settings]  ：マルチスレッド解析の設定をします。 

・[The number of threads to use] ：解析に割り当てる CPUのコア数を指定します。（空白時、全コアを使用） 

 

[System information]  ：お使いの PCのシステム情報が表示されます。 

 

 

[Exit] 

  MASCOT Basicを終了します。  
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3-3-2. [Edit]メニュー 

 

計算条件の設定、観測点の登録など、解析条件を設定するメニューです。[Casefile]メニューはユーザーが必ず

設定する必要のあるメニューで、標高と地表面粗度のファイルの指定、解析対象地点の緯度と経度の入力、対象領

域の大きさや格子間隔の設定を行います。一方、[Option]メニュー以下の設定項目にはデフォルトの値が設定され

ており、必要に応じて設定値の変更を行います。 

 

 

 

[Casefile...] 

計算条件の設定を行います。[Calculation Domain] [Wind Direction] [Basic Settings] [Mesh Settings]の 4つの

部分から構成されます。 

 

Measurement data project（観測データを用いた風況・発電量予測）の場合、[Basic Settings] [Mesh Settings]

は[Fine Grid Settings]のみの設定となります。 
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Meso-scale database project（メソスケール気象モデルの解析データを用いた風況精査）の場合、 

[Basic Settings]と [Mesh Settings]は[Fine Grid Settings]と[Coast Grid Settings]の設定が必要です。 

 

 

Design wind speed project（平均風速の割増係数および変動風速の補正係数算定）の場合、以下の設定画面が表

示され、[Basic Settings] [Flat Roughness Settings] [Mesh Settings]の設定が必要です。 

  



第 3章  

 3-17 

・[Description]   ：プロジェクトの詳細について記述します（省略可）。 

 

・[Calculation Domain]  ：計算範囲の指定 

・＜Get from [Tool]-[Create Basic Map]＞※1 

：[Tool]-[Create Basic Map]（3-3-9. を参照）で設定した対象領域中心の緯度、経度、

領域の大きさを取得します。 

  ・[Centre latitude]   ：対象領域中心の緯度を設定します。 

  ・[Centre longitude]   ：対象領域中心の経度を設定します。 

  ・[West-East domain size]  ：東西方向の対象領域の大きさを設定します。 

  ・[North-South domain size] ：南北方向の対象領域の大きさを設定します。 

※1）この機能は、直前に [Tool]-[Create Basic Map] で設定された解析中心値や解析領域の大きさを取得する機能で、 

[Basic Setting]で設定したデータの中心座標や領域を取得するものではありません 

ここで指定されている計算範囲は対象領域と呼ばれ、この領域の風上側には上流地形の影響を考慮するために、

付加領域が設置されます。対象領域と付加領域についての詳細な説明は第 4章を参照してください。 

 

・[Wind Direction]   ：計算風向の指定 

  ・[Wind Direction]   ：計算対象風向を設定します。自動的に設定する場合には入力が不要です。 

  ・[Number of sectors] ※2  ：計算したい風向の数を入力します。16 を入力した場合には 16 風向の解析を行います。 

・＜Apply＞    ：入力した数で 360°を分割し、計算対象風向を自動的に[Wind Direction]に表示します。 

  ・＜Clear＞    ：[Wind Direction]リストに設定されている風向をクリアします。 

※2）設定の上限は 36風向までです。（小数点以下 2桁目は四捨五入されます。） 

ユーザーは計算したい風向を 1 つずつ入力することができると同時に、計算したい風向の数を入力することによ

り、自動的に計算風向を設定することもできます。16風向の解析を行いたい場合には[Number of sectors]に 16を

入力し、＜Apply＞を押すだけで、16風向が計算され、自動的に[Wind Direction]リストに表示されます。 

 

 

・[Basic Settings]   ：標高と粗度長に関するデータファイルの指定 

  ・[Basic terrain map] ※3  ：基本標高データファイルを指定します。 

  ・[Detailed terrain map]  ：詳細標高データファイルを指定します（省略可）。 

  ・[Basic roughness map] ※3  ：基本粗度データファイルを指定します。 

  ・[Detailed roughness map]  ：詳細粗度データファイルを指定します（省略可）。 

※3）標高と粗度のデータファイルは、第４章に述べられているデータフォーマットに従ってユーザー自身が作成することが

できると同時に、ツールメニューにあるツール並びに本プログラムに付属しているデータベース（trdb）により作成す

ることもできます。基本標高と基本粗度データファイルを付属データベースから作成する場合にはツールメニューにあ

る [Create Basic Map]を用います。付属データベースは国土地理院発行の 50mメッシュの数値標高データと 100mメッ

シュの土地利用データに基づいて作成したもので、日本全域をカバーしています。一方、詳細標高データファイルはツ

ールメニューにある [Create Map from HGF]または[Create Map from GML]を用いて作成することができます。データ

フォーマットは第 4章を参照してください。  
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・[Mesh Settings]   ：格子間隔の設定 

・[Horizontal]    ：水平方向の格子間隔の設定 

  ・[Minimum horizontal mesh size]※4,5 ：水平方向の最小格子間隔を設定します。 

  ・[Maximum horizontal mesh size]※6 ：水平方向の最大格子間隔を設定します。最小格子間隔の 8倍以内の値を 

 推奨します。 

  ・[Minimum mesh domain size]  ：最小格子間隔範囲を設定します。この範囲の中では最小格子間隔が使用さ 

れます。 

  ・[Horizontal mesh stretching ratio] ：水平方向の格子の伸び率を設定します。1.05～1.2の間の値を推奨します。 

・[Vertical]     ：鉛直方向の格子間隔の設定 

  ・[Minimum Vertical mesh size]  ：鉛直方向の最小格子間隔𝑧𝑚𝑖𝑛を設定します。一般的に 5mが妥当値ですが、 

計算領域内の z0の最大値𝑧0𝑚𝑖𝑛 が 0.5m以上の場合には、鉛直方向の最小格子間 

隔を10𝑧0𝑚𝑖𝑛とします。  𝑧𝑚𝑖𝑛 = 𝑚𝑎𝑥(5,10𝑧0𝑚𝑎𝑥) 

  ・[Vertical mesh stretching ratio]  ：鉛直方向の格子の伸び率を設定します。1.05～1.2の間の値を推奨します。 

 

※4）一般的に、地形の起伏がそれほど激しくない場合には水平方向の最小格子間隔を 25m とするのが妥当ですが、地形が非

常に急峻でかつ起伏の変化が激しい場所においては 10m メッシュを用いることにより、精度が向上されることがありま

す。ただし、水平面の格子間隔を半分にした場合にはメッシュ数が 4倍に増え、計算時間はその分長くなります。 

※5） Meso-scale database projectの[Coast Mesh Settings]ではメソスケール気象モデル解析に用いた格子幅の半分程度の値

を設定します。 

※6）Meso-scale database project の[Coast Mesh Settings]では解析領域全域を同一格子幅に設定するため、[Minimum 

horizontal mesh size]と同じ値を設定します。 

 

・[Flat Roughness Settings] :平坦地形の粗度区分設定 

Design wind speed project（平均風速の割増係数および変動風速の補正係数算定）の場合、平坦地形の粗度区分

を設定します。 

 

 
地表面粗度区分 建設地周辺の地表面の状況 パラメータ α 粗度 Z0 

Ⅰ 海面又は湖面のような殆ど障害物のない地域 0.10 0.0001 

Ⅱ 
田園地帯や草原のような農作物程度の障害物がある

地域、樹木・低層建築物などが散在している地域 
0.15 0.01 

Ⅲ 
樹木・低層建築物などが多数存在する地域、あるい

は中層建築物（4から 9階）が散在している地域 
0.20 0.1 

Ⅳ 中層建築物が主となる市街地 0.27 1.0 
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・＜Save＞    :解析条件をファイルに保存して、ダイアログを閉じます。 

・＜Cancel＞   :解析条件を保存せずに、ダイアログを閉じます。  
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[Options] - [Monitor...] 

流れ場の収束状況をモニターする地点を登録します。デフォルトでは対象領域の中心地点における地上 30m の

高さでの速度成分 u、v、w と圧力 p をモニターします。各速度成分と圧力は入口地点での風速と速度圧により無

次元化されています。 

 

 

 

・[Monitor Position]  

  ・[Height]    ：モニター地点の高さを設定します。 

  ・[Latitude]   ：モニター地点の緯度を設定します。 

  ・[Longitude]   ：モニター地点の経度を設定します。 

  ・[Step]※1    ：モニタリング間隔を設定します。 

 

・＜Default＞      ：[Edit Monitor]ダイアログ上の全ての項目を、デフォルトの値に戻します。 

・＜Save＞       ：設定した値をファイルに保存して、ダイアログを閉じます。 

・＜Cancel＞      ：設定した値を保存せずに、ダイアログを閉じます。 

※１）モニタリング間隔のデフォルト値は 1 となっており、反復計算 1 回ごとに収束状況を画面上に示します。2 を設定した 

場合には反復計算 2回ごとに収束状況を画面上に示すことになります。 
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MASCOTの計算領域 

 

 

 

MASCOT の対象領域は、計算領域として設定した領域の外接円を内接する領域が設定されます（設定した計算領域に対する√2

倍）。 

付加領域及び緩衝領域は、対象領域に対する設定倍率の領域が設定されます。 

 

 

 

  

[Calculation Domain]にて設定した計算領域 

計算領域の外接円 

計算領域の外接円を内接する領域 

 

対象領域 
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[Options]-[Equivalent Roughness...] 

各風向の上流域における等価粗度長を設定します。デフォルトでは入口付近に設けられている緩衝領域内の平均

粗度長を採用しています。緩衝領域内の平均粗度が上流域の等価粗度を代表できない場合にはユーザーにより直接

に設定することが可能です。ただし、プロジェクトタイプが Design wind speedの場合は、平坦地形の粗度区分設

定値が上流域の等価粗度として設定されるため、ユーザーによる設定は出来ません。 

このオプション機能使う前に[Edit]-[Casefile]で計算風向の設定を行う必要があります。計算風向の設定を行う

前に、[Edit]-[Options]-[Equivalent Roughness]を使うと、以下のメッセージが表示されます。 

 

 

 

 

 

・[Roughness Value] 

・[Auto] ：各風向の上流域における等価粗度長に緩衝領域内の平均粗度長を用います。 

・[Manual] ：各風向の上流域における等価粗度長をユーザーが設定します。 
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・[Wind direction] ：[Edit]-[Casefile]で設定した計算風向を表示し、編集したい場合には[Edit]-[Casefile]で 

  行います。ただし、新たに追加した風向については等価粗度を設定する必要があります。 

・[Equivalent roughness] ：計算風向に対応する等価粗度を設定します(小数点以下 4桁まで入力可能)。設定しない 

場合には等価粗度長が 0.0となり解析不能となりますので、必ず正しい粗度値を入力して 

ください。 

 

・＜Default＞ ：等価粗度は非設定となり、デフォルトの状態に戻ります。以下のメッセージが出ます。 

 

・＜OK＞ ：等価粗度は非設定となり、ダイアログを閉じます。 

・＜キャンセル＞ ：[Equivalent Roughness]設定画面に戻ります。 

 

 

・＜Save＞ ：入力した値をファイルに保存して、ダイアログを閉じます。 
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[Equivalent roughness]欄に入力した粗度値が 0 か負の値または空欄の場合、＜Save＞をクリックすると以下のメッージが

表示されます。 

 

 

 

＜ OK ＞をクリックし、正しい粗度値を入力してください。 

 

 

・＜Cancel＞ ：入力した値を保存せずに、ダイアログを閉じます。 
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[Options]-[Site...] 

 

  予測地点または観測地点の位置を登録します。 

 

 

 

 

・[Insert Site]※1 

・[label] ：地点のラベルを設定します。 

・[latitude] ：観測点の緯度を設定します 

・[Deg] ：度を設定します。 

・[Min] ：分を設定します。 

・[Sec] ：秒を設定します。 

・[longitude] ：観測点の経度を設定します。 

・[Deg] ：度を設定します。 

・[Min] ：分を設定します。 

・[Sec] ：秒を設定します。 

 

・＜Default＞ ：入力した値をデフォルトの値に戻します。ここでは入力した値をクリアします。 

・＜Save＞ ：入力した値をファイルに保存して、ダイアログを閉じます。 

・＜Cancel＞ ：入力した値を保存せずに、ダイアログを閉じます。 

 

※１）ラベルは 999点まで登録可能です。 
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[Options]-[Turbulence Model...] 

 

解析に使われる乱流モデルを選択し、モデル定数を設定します。本バージョンでは修正 k − モデルを選択して

も、標準 k − モデルを使用することになります。また、 k l− モデルは未実装です。 

 

 

・[Physical Property] 流れの特性値 

・[Minimum eddy viscosity] ：最小渦粘性を設定します。 

 

・[Turbulence Model] 乱流モデル 

・[Modified k-Epsilon model] ：修正 k − モデル 

  ・[Cmu]   ：渦粘性に関するモデル定数を設定します。 

  ・[C1-Epsilon]   ：  輸送方程式の生産項に関するモデル定数を設定します。 

  ・[C2-Epsilon]   ：  輸送方程式の消散項に関するモデル定数を設定します。 

  ・[TKE Pr]   ： k 輸送方程式の拡散項に関するモデル定数を設定します。 

  ・[TDR Pr]   ：  輸送方程式の拡散項に関するモデル定数を設定します。 

・[ k l−  model] ： k l− モデル（未実装） 

  ・[Cmu]   ：渦粘性に関するモデル定数を設定します。 

  ・[TKE Pr]   ： k 輸送方程式の拡散項に関するモデル定数を設定します。 

  ・[Alpha]   ：乱流長さスケールの診断式に関するモデル定数を設定します。 

 

・＜Default＞ ：入力した値をデフォルト値に戻します。 

・＜Save＞ ：入力した値をファイルに保存して、ダイアログを閉じます。 

・＜Cancel＞ ：入力した値を保存せずに、ダイアログを閉じます。  
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[Options]-[Boundary Treatment...] 

 

実地形の一部を取り出して解析する場合に対象領域の側面と上下流に緩衝領域を設置し、緩衝領域内での地形の

体積を一定とする境界処理手法を採用しました※1。詳しい説明は第 4章 4-2. 境界処理手法を参照してください。 

境界処理手法の中で採用されている緩衝領域や付加領域などの設定並びに対象領域高さの指定を行います。さら

に、流入流出域での圧力勾配がなくなるよう，上下緩衝領域を滑らかに接続する接続領域の設定を行います。 

また、流入風は流入境界の平均地表面粗度に対応した鉛直分布を与える必要があります。 詳しい説明は第 4 章 

4-3. 流入風の設定を参照してください。 

平均風速のべき指数毎の気流解析結果から得られた鉛直分布を内挿し用いる方法[Interpolatio value]か、理論解

から得られた鉛直分布を用いる方法[Theoretical value]を選択します。 

  

 

・[Domain]      ：境界処理 

・[Side buffer zone]   ：側面の緩衝領域が対象領域に対する比率を設定します。 

・[Upwind buffer zone]   ：上流緩衝領域が対象領域に対する比率を設定します。 

・[Downwind buffer zone]   ：下流緩衝領域が対象領域に対する比率を設定します。 

・[Additional domain]   ：付加領域が対象領域に対する比率を設定します。 

・[Minimum buffer zone]   ：緩衝領域の最小幅を設定します。 

・[Minimum additional domain length] ：付加領域の最小長さを設定します。 
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・[Inlet height adjustment]   ：上下緩衝領域を滑らかに接続する接続領域を設定します。 

  ・[Inlet elevation]     ：流入域および流出域での標高値を設定します。 

  ・[Buffer zone slope]     ：対象領域の最大標高に対する勾配率[%]を設定します。 

上流緩衝領域と付加領域、下流緩衝領域と対象領域とを滑らかに接続する接続領域の設定を行います。これは、

従来の緩衝領域内での地形の体積を一定とする境界処理手法では、流入および流出域で圧力勾配が発生していたた

め、対象領域内の流れ場の計算に影響を与えていました。そこで、大型風洞実験のように流入域と流出域で同一の

標高を基点とし、また上流と下流緩衝領域内に接続領域を設けることにしました。接続領域の大きさは、対象領域

内の最大標高に基づき設定されます。 

接続領域の角度は、30 度以下となるようにする必要があります。MASCOT では解析領域内における最大標高値

に対する勾配を指定し、接続領域の距離（底辺距離）が設定されます。 

初期設定では[Inlet height adjustment ]が有効になっています。 

Version5.1以前の設定で解析を行う場合は、[Inlet height adjustment]のチェックを外してください。 

接続領域の説明については、「4-2-5.接続領域」をご参照ください。 

 

・[Calculation Domain Height]  ：[Measurement]および[Meso-scale]プロジェクトの場合は対象領域高さ、 

     [Design wind speed]プロジェクトの場合は解析領域高さを設定します。 

  ・[Default]     ：デフォルトの値を使用する場合はこちらを選びます。 

  ・[Specify height]     ：対象領域高さまたは解析領域高さをユーザーにより指定する場合はこちら

    を選択します。 

・[Height for BFC]   ：境界適合座標を使用する高さを設定します。 

・[Minimum DZ Height]   ：鉛直方向の最小格子間隔が適用される高さを指定します。 

 0を入力した場合は鉛直方向の全格子が伸縮されます。 

 従来通りの解析を行う場合は 0を入力してください。 

【Mesurement data／Meso-scale database プロジェクト】 

対象領域の高さは、対象領域内の最大標高に 1000m を加えた高さが 1500m より高い場合にその高さとし、

1500m より低い場合に 1500m とします。これは、大気境界層の高さが約 1500m にあることを考慮して設定され

た高さです。また風車などの構造物が通常 100m より低いことを考慮し、100m 以下の高さでは境界適合座標を使

用しました。地上から 100m までの鉛直メッシュは場所によらず同じような分布となっていますが、100m より高

い場所ではメッシュ数が標高の高い地点でのメッシュが密に、標高の低い地点でのメッシュが粗になるように設定

されます。 

【Design wind speedプロジェクト】 

解析領域高さについては「2-3-8.解析領域高さの設定」をご参照ください。 

 

・[Inflow Profile]   ：流入風鉛直分布の設定方法を指定します。 

・[Interpolation value]  ：平均風速のべき指数毎の気流解析結果から得られた鉛直分布を内挿し設定します。 

・[Theoretical value]  ：平均風速のべき法則により得られた流入風の鉛直分布を設定します。 

 

・＜Default＞    ：入力した値をデフォルト値に戻します。 

・＜Save＞     ：入力した値をファイルに保存して、ダイアログを閉じます。 

・＜Cancel＞    ：入力した値を保存せずに、ダイアログを閉じます。 

  

※画面赤枠の説明 
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[Options]-[Numerical Solver...] 

  本プログラムで使われている数値解法に関する諸パラメータを設定します。 
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・[Spacial Descritization]  ：空間の離散化 

・[Blending factor]   ：1次精度風上差分近似と高次精度差分近似との割合を設定します。 

・[Scheme-related parameter]   ：差分近似スキームに関連するパラメータを設定します。 

 

※ [Blending factor]を１に設定した場合は高次精度差分近似、0は 1次精度風上差分近似を用います。 

[Scheme-related parameter]を 1.0に設定した場合には直線近似、0.5は QUICKを用います。 

Version5.0eでは、差分スキームに QUICK法を採用しておりましたが、計算領域内に急峻な地形が存在する場合に計算が安定し

にくいことがあるため、本バージョン(Version5.1)から、差分スキームとして 1 次風上差分を用いることを標準仕様としました。1

次風上差分の設定は、離散化スキーム[Special Descritization]の[Blending factor]を 0、[Scheme related parameter]を-1に設定します。

Version5.1以前の設定で解析を行う場合には、[Blending factor]を１、[Scheme-related parameter]を 0.5に設定してください。 

 

 

・[Iterate]     ：反復計算 

・[Maximum iteration number]  ：反復計算の最大回数 

 

・[Convergence Criteria] ：収束基準 

・[Inner Iteration]   ：内部反復 

・[u]  ：x方向速度成分に関する線形代数方程式の収束基準を設定します。 

・[v]  ：y方向速度成分に関する線形代数方程式の収束基準を設定します。 

・[w]  ：z方向速度成分に関する線形代数方程式の収束基準を設定します。 

・[pp]  ：圧力補正量に関する線形代数方程式の収束基準を設定します。 

・[k]  ：乱流エネルギーに関する線形代数方程式の収束基準を設定します。 

・[Epsilon]  ：乱流散逸率に関する線形代数方程式の収束基準を設定します。 

・[Outer Iteration]   ：外部反復 

・[u]  ：x方向速度成分に関する運動方程式の収束基準を設定します。 

・[v]  ：y方向速度成分に関する運動方程式の収束基準を設定します。 

・[w]  ：z方向速度成分に関する運動方程式の収束基準を設定します。 

・[pp]  ：連続方程式の収束基準を設定します。 

・[k]  ：乱流エネルギーに関する輸送方程式の収束基準を設定します。 

・[Epsilon]  ：乱流散逸率に関する輸送方程式の収束基準を設定します。 

・[Limit of convergence relaxation] ：収束緩和の制限値（デフォルト値：0.01）を設定します。 

  

※画面青枠の説明 



第 3章  

 3-31 

 

外部反復の収束基準に設定されている値は 30 万格子のケースに合わせて設定したもので、格子数が 30 万を超える場

合には収束基準が自動的に緩和されます。例えば、300 万の格子を用いた解析の場合には収束基準が自動的に設定さ

れている値の 10倍になります。これにより 1格子点あたりの収束基準が総格子数に依存せず一定となります。 

 

外部反復の収束基準は 30万格子のケースに合わせて設定しており、30万を超えるケースの場合、格子数に応じて基準

が緩和されます。従来は収束緩和の制限が無かった為、格子数によっては過剰緩和となり、未収束のまま解析が終了

する場合がありました。 

本バージョンでは収束緩和に制限値を設け、過剰緩和を避ける機能を実装しました。 

 

[収束緩和を制限する式] 

“Outer iteration XX” = min( “Outer iteration XX”, “Limit of convergence relaxation” ) 

※XX：u, v, w, m, k, Epsilon 

本パラメータを設定することで緩和を制限することができます。 

 

表 3-3-1 制限値の参考表 

デフォルト値（10倍の緩和） 0.01（300万格子の収束条件） 

従来通りの解析を行う場合 0.0（制限しない） 

5倍の緩和とする場合 0.005 

 

解析の結果、未収束であると判断される場合には、制限値を下げての追加計算が必要です。 

 

 

 

  

未収束 

収束した 

Convergence 

ほぼ水平 

※画面赤枠の説明 
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・[Solver For Linear Equation] ：線形方程式の反復回数 

・[Number Of Maximum Iteration] 

・[u]  ：x方向速度成分に関する線形代数方程式の最大反復回数を設定します。 

・[v]  ：y方向速度成分に関する線形代数方程式の最大反復回数を設定します。 

・[w]  ：z方向速度成分に関する線形代数方程式の最大反復回数を設定します。 

・[pp]  ：圧力に関する線形代数方程式の最大反復回数を設定します。 

・[k]  ：乱流エネルギーに関する線形代数方程式の最大反復回数を設定します。 

・[Epsilon]  ：乱流散逸率に関する線形代数方程式の最大反復回数を設定します。 

・[SIP Parameter]   ：SIP法（Strong Implicit Procedure）に関するパラメータ 

・[alpha]  ：緩和係数を設定します。 

・[RCM Parameter]  ：残差切除法（Residual Cutting Method）に関するパラメータ 

・[L]  ：修正量の次数を設定します。 

・[N]  ：反復計算の回数を設定します。 

 

[Relaxation Parameter]  ：緩和係数 

・[u]  ：x方向速度成分の緩和係数を設定します。 

・[v]  ：y方向速度成分の緩和係数を設定します。 

・[w]  ：z方向速度成分の緩和係数を設定します。 

・[pp]  ：圧力の緩和係数を設定します。 

・[k]  ：乱流エネルギーの緩和係数を設定します。 

・[Epsilon]  ：エネルギー散逸の緩和係数を設定します。 

デフォルトで設定されている緩和係数は数値解析の理論により導かれた最適値で、早い収束を与えますが、地形

が極めて急峻の場合には緩和係数を小さく設定しないと、計算が発散することもあります。一般に緩和係数を大き

くしますと、収束が早くなりますが、発散する確率が高くなります。一方、緩和係数を小さくしますと、発散する

確率が低くなりますが、収束が遅くなります。 

 

・＜Default＞    ：入力した値をデフォルト値に戻します。 

・＜Save＞    ：入力した値をファイルに保存して、ダイアログを閉じます。 

・＜Cancel＞    ：入力した値を保存せずに、ダイアログを閉じます。 
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3-3-3. [Run]メニュー 

 

計算の実行に関するメニューです。 

 

 

 

[Start] 

計算実行を新規で行ないます。本メニューを実行すると、既存の計算結果は破棄されます。 

・「Measurement data」プロジェクトタイプ 

  ・[All]    ：本メニューのみが選択可能です。 

・「Meso-scale database」プロジェクトタイプ 

  ・[All]    ：[Fine Grid]、[Coast Grid]の計算実行を連続して行ないます。 

  ・[Fine Grid]   ：[Fine Grid]のみ計算実行を行ないます。 

  ・[Coast Grid]   ：[Coast Grid]のみ計算実行を行ないます。 

・「Design wind speed」プロジェクトタイプ 

  ・[All]    ：本メニューのみが選択可能です。 

 

[Restart] 

計算を再実行します。既存の計算結果のうち、発散また未収束の風向についてのみ追加計算を行います。例え

ば、反復計算回数を 500 回に設定し一度計算実行したプロジェクトで、本メニューを実行すると未収束の風向に

ついて 501 回から追加計算が行なわれます。通算反復計算回数が 1000 回までに収束に達しない場合は未収束と

して計算終了します。 

 

[Stop] 

計算を中止します。ただし、計算が終了した風向（収束、未収束は問いません）や、再計算が実行されていな

い風向についての計算結果は破棄されません。 

 

  計算中は左側のダイアログが表示され、計算が正常終了しますと右側のメッセージが表示されます。 
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3-3-4. [View]メニュー 

 

ビュー（子ウィンドウ）の表示に関するメニューです。 

・「Measurement data」プロジェクトタイプ 

  ・[Fine Grid]   ：本メニューのみが選択可能です。 

・「Meso-scale database」プロジェクトタイプ 

  ・[Fine Grid]   ：[Edit]-[case file]で設定した細かい地形の Viewを表示します。 

  ・[Coast Grid]   ：[Edit]-[case file]で設定した粗い地形の Viewを表示します。 

・「Design wind speed」プロジェクトタイプ 

  ・[Real Grid]   ：[Edit]-[case file]で設定した実地形の Viewを表示します。 

  ・[Flat Grid]   ：[Edit]-[case file]で設定した平坦地形の Viewを表示します。 

 

 

 

[Terrain Map...]  

  標高と地表面粗度を表示するビューを開きます。 

 

  色の変更などは、[Terrain Map]-[Property]メニュー選択により開かれる、[Terrain Map Property]ダイアログで行います。 

  

メッシュ数の表示 

ここは付加領域や緩衝
領域を含んだ全計算領
域の、X×Y×Z の格子
数が表示されます。 

粗度レベル 

凡例表示バー 
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[Convergence...]  

  解析の収束状況を表示するビューを開きます。 

 

 

表示範囲や色の変更などは、[Convergence]-[Property]メニュー選択により開かれる、[Convergence Property]

ダイアログで行います。 

 

・[u] ：x方向速度成分に関する運動方程式の収束状況を示します。 

・[v] ：y方向速度成分に関する運動方程式の収束状況を示します。 

・[w] ：z方向速度成分に関する運動方程式の収束状況を示します。 

・[m] ：連続方程式の収束状況を示します。 
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[Monitor...]  

[Edit]-[Monitor]メニューで指定した地点での解析値をモニターするビューを開きます。 

 

 

表示範囲や色の変更などは、[Monitor]-[Property]メニュー選択により開かれる、[Monitor Property]ダイア

ログで行います。 

 

 

・[u] ：x方向速度成分に関する運動方程式の収束状況を示します。 

・[v] ：y方向速度成分に関する運動方程式の収束状況を示します。 

・[w] ：z方向速度成分に関する運動方程式の収束状況を示します。 

・[p] ：圧力の収束状況を示します。 

 

[Monitor]メニューで指定した地点の速度精度と圧力の値を示します。収束した場合はすべての量が一定とな

ります。従って、この図から収束の度合いを判断することができます。 
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[Wind Direction...]  

現在計算中の風向、収束・発散した風向を表示するビューを開きます。 

 

 

 

   表示色と解析状況の関係 

表示色 解析状況 メッセージ 

緑 計算中 Calculating... 

青 収束して終了 It converges and ends. 

黄 収束せずに終了 It ends without converging. 

赤 発散 It emitted. 

 

 

 

  

発散(赤色)また収束していない(黄色)場合に警告メ

ッセージが表示されます。 
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[Status...]  

現在計算中の収束状況を数値で表示するビューを開きます。 

 

 

・[u] ：x方向速度成分に関する運動方程式の収束状況を示します。 

・[v] ：y方向速度成分に関する運動方程式の収束状況を示します。 

・[w] ：z方向速度成分に関する運動方程式の収束状況を示します。 

・[m] ：連続方程式の収束状況を示します。 

・[tke] ：乱流エネルギー。乱流モデルの方程式の収束状況を示します。 

・[ted] ：乱流散逸。乱流モデルの方程式の収束状況を示します。 

 

 

[Log Convergence…]  

計算結果のログを表示するビューを開きます。 

[view]-[Fine Grid]-[Log Convergence…] 
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[Result...] 

計算結果の可視化ビューを開きます。 

 

 

  描画変数の変更等、詳細な設定は[Result Property]ダイアログで行います（3-3-8. 参照） 

 （[Result]-[Property]メニュー（又は   ）で表示） 

 

  

コンターレベル 

凡例表示バー 

コンター間隔 
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[Log …]  

計算結果のログを表示するビューを開きます。 

 

 

[Log Position...] 

参照点の位置などを表示するビューを開きます。 

 

 

[Toolbar...] 

ツールバーの表示／非表示を行います。 

 

[Status Bar...] 

ステータスバーの表示／非表示を行います。 
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3-3-5. [Terrain Map]メニュー 

標高と地表面粗度を表示するビューを開きます。 

[View]-[Find Grid]-[Terrain Map]又は[View]-[Coast Grid]-[Terrain Map]の[Terrain Map]ビューでの、図のズー

ム・縮小など、ビューの操作に関するメニューです。 

 

 

[Zoom]  

ズーム処理を開始／終了します。 

 

ズーム処理を開始すると、マウスをドラッグすることによりラバーバンドが表示されます。 

マウスをドラッグする方向により、拡大／縮小が変わります。 

 

 

拡大（ドラッグ方向：左上→右下） 

ラバーバンドで囲まれた範囲を拡大表示します。 

 

 

  

ド
ラ
ッ
グ
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縮小（ドラッグ方向：右下→左上） 

[Zoom Out]と同様の縮小処理を行います。 

 

 

[Zoom In] 

ビューに表示されているイメージを拡大します。（拡大率 1.2倍） 

 

[Zoom Out] 

ビューに表示されているイメージを縮小します。（縮小率 1.2倍） 

 

[Reset] 

ビューに表示されているイメージを再描画します。拡大表示している場合は、初期表示状態にします。 

 

[Centering] 

ビューに表示されているイメージを、マウスで指定した点が中心になるように移動します。 

 

[Clipboard Copy] 

ビューに表示されているイメージを、クリップボードにコピーします。 

 

[Image Out] 

ビューに表示されているイメージを、画像データ（形式：bmp/emf）として保存します。 

 

[Show]-[Elevation Contour] 

標高線の表示／非表示を切り替えます。 

 

[Show]-[Roughness] 

粗度分布の表示／非表示を切り替えます。 

 

[Show]-[Mesh] 

格子の表示／非表示を切り替えます。  

ド
ラ
ッ
グ
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[Show]-[Maker] 

計算点、観測点などのマーカーの表示／非表示を切り替えます。 

 

[Show]-[Note] 

凡例の表示／非表示を切り替えます。 

 

[Property] 

[Terrain Map]ビューに表示されている図の項目や範囲、色などを変更するダイアログを開きます。 

 

[Item] タブ 

 

 

 

・[Show Object] 

・[Elevation] ：標高線の表示／非表示を切り替えます。 

・[Roughness] ：粗度分布の表示／非表示を切り替えます。 

・[Mesh] ：メッシュの表示／非表示を切り替えます。 

・[Marker] ：計算点、観測点などのマーカーの表示／非表示を切り替えます。 

 

・[Image Out Attribute] 

・[Resolution (dpi)] ：イメージ出力時の解像度を指定します。 
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[Attribute] タブ 

 

 

 

・[Roughness Contour]    ：粗度コンター 

・  ：青から赤までの 5色で、粗度レベルを表示する場合に選択します。 

・  ：白から灰の 5階調で、粗度レベルを表示する場合に選択します。 

・[Show cell mode]          ：粗度分布を格子で表示するか、コンターによって区分けされた等値領域を塗り

つぶし表示するかを選択します。 

コンター表示では滑らかな境界となりますが描画に時間が掛かる場合がありま

す。コンター表示の場合はチェックをはずします。 

 

・[Elevation Contour]    ：標高コンター 

・[Interval]  ：コンター間隔 

・[Default (10m interval)]    ：デフォルトの設定です。10m間隔で標高線を描画します。 

・[Specification of an interval]   ：標高線の間隔を指定して描画する場合に選択します。 

・[Range]    ：描画する標高線の標高範囲を指定する場合に選択します。 

  ・[Minimum]     ：描画するコンター線の最小値を設定します。 

  ・[Maximum]     ：描画するコンター線の最大値を設定します。 

  ・[Interval]※1     ：描画するコンター線の間隔を設定します。 

・[Lines]   ：標高線の線色を指定します。 

＜Select＞を押して、色を選択することによって、色の変更が行えます。 

・[Width]   ：標高線の太さを設定します（整数）。 

1以下を設定すると標高線が非表示となります。 

※1）分割数が 20ランク以上となると、描画に時間が掛かります。 
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・[Mesh Attribute]   ：格子（メッシュ）属性 

・[Lines] ：メッシュの線色を指定します。 

 ＜Select＞を押して、色を選択することによって、色の変更が行えます。 

・[Width] ：メッシュの線の太さを設定します（整数）。 

 1以下を設定するとメッシュが非表示となります。 

 

・[Site Marker]   ：計算点、観測点などのマーカーの色とサイズの設定 

・[Monitor] ：[Edit]-[Option]-[Monitor]メニューで登録したモニター地点 

  ・[Select]   ：モニター点を表示するマーカーの色を指定します。 

 ＜Select＞を押して、色を選択することによって、色の変更が行えます。 

・[Site] ：[Edit]-[Option]-[Site]メニューで登録した風車または観測地点 

  ・[Select]   ：風車または観測地点を表示するマーカーの色を指定します。 

 ＜Select＞を押して、色を選択することによって、色の変更が行えます。 

  ・[Size]   ：サイトマーカーのサイズを設定します。 

  ・[Specify edge color]   ：サイトマーカーの端色が表示／非表示を切り替えます。 

 ＜Select＞を押して、色を選択することによって、色の変更が行えます。 

 

・[Minimum Mesh Domain Size]：最小格子間隔範囲。この範囲の中では最小格子間隔が使用されます。 

・[Lines] ：最小格子間隔範囲を示す円の線色を指定します。 

 ＜Select＞を押して、色を選択することによって、色の変更が行えます。 

・[Width] ：最小格子間隔範囲を示す円の線の太さを設定します（整数）。 

 1以下を設定すると最小格子間隔範囲を示す円が非表示となります。 

 

・＜OK＞ ：設定した内容をビューに反映させて、ダイアログを閉じます。 

・＜Cancel＞ ：設定した内容をビューに反映させずに、ダイアログを閉じます。 

・＜Apply＞ ：設定した内容をビューに反映させます。 
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3-3-6. [Convergence]メニュー 

[Convergence]ビューでの、表示内容の変更や、作図イメージの出力に関するメニューです。 

 

 

 

 

 

 

 [Property]    

  [Convergence]ビューに表示されている図の項目や範囲、色などを変更するダイアログを開きます。 
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・[Line Attribute] 

・[Show] ：対象項目線の表示／非表示を切り替えます。 

・[Select] ：対象項目線の線色を指定します。 

 ＜Select＞を押して、色を選択することによって、色の変更が行えます。 

・[Width] ：対象項目線の太さを設定します（整数）。 

 

・[Scale Attribute] 

・[x] ：x軸の表示範囲を指定します。[Auto]を選択すると、自動的に表示範囲が設定されます。 

・[y] ：y軸の表示範囲を指定します。[Auto]を選択すると、自動的に表示範囲が設定されます。 

 

・[Image Out Attribute] 

・[Resolution (dpi)] ：イメージ出力時の解像度を指定します。 

 

・＜OK＞ ：設定した内容をビューに反映させて、ダイアログを閉じます。 

・＜Cancel＞ ：設定した内容をビューに反映させずに、ダイアログを閉じます。 
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3-3-7. [Monitor]メニュー 

[Monitor]ビューでの、表示内容の変更や、作図イメージの出力に関するメニューです。 

 

 

 

 

 

 

[Property]    

  [Monitor]ビューに表示されている図の項目や範囲、色などを変更するダイアログを開きます。 
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・[Line Attribute] 

・[Show] ：対象項目線の表示／非表示を切り替えます。 

・[Select] ：対象項目線の線色を指定します。 

 ＜Select＞を押して、色を選択することによって、色の変更が行えます。 

・[Width] ：対象項目線の太さを設定します（整数）。 

 

・[Scale Attribute] 

・[x] ：x軸の表示範囲を指定します。[Auto]を選択すると、自動的に表示範囲が設定されます。 

・[y] ：y軸の表示範囲を指定します。[Auto]を選択すると、自動的に表示範囲が設定されます。 

 

・[Image Out Attribute] 

・[Resolution (dpi)] ：イメージ出力時の解像度を指定します。 

 

・＜OK＞ ：設定した内容をビューに反映させて、ダイアログを閉じます。 

・＜Cancel＞ ：設定した内容をビューに反映させずに、ダイアログを閉じます。 
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3-3-8. [Result]メニュー 

[Result]ビューでの、図のズーム・縮小など、ビューの操作に関するメニューです。 
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 [Property]    

  [Result]ビューに表示されている図の項目や範囲、色などを変更するダイアログを開きます。 

 

[Fine Grid]   

細かいメッシュを表示するプロパティ 

 

[Item] 

 

 

・[Show Object] 

・[Wind Speed Vector] ：風速ベクトルの表示／非表示を切り替えます。 

・[Variable Contour] ：選択した項目の値の、コンター線の表示／非表示を切り替えます。 

・[Mesh] ：メッシュの表示／非表示を切り替えます。 

・[Marker] ：計算点、観測点などのマーカーの表示／非表示を切り替えます。 

・[Elevation Contour] ：標高線の表示／非表示を切り替えます。（k-section選択時のみ有効） 

・[Domain] ：計算領域線の表示／非表示を切り替えます。（k-section選択時のみ有効） 

 

・[Image Out Attribute] 

・[Resolution (dpi)] ：イメージ出力時の解像度を指定します。 

 

・[Wind Direction]  ：可視する風向を指定します。 
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・[Select Section]  ：セクションを選択します。 

・[Variable] 

  iセクション ：計算中心からの距離(m), 

  jセクション ：計算中心からの距離(m), 

  kセクション ：地表面座標からの高さ(m) 

 

[Attribute] 

 

 

・[Wind Speed Vector]  ：ベクトル表示の設定 

・[Scale] ：ベクトルの表示スケールを指定します。 

・[Interval] ：ベクトルの表示間隔を設定します。 

・[Lines] ：ベクトルの線色を指定します。 

 ＜Select＞を押して、色を選択することによって、色の変更が行えます。 

・[Width] ：ベクトルの線の太さを設定します（整数）。 

 

1以下を設定するとベクトルが非表示となります。 
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・[Variable Contour]  ：コンター表示の設定 

・[Variable]     ：計算結果の表示項目をドロップダウンメニュから選択します。 

 

Mascot_ Basicの計算結果は以下の 7項目がメニューに表示されます※１）。 

 ・[velocity u]   ：速度の流れ方向成分（u） 

 ・[velocity v]   ：速度の直角方向成分（v） 

 ・[velocity w]   ：速度の鉛直方向成分（w） 

 ・[pressure p]   ：圧力成分（p） 

 ・[k ]    ：乱流エネルギー成分（k） 

 ・[epsilon ]   ：乱流散逸（ε） 

 ・[Elevation Contour] ：標高コンター 

 

・[Interval] 

・[Auto]    ：コンター線の表示範囲や間隔を自動で設定します。 

・[Maximum number of contour]※1  ：コンター線の表示間隔を指定して描画する場合に選択します。 

・[Range]    ：描画するコンター線の表示範囲を指定する場合に選択します。 

・[Minimum]    ：描画するコンター線の最小値を設定します。 

・[Maximum]     ：描画するコンター線の最大値を設定します。 

・[Interval] ※1     ：描画するコンター線の間隔を設定します。 

 

・[Property]      ：項目値の表示方法を選択します。（塗り潰し／線／塗り潰し＋線） 

・[Cell]       ：解析格子セル毎に設定されたランク色で表示します。 

・[Flood]※1 ：コンターによって区分けされた等値領域を設定されたランク色で表示 

します。 

・[Line]    ：コンターを表示します。 

・[Both Flood & Line]    ：コンターと区分けされた等値領域を設定されたランク色で表示します。 

 

・[Flood]      ：ランク色を青から赤、または白から黒のグラデーションから選択します。 

・[Number of thinnings]    ：[Cell]指定時の間引き数を指定します。 

・[Lines]    ：項目値のコンター色を指定します。 

・＜Select＞      ：色を選択することによって、色の変更が行えます。 

・[Width]       ：コンター線の太さを設定します（整数）。1以下を設定すると 

  非表示となります。 

 

・[Minimum Mesh Domain Size]：最小格子間隔範囲。この範囲の中では最小格子間隔が使用されます。 

・[Line]       ：最小格子間隔範囲を示す円の線色を指定します。 

     ＜Select＞を押して、色を選択することによって、色の変更が行えます。 

・[Width]       ：最小格子間隔範囲を示す円の線の太さを設定します（整数）。 

1以下を設定すると最小格子間隔範囲を示す円が非表示となります。 
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・[Elevation Contour]  ：標高コンター表示の設定 

・[Interval] 

・[Default (10m interval)]   ：デフォルトの設定です。0m基準から 10m間隔で標高線を描画します。 

・[Specification of an interval]  ：標高線の間隔を 0m基準から指定して描画する場合に選択します。 

・[Range]   ：描画する標高線の標高範囲を指定する場合に選択します。 

・[Minimum]  ：描画するコンター線の最小値を設定します。 

・[Maximum]  ：描画するコンター線の最大値を設定します。 

・[Interval] ※1  ：描画するコンター線の間隔を設定します。 

 

・[Lines]   ：標高線の線色を指定します。 

    ＜Select＞を押して、色を選択することによって、色の変更が行えます。 

・[Width]   ：標高線の太さを設定します（整数）。 

    1以下を設定すると標高線を非表示となります。 

 

※1）[Flood]を選択し、コンター間隔を設定する場合は、分割数が 20ランク以下となるようにしてください。 

分割数が 20ランク以上となると、描画に時間がかかります。 

 

・[Mesh Attribute]  ：メッシュ表示の設定 

・[Lines] ：メッシュの線色を指定します。 

 ＜Select＞を押して、色を選択することによって、色の変更が行えます。 

・[Width] ：メッシュの線の太さを設定します（整数）。 

 1以下を設定するとメッシュを非表示となります。 

 

・[Domain Attribute]  ：計算領域表示の設定 

・[Analytical domain boundary] ：解析対象領域 

・[Select]   ：解析対象領域の線色を指定します。 

    ＜Select＞を押して、色を選択することによって、色の変更が行えます。 

・[Width]   ：解析対象領域の線の太さを設定します（整数）。 

    1以下を設定すると解析対象領域を非表示となります。 

・[Other domain boundaries]  ：付加領域 

・[Select]   ：付加領域の線色を指定します。 

    ＜Select＞を押して、色を選択することによって、色の変更が行えます。 

・[Width]   ：付加領域の線の太さを設定します（整数）。 

 1以下を設定すると付加領域が非表示となります。 

 

・[Site Marker]   ：計算点、観測点などのマーカーの色とサイズの設定 

・[Monitor]     ：[Edit]-[Option]-[Monitor]メニューで登録したモニター地点 

・[Select]   ：モニター点を表示するマーカーの色を指定します。 

    ＜Select＞を押して、色を選択することによって、色の変更が行えます。 

・[Site]       ：[Edit]-[Option]-[Site]メニューで登録した風車または観測地点 

・[Select]   ：風車または観測地点を表示するマーカーの色を指定します。 
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   ＜Select＞を押して、色を選択することによって、色の変更が行えます。 

・[Size] ：モニター点と風車または観測地点を表示するマーカーのサイズを設定します。 

・[Specify edge color] ：計算点、観測点などのマーカーの端色が表示／非表示を切り替えます。 

  ＜Select＞を押して、色を選択することによって、色の変更が行えます。 

  

 

・＜OK＞ ：設定した内容をビューに反映させて、ダイアログを閉じます。 

・＜Cancel＞ ：設定した内容をビューに反映させずに、ダイアログを閉じます。 

・＜Apply＞ ：設定した内容をビューに反映させます。 

 

 

※ 1：プロジェクトタイプが「Design wind speed」時の計算結果は以下の 16項目がメニューに表示されます。 

    （詳しい説明は第 5章 5-2-3を参照してください） 

・[velocity u]   ：速度の流れ方向成分（u） 

 ・[velocity v]   ：速度の直角方向成分（v） 

 ・[velocity w]   ：速度の鉛直方向成分（w） 

 ・[pressure p]   ：圧力成分（p） 

 ・[k ]    ：乱流エネルギー成分（k） 

 ・[epsilon ]   ：乱流散逸（ε） 

・[speed]    ：水平風速 

・[phi]    ：偏角 （°） 

・[theta]    ：吹上角度 （°） 

 ・[sigma u] ：標準偏差 u  

 ・[sigma v] ：標準偏差 v  

 ・[sigma w] ：標準偏差 w  

 ・[Iu] ：乱れの強さ uI （%） 

 ・[Iv] ：乱れの強さ vI （%） 

 ・[Iw] ：乱れの強さ wI （%） 

 ・[Elevation Contour] ：標高コンター 
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3-3-9. [Tool]メニュー 

MASCOT拡張ツールの起動に関するメニューです。 

 

 

[Create Basic Map...] 

標高と粗度のデータファイルの作成ツールを起動します。 

MASCOT Basicによる計算を行なうためには、地形のデータと地表面粗度のデータが必要です。第 4章で示

したように設定した領域の外側に上流領域、緩衝領域等を設定するため、計算領域の東西距離[West-East 

Domain Size]を x、南北距離[North-South Domain Size]を yとしたとき、計算中心[Centre Latitude] [Centre 

longitude]を中心として式(3-2)で計算される半径(r)の円を含む広い領域の地形データと地表面粗度が必要とな

ります。この広い地形データを基本標高地図(Basic Terrain Map)、地表面粗度データを「基本粗度地図(Basic 

Roughness Map)」と呼びます。詳しい説明は第 5章 5-1を参照してください。 

( )2 25.0r x y=  +  （3-2） 

※式中の“5.0”は計算領域を満たすための係数です。 

 

 

 

・[Centre latitude] ：解析中心緯度を設定します。 

・[Centre longitude] ：解析中心経度を設定します。 

・[West-East domain size] ：東西方向の対象領域サイズを設定します。 

・[North-South domain size] ：南北方向の対象領域サイズを設定します。 
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・[Coefficient to multiply the calculation domain] ：接続領域を含んだ計算領域を満たすための係数を設定します。 

[Get the coefficient from the calculation conditions] ：計算条件から係数を取得します。 

[Specify by yourself] ：任意指定 

・[Database directory] ：標高と土地利用データベースを格納されているディレクトリを選択します。 

・[Resolution terrain] ：標高データの解像度※1 

・[Resolution roughness] ：土地利用データの解像度※1、※2 

・[Roughness table] ：粗度長変換テーブルを編集する場合は、＜Edit…＞を押して編集します。 

・[Terrain map file name] ：標高データの保存先ファイル名を指定します。 

・[Roughness map file name] ：粗度データの保存先ファイル名を指定します。 

 

※1）「Meso-scale database」プロジェクトの[Coast Grid]には地域気象解析を行った際の解像度を選択します。通常は 1km の解像度

を用い、それ以外のプロジェクトタイプおよび格子設定には 50m（土地利用データは 100m）を用います。 

 

※2）標高データの解像度に 50m を選択した場合は土地利用データの解像度は 100m となり、標高データの解像度に 1km を選択した

場合は土地利用データの解像度も 1kmとなります。 
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[Edit Roughness Table...] 

  地表面の土地利用区分を粗度長に変換する値を編集します。 

 

 

粗度変換係数区分 

区分 説明 
粗度長(m) 

(デフォルト値) 

Rice field (Tanbo) 田 湿田、乾田、沼田、蓮田 0.03 

Field 畑 麦、陸稲、野菜、牧草等の栽培地 0.1 

Orchard 果樹園 りんご、梨、桃、ぶどう等の栽培地 0.2 

Other wood field その他の樹木畑 桑、茶等の栽培地、苗木畑 0.1 

Forests 森林 高さ 2m以上の多年生植物の密生地 0.8 

Wasteland 荒地 篠地、雑草地、裸地、崖、岩、湿地等 0.03 

High buildings 建物用地[A] 建物密集地、工場、学校、高層建物 1.0 

Low buildings 建物用地[B] 独立建物（小）、民家等 0.4 

Transportation area 幹線交通用地 道路、インターチェンジ、鉄道、操車場等 0.1 

Other area その他の用地 空き地、ゴルフ場、空港、運動場 0.03 

Lakes and ponds 湖沼 自然湖、人造湖、池、養魚場 0.0002 

River [A] 河川敷[A] 河川区域の河川敷、人工利用地は含まない 0.001 

River [B] 河川敷[B] 河川敷内の人工利用地 0.001 

Beach 海浜 海岸に接する砂、れき、岩の区域 0.03 

Sea 海水域 隠顕岩、干潟を含む海水域 0.0002 
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[Create Map from HGF...] 

詳細な標高と粗度のデータファイル作成ツールを起動します。 

風車や観測点近傍では基本標高地図に比べてさらに細かい解像度の地図を使うことができます。この細かい解

像度の地図を「詳細標高地図(Detailed Terrain Map)」と呼びます。MASCOT Basicがメッシュを生成する際に

は基本標高地図と詳細標高地図の両方を参照し、詳細標高地図がある場所は詳細標高地図のデータを用い、基本

標高地図のデータのみがある領域では基本標高地図のデータを用います。このため、基本標高地図と異なり、詳

細標高地図の大きさには制限はありません。 

また、詳細標高地図と同様に、風車や観測地点近傍で、より細かい地表面粗度のデータを用いることができま

す。この地図を「詳細粗度地図(Detailed Roughness Map)」と呼びます。 

MASCOT Basicの[Tool]-[Create Map from HGF]メニューを用いて詳細標高地図および詳細粗度地図を作成す

るには北海道地図株式会社の発行する 10m メッシュ DEM を購入する必要があります。詳細は 5-1-5 節を参照し

てください。 

 

 

 

・[Create detailed terrain Map from HGF] ：地図の左下(南西)隅の経度 

・[South-West latitude]   ：地図の左下（南西）隅の緯度を設定します。 

・[South-West longitude]   ：地図の左下（南西）隅の経度を設定します。 

・[North-East latitude]   ：地図の右上（北東）隅の緯度を設定します。 

・[North-East longitude]   ：地図の右上（北東）隅の経度を設定します。 

・[Hgf data directory]   ：10mメッシュの数値標高データを格納されているディレクトリを選択します。 

・[Detailed terrain map file name] ：詳細な標高と粗度のデータファイルの保存先ファイル名を指定します。 

 

  

詳細標高と粗度データファイルの作

成範囲の設定 
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[Smoothing Tool...] 

急峻地形をスムージングする計算ツールを起動します。 

地形をスムージングすることは、急峻地形の解析発散を解消するための、有効な手法の一つです。 

本ソフトに搭載するスムージングツールは、以下の式に基づき、各格子点についてスムージングをします。 

 

Φi,j  =  （1－λ） Φi,j ＋ 0.25λ（Φi+1,j  ＋ Φi,j+1  ＋ Φi-1,j  ＋ Φi,j-1 ） （3-1） 

λ： スムージング対象とする勾配閾値（デフォルト： λ = 0.5） 

 設定した閾値より大きい角度はスムージングの対象になります。 

i,j： 格子番号 

対象格子点の値は周り 4格子点より計算します。 

 

 

[Smoothing] ： 地形のスムージング 

(1)[Input file]   ：スムージング前のファイルを設定します。 

[Path]     ：ファイル所在フォルダを指定します。 

[Filename]    ：ファイル名を指定します。 

(2)[Output file]   ：スムージング後のファイルを設定します。 

[Path]     ：ファイル所在フォルダを指定します。 

[Filename]    ：ファイル名を指定します。 

 

(3)[Threshold degree]    ：スムージング対象とする勾配角度閾値（設定値以上対象）を設定します。 

(4)[Detail]    ：詳細設定を行います。 

(1) 

(2) 

(3) (4) 

(5) (6) 
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① Rambda：係数 λ 

② Use the limit number of convergence：収束回数による停止の使用／非使用を選択しま

す。 

③ limit number ：停止させる収束回数（設定回数実行後に停止） 

④ Use the limit number of smoothing object inclination：スムージング対象勾配数による

停止の使用／非使用を選択します。 

⑤ limit number ：停止させるスムージング対象勾配数（設定値以下で停止） 

⑥ ＜OK> 係数の設定値を保存します。 

⑦ 詳細設定を中止し、前の画面に戻ります。 

 

(5)[Start] ：計算スタート 

(6)[Stop] ：計算ストップ 

 

[Create Map from GML...] 

国土地理院から提供されている基盤地図情報数値標高モデルデータ(JPGIS GML 形式)を MASCOT 解析に使用

する mmp 形式に変換します。JPGIS GML 形式は世界測地系ですので、座標は世界測地系で入力してください。

変換された標高データは、2 次メッシュ単位の日本測地系として作成されます（不足部分は欠測値が入ります※1）。 

第 4 章で示すように設定した領域の外側に上流領域、緩衝領域等を設定するため、計算領域の東西距離[West-

East Domain Size]をx、南北距離[North-South Domain Size]をyとしたとき、計算中心[Centre Latitude] [Centre 

longitude]を中心として式(3-2)で計算される半径(r)の円を含む基盤地図情報数値標高モデルデータ※2 が必要となり

ます。 

 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ ⑦ 
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＜Get from [gml2mmp.min]＞ ：以前の設定情報を取り込む場合に押下します。 

・[Centre latitude] ：解析中心緯度を設定します。 

・[Centre longitude] ：解析中心経度を設定します。 

・[West-East domain size] ：東西方向の対象領域サイズを設定します。 

・[North-South domain size] ：南北方向の対象領域サイズを設定します。 

・[Database directory] ：基盤地図情報数値標高モデルデータが格納されているディレクトリを選択します。 

・[Terrain map file name] ：標高データの保存先ファイル名を指定します。 

 

※1）指定した計算領域に対し、基盤地図情報数値標高モデルデータの範囲が不足している場合、以下のメッセージが

表示され、エラーとなります。 

 

 

※2）x2,000×y2,000の領域で計算する場合に必要な範囲です。 

( )2 25.0r x y=  +  （3-3） 
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① 計算領域範囲 

② 𝑟 = √5.0 × (2,0002 + 2,0002) 

③ 基盤地図情報数値標高モデルデータ 

④ 作成される標高データ範囲（2次メッシュ単位） 

  

 

x 

      y  
①

②

③ ④
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[Clean Project Folder...] 

 

MASCOT Basicでは[Restart]を行なった際に、未収束の結果ファイルを保存したまま追加計算を行なうため、

最終的に使用する収束した計算結果以外も保存されます。本メニューにより収束した計算結果以外のファイルの

削除を行います。 

 

 

 

 

[Clean Log...] 

MASCOT Basicでは計算実行や作図などのログがプロジェクトを作成した直後から全て保存されています。既

存のプロジェクトの解析条件等を変更し始めから再計算を行なう場合などは、本メニューより以前のログを削除

した後、再設定→計算を行ないます。 
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[Command Prompt...] 

Command Prompt は MASCOT Utilityにあるキャラクタ・ユーザー・インターフェース(CUI)ベースのプログ

ラム群を起動し、MASCOT Basicの解析結果から対象領域内の風況及び発電量を求めます。 

 

 

[Utility ...] 

 

 

MASCOT Basicの解析結果から対象領域内の風況及び発電量を求めるための設定ファイル※1を編集します。 

※Utilityはサービスプログラムであり、開発は Version3 で終了しております。 

 今後のアップデートにおいても対応予定はありません。 

 

 

[Edit Setting File] 

設定ファイル※1をメモ帳等のテキストエディタで開きます。 

 

[Edit Setting] 

設定ファイル※1 を開くためのエディタを設定します。未設定時は拡張子に割り当てられたエディタとなります。 

 

※1）mascot_tsa.min，mascot_wene.min，mascot_weng.min 
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3-3-10. [Window]メニュー 

ビュー（子ウィンドウ）の表示／非表示、メインウィンドウへの配置に関するメニューです。 

 

 

[Standard...] 

  [Convergence]、[Monitor]、[Wind Direction]、[Status]ビューを開き、標準位置に配置します。 

  細かいメッシュのビューを表示する時 [Standard]-[Fine Grid]、粗いメッシュのビューを表示する時

[Standard]-[Coast Grid]を選択します。 
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[Cascade...] 

 

複数のウィンドウを少しずつずらしながら重ねて表示します。 

 

[Tile...] 

複数のウィンドウを、各ウィンドウが重ならないようにタイル状に並べて表示します。  
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[Arrange Icons...] 

  最小化されたビューをメインウィンドウの左下から並べます。 

 

 

[Close All] 

  複数表示されているビューをまとめて閉じます。 
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3-3-11. [Help]メニュー 

MASCOT Basicについての情報、ユーザーズ・マニュアルの表示などのメニューです。 

 

 

[Users Manual...] 

  ユーザーズ・マニュアルを表示します（PDF形式）。 
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[MASCOT Web Site...] 

  MASCOTのホームページを表示します。 

 

 

 

 

[About MASCOT Basic...] 

  MASCOT Basicのバージョン情報を表示します。（ツールバー  ） 
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3-4. 右クリックメニュー一覧 

 

 

ビューに表示されているイメージの上にカーソルを持っていくと、その地点の格子、緯度経度が表示されます。 
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3-4-1. [Zoom]メニュー 

  ズーム処理を開始／終了します。 

  上から下にドラッグで拡大、下から上にドラッグで縮小されます。 

 

3-4-2. [Reset]メニュー 

  ビューに表示されているイメージを再描画します。拡大表示している場合は、初期表示状態にします。 

 

3-4-3. [Centering]メニュー 

  ビューに表示されているイメージを、マウスで指定した点が中心になるように移動します。 

 

 

3-4-4. [Clipboard Copy]メニュー 

  ビューに表示されているイメージを、クリップボードにコピーします。 

 

3-4-5. [Image Out]メニュー 

  ビューに表示されているイメージを、画像データ（形式：bmp/emf）として保存します。 

 

3-4-6. [Save zoom position]メニュー 

  表示中の図郭を保存します。 

 

3-4-7. [Apply zoom position]メニュー 

  [Save zoom position]で保存した図郭で描画します。 

 

3-4-8. [Property]メニュー 

  [Terrain Map/Result]ビューに表示されている図の項目や範囲、色などを変更するダイアログを開きます。 
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第4章 Modelling (理論) 

 

本章では、MASCOT Basic の理論について説明します。 

 

 

第 4 章 Modelling (理論) ..................................................................................................................................................4-1 

4-1. 数値モデル .............................................................................................................................................................4-2 

4-1-1. 基礎方程式 ....................................................................................................................................................4-2 

4-1-2. 乱流モデル ....................................................................................................................................................4-2 

4-1-3. 数値解法 ........................................................................................................................................................4-3 

4-1-4. 格子系 ...........................................................................................................................................................4-3 

4-2. 境界処理手法 .........................................................................................................................................................4-4 

4-2-1. 上流緩衝領域.................................................................................................................................................4-5 

4-2-2. 下流緩衝領域.................................................................................................................................................4-6 

4-2-3. 側面緩衝領域.................................................................................................................................................4-7 

4-2-4. 付加領域 ........................................................................................................................................................4-8 

4-3. 流入風の設定 .........................................................................................................................................................4-9 

4-4. 粗度変換 .............................................................................................................................................................. 4-11 
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3 次元風況予測システムMASCOT（Micro-wind-climate Analysis System for Complex Terrain）では流体力学の基礎

方程式である質量保存の式と運動量保存の式を有限体積法により数値的に解くことによって流れ場の数値解を求めます。

乱流モデルとしては k − モデルと呼ばれる 2 方程式モデルを用いました。数値モデルの詳細と MASCOTの利用例につ

いては第 6 章の参考文献 1 及び参考文献 2 を参照してください。 

 

4-1. 数値モデル 

 

4-1-1. 基礎方程式 

非圧縮の流れに対して、直交座標系における質量及び運動量のレイノルズ平均方程式は次式で与えられます。 
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ここで、 iu と iuは物理空間での ix 方向の速度成分の平均値と変動値を表わし、 p は圧力、  は流体の密度、   は粘

性係数、レイノルズ応力
i ju u   は線形渦粘性型モデルにより近似すると、次のようになります。 
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ここで、
t は乱流粘性係数であり、乱流エネルギー k と乱流エネルギー散逸率  により、次式のように表す。 

2

t

k
C 


=           （4） 

標準 k − モデルを用いる場合にはC の値を 0.09 とします。 

 

 

4-1-2. 乱流モデル 

本システムでは k − モデルを用い、乱流エネルギー k 及び乱流エネルギーの散逸率 は以下の輸送方程式を解くことに

より求めます。 

( )
j t i

i j

j j k j j

u k uk k
u u

t x x x x

 
  



    
 + = + − − 

      

       （5） 

2

1 2( )
j t i

i j

j j j j

u u
C u u C

t x x x k x k
 



     
 



    
 + = − − 

      

＋      （6） 

 

式中の定数は標準 −k モデルの値を用い、 0.1=k 、 3.1= 、 44.11 =C 、 92.12 =C としました。 
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4-1-3. 数値解法 

以上の保存式は、従属変数をとして直交座標系 3,2,1( =jx j for ),, zyx で書くと、次式のようになります。 

j

j j j

u
S

t x x x
 

     
+ =  + 

     

                     （7） 

ここで、  は拡散係数、 S はソース項を表します。 

解析はコロケート格子（collocated grid）に基づく有限体積法を用いて行います。壁面近傍の解析精度を確保するた

めに、一般曲線座標系 3,2,1( =jj for ),,  を用い、一般曲線座標における保存式は以下のように表されます。 

j

jk

j j k

U
Jq JS

t
 

  

  

    
+ =  + 

    
                   （8） 

ここで、 3,2,1( =jU j  for , , )U V W は反変速度成分で、保存式の離散化は Patankarの方法に従って行います。最終的に

離散化した保存式は次のように表されます。 

p p nb nb

nb

a a b = +                         （9） 

ここで、 a は保存式の対流項、拡散項、非定常項の係数を表し、 b はソース項、 nb (neighbor point) は要素 Pに接する

各要素を表します。 

数値解法は Patankarにより提案された SIMPLE法に準じます。また数値的な振動を防ぐために、Rhie & Chowによ

り提案された圧力加重補間法を用い、圧力と速度との結合を強化しました。対流項の差分近似については速度に対して

QUICK、乱流特性量である ,k  に対して一次風上差分を使用しました。線形方程式の解法としては RCM法 を用いまし

た。 

 

 

4-1-4. 格子系 

本モデルは一般曲線座標を採用し、任意傾斜角度を持つ地形を対応する。鉛直方向に境界適合格子（図 4-1）、水平方向

にズーミング格子（図 4-2）を採用することにより、必要な領域に格子を集中させることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-1 鉛直曲線座標系 図 4-2 平面ズーミング格子座標系 
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4-2. 境界処理手法 

実地形の一部を取り出して解析する場合に対象領域の側面と上下流に緩衝領域を設置し、緩衝領域内での地形の体積

を一定とする境界処理手法を採用しました。本手法を用いる場合、元の地形上の流れ場に近い流れ場が再現され、従来の

手法による風速の過大または過小が解消されます。 

また、上流の地形の影響を考慮するため、対象領域の上流側の境界には緩衝領域のほかに対象領域と同じ大きさの付加

領域を設けることにより上流の地形の影響を考慮でき、対象領域内の流れ場の予測精度が向上します。 

図 4-3 には解析の対象とする各領域を示し、図中に斜線で示す正方形が風況予測の対象領域、その上流に付加領域、

さらにその周囲に緩衝領域があります。計算領域はこれら全ての領域を含む領域となります。また xは風方向、y は風直

角方向を表します。詳細については第 6 章の参考文献 3 を参照してください。 

 

 

図 4-3 解析の対象とする各領域の定義 

 

付加領域 
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4-2-1. 上流緩衝領域 

4-2-1-1 接続領域を含めた上流緩衝領域 

 図 4-4 には接続領域の定義を示します。接続領域は、付加領域の端点から、標高0mの高さまで直線的に下げ、滑

らかな地形を形成します。接続衝域の大きさは、対象領域内の最大標高𝐻𝑚𝑎𝑥に基づき次式から求めます。 

𝛿𝑢′ = 𝑚𝑎𝑥 (
𝛿𝑢
2
+
𝐻𝑚𝑎𝑥

𝑔𝑟𝑎𝑑
, 𝛿𝑢) (14) 

ここで、𝛿𝑢は従来手法での上流緩衝領域の奥行き、𝑔𝑟𝑎𝑑 は接続領域の勾配を表します。接続領域の勾配は40.0％(デ

フォルト値)が目安です。(第3章3-3-2．[Edit]メニューの[Options]-[Boundary Treatment...]を参照してください）。ま

た、下流緩衝領域と対象領域を滑らかに接続する接続領域についても同様に設定します。 

 

図 4-4 上流接続領域の定義 

 

4-2-1-2 従来手法の上流緩衝領域 

図 4-5 には上流緩衝領域の定義を示します。ここでは
1cx 地点が計算領域の端部を表し、

ax が緩衝領域と付加領域の

境界を示します。上流緩衝領域内の地形の体積が元の地形の体積と同じになるように設定します。上流緩衝領域の上流

側半分では風方向にも風直角方向にも一定の標高
ubH とし、残り半分では対象領域の標高と直線で結びます。境界処理

後の地形 ( )ˆ ,h x y は境界処理前の地形 ( ),h x y に基づき次式のように求められます。 

( )

( )

( )
( ) ( )

1 1

1

1

ˆ , 2
,

ub c m

m

ub a ub m a

u

H x x x

h x y x x
H h x y H x x x



  


−
+ −     



＝                    (8) 

ここで、
1mx は

ax と
1cx の中点です。また

ubH は地形処理前後で緩衝領域内の地形の体積が一定となるように次式から求

めます。 

( ) ( )
2

1 1

1 4
, ,

3

c a

c c

y x

ub a
y x

u

H h x y dx h x y dy
y 

 
= − 

  
                             (9) 

( )1 2c cy y y = − は緩衝領域の幅、 ( )1u a cx x = − は緩衝領域の奥行きを表します。 

 

上流緩衝域の大きさは、対象領域の0.3倍とし、その最小値は1kmを設定されています。各領域のデフォルト値は第3

章3-3-2．[Edit]メニューの[Options]-[Boundary Treatment...]を参照してください。 

 

図 4-5 上流緩衝領域の定義  
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4-2-2. 下流緩衝領域 

4-2-2-1 接続領域を含めた下流緩衝領域 

下流緩衝領域には、上流緩衝領域と同等の接続領域が設定されます。 

詳細は、「4-2-1-1 接続領域を含めた上流緩衝領域」を参照して下さい。 

 

 

4-2-2-2 従来手法の下流緩衝領域 

下流緩衝領域も上流領域と同じ考え方に基づいて設定します。図 4-6 には下流緩衝領域の定義を示します。ただし、

上流領域と異なり、下流緩衝領域の下流側半分での高さ
dbH は風直角方向に変化するように設定されています。 

 

( )

( )

( )
( ) ( )

2 2

2

2 2 2

( )

ˆ , 2
( ) ,

db c m

m

db t db m t

d

H y x x x

h x y x x
H y h x y H x x x



  


−
+ −     



＝                   (10) 

ここで 2mx は 2cx と 2tx の中点です。また ( )dbH y は地形処理前後で緩衝領域内の地形の面積が一定となるように次式から

求められます。 

( ) ( )
2

2
2

1 4
( ) , ,

3

t

c

x

db t
x

u

H y h x y dx h x y


 
= − 

 
                                     (11) 

 ( )2 2d t cx x = − は下流緩衝領域の奥行きを表します。 

 

 

図 4-6 下流緩衝領域の定義 
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4-2-3. 側面緩衝領域 

図 4-7 には側面緩衝領域の定義を示します。ここでは
1cy が計算領域の側面端部を表し、

1ty が対象領域と緩衝領域の

境界を示します。緩衝領域外側での標高 ( )sbH x は緩衝領域の半分のところまで一定とし、そこから対象領域境界での

標高 ( )1, th x y まで直線で結びます。境界処理後の地形 ( )ˆ ,h x y は次式のように表します。 

 

( )

( )

( )
( )

( ) ( ) ( )

1 1

1

1 1 1

( )

ˆ , 2
,

sb c m

m

sb t sb m t

s

H x y y y

h x y y y
H x h x y H x y y y



  


−
+ −     



＝                (12) 

ここで、
1my は

1cy と
1ty の中点です。また、高さ ( )sbH x は、元地形と断面積が等しくなるように、次式により算出しま

す。 

( ) ( ) ( )
1

1
1

1 4
, ,

3

t

c

y

sb t
y

s

H x h x y dy h x y


 
= − 

 
                                        (13) 

( )1 1s t cy y = − は側面緩衝領域の幅を表します。 

 

図 4-7 側面緩衝領域の定義 
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4-2-4. 付加領域 

一般に対象領域内の流れ場はその上流の地形の影響を強く受けるため、上流境界に緩衝領域を設けるだけでは上流の

地形の影響を正確に反映することができません。MASCOTは図 4-3 に示すように対象領域の上流に付加領域を設けて

います。 

付加領域の大きさの目安は対象領域と同じ大きさを取り、その最小値は 3km と設定されています（第 3 章 3-3-2．[Edit]

メニューの[Options]-[Boundary Treatment...]を参照してください）。 
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4-3. 流入風の設定 

局所地形における風速と乱れを予測する際には風洞実験と同様に、対象地形の上流側における気流の鉛直分布を与え

る必要があります。2 方程式乱流モデルを用いて流れ場を求める場合には平均風速 u 、乱流エネルギー k とエネルギー散

逸率  を地表面の状態に応じて定めなければなりません。 

MASCOTの気流解析から得られた地表面粗度毎の鉛直分布を用い、上流側の緩衝領域内の平均粗度に内挿した鉛直分

布をデフォルト値としています。また、平均風速および乱れの強さのべき法則により以下のように流入風を設定すること

も可能です。 

 

平均風速については、べき法則を用い、次式により表します。 

,
( )

,

G G

G

G G

z
u z z

u z z

u z z

  
  

=   




                                 (15) 

ここで、 Gu は上空風、 Gz は上空風高さを表します。地表面粗度 0z は土地利用区分により算出されれば、平均風速のべ

き指数は次式により求めることができます。 

2 3
0 0 0= 0.27+0.09 log z  + 0.018 (log z )  +0.0016 (log z )               (16) 

乱れの強さの鉛直分布もべき法則を用いれば、主流方向の風速変動の標準偏差は次式により求められます。 

𝝈𝒖(𝒛) = 𝒖̄(𝒛)𝑰𝒖(𝒛) = 𝒖̄(𝒛) × {
𝟎. 𝟏 (

𝒛

𝒛𝑮
)
−𝟎.𝟎𝟓−𝜶

(𝟏 − 𝟎. 𝟕
𝒛

𝒛𝑮
)
𝟎.𝟐𝟓

, 𝒛 < 𝒛𝑮

𝑰𝑮, 𝒛 ≥ 𝒛𝑮

         (17) 

そして、乱流エネルギー k は主流方向の風速変動の標準偏差から次式により算出されます。 

2
( )

( )
1.2

u z
k z


=                               (18) 

最後に、エネルギー散逸率  は乱流エネルギー k の分布から次式により求めることができます。 

3/ 4 3/ 2
( )

( ) , min( , )G

C k z
z l z z

l


  = =                          (19) 

ここで、 z は壁面までの垂直距離を表し、 はカルマン定数を表します。 

 

図 4-8 には平均風速および乱れの強さのべき法則と気流解析から求めた平均風速と変動風速の標準偏差の鉛直分布の

内、粗度区分 I,  II,  III,  IV に対応するものを示します。 
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 粗度区分 I 

 粗度区分 II 

 粗度区分 III 

 粗度区分 IV 

図 4-8 粗度区分毎の平均風速と変動風速の標準偏差の鉛直分布 
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4-4. 粗度変換 

 

地表面の粗度は一般に粗度長
0z (m)で表します。粗度長を区分する基準としては土地利用に対応させる方法があり、

風工学の分野で多く使用されているのが日本地図センターから発行されている国土数値情報で定められた区分です。本

モデルでは従来の区分に手を加え独自に定義した粗度区分を使用することにしました。 

 

表 4-1 本プログラムにおける粗度区分 

区分 説明 デフォルト値 

Rice field (Tanbo) 田 湿田、乾田、沼田、蓮田 0.03 

Field 畑 麦、陸稲、野菜、牧草等の栽培地 0.1 

Orchard 果樹園 りんご、梨、桃、ぶどう等の栽培地 0.2 

Other wood field その他の樹木畑 桑、茶等の栽培地、苗木畑 0.1 

Forests 森林 高さ 2m 以上の多年生植物の密生地 0.8 

Wasteland 荒地 篠地、雑草地、裸地、崖、岩、湿地等 0.03 

High buildings 建物用地[A] 建物密集地、工場、学校、高層建物 1.0 

Low buildings 建物用地[B] 独立建物（小）、民家等 0.4 

Transportation area 幹線交通用地 道路、インターチェンジ、鉄道、操車場等 0.1 

Other area その他の用地 空き地、ゴルフ場、空港、運動場 0.03 

Lakes and ponds 湖沼 自然湖、人造湖、池、養魚場 0.0002 

River [A] 河川敷[A] 河川区域の河川敷、人工利用地は含まない 0.001 

River [B] 河川敷[B] 河川敷内の人工利用地 0.001 

Beach 海浜 海岸に接する砂、れき、岩の区域 0.03 

Sea 海水域 隠顕岩、干潟を含む海水域 0.0002 
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第5章 Data Format（データフォーマット） 

 

本章では、MASCOT Basicのデータフォーマット等について説明します。 
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5-1. 地図データフォーマット 

本節では MASCOT に必要な地図データのファイルフォーマットを説明します。MASCOT Utility で必要となる設定フ

ァイル（＊.min）のフォーマットに関しては 5-2 を参照してください。 

 

5-1-1. 基本標高地図（Basic Terrain Map） 

MASCOT Basic による計算を行なうためには、地形のデータが必要です。第 4 章で示したように設定した領域の外側

に上流領域、緩衝領域等を設定するため、計算領域の東西距離（West-East Domain Size）を x、南北距離（North-South 

Domain Size）を y としたとき、計算中心（Centre Latitude, Centre longitude）を中心として式（5-1）で計算される半

径（r）の円を含む広い領域の地形データが必要となります。この広い地形データを基本標高地図（Basic Terrain Map）

と呼びます。基本標高地図の領域が小さすぎる場合、計算を実行した際にエラーとなります。 

( )2 2
5.0r x y=  +                         （5-1） 

MASCOT Basicで利用可能な基本標高地図は、緯度・経度方向にそれぞれ等間隔なラスターデータで、拡張子が”mmp”

のテキストファイルです。 

MASCOT Basic の「Create Basic Map」ツール（[Tool]-[Create Basic Map]メニュー）により作成できます。 

MASCOT Basic には、フォーマットに従ってご自身で作成されたファイルも入力が可能です。このツールを用いて作

成したデータは自動的に式（5-1）の半径（r）の領域を含むようになっています。 

基本標高地図の例を図 5-1 に示します。基本標高地図はヘッダ部とデータ部から成り立っており、それぞれの意味と説

明は以下の通りです。 

 

図 5-1 基本標高地図の例 
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ヘッダ部 

1 行目には、ファイル識別子として行頭から”<MASCOT_MAP lon-lat>”と記述します。 

2行目以降には、”変数名 = 値,”の形でヘッダ情報を記述します。1行に複数の”変数名 = 値,”を記述しても構いません。

改行をする場合は、カンマ（，）を記述後に改行をします。 

変数の一覧と記述する内容は表 5-1-1 の通りです。余分な空行を入れるとエラーになります。 

 

表 5-1-1 地図ファイルのヘッダに記述する変数の一覧 

変数名 単位 値 備考 

base_longitude  度 分 地図の左下（南西）隅の経度 度、分を 1 つ以上のスペースで区

切って記述する base_latitude 度 分 地図の左下（南西）隅の緯度 

d_lat 分 データの緯度方向の間隔  

d_lon 分 データの経度方向の間隔  

n_lat － 緯度方向のデータ数  

n_lon － 経度方向のデータ数  

 

データ部 

データ部の先頭には行頭から” --DATA--”と記述します。行頭に空白があってはいけません。 

2 行目以降には標高のデータを記述します。単位はメートル（m）です。一行目には、南西隅から始めて南東隅までの

n_lon で指定した数のデータを記述し、次の行には同様に一つ北のデータを記述します。データの行数は n_lat に一致し

ます。行内のデータの区切りにはスペース、カンマ、またはタブを用います。図 5-1 の例ではスペースを用いています。 

 

5-1-2. 詳細標高地図（Detailed Terrain Map） 

風車や観測点近傍では基本標高地図に比べてさらに細かい解像度の地図を使うことができます。この細かい解像度の地

図を「詳細標高地図（Detailed Terrain Map）」と呼びます。MASCOT Basic がメッシュを生成する際には基本標高地図

と詳細標高地図の両方を参照し、詳細標高地図がある場所は詳細標高地図のデータを用い、基本標高地図のデータのみが

ある領域では基本標高地図のデータを用います。このため、基本標高地図と異なり、詳細標高地図の大きさには制限はあ

りません。 

詳細標高地図のフォーマットは基本標高地図と全く同じで、ご自身で作成することも可能ですし、MASCOT Basic の

[Tool]-[Create Map from HGF]メニューで、北海道地図株式会社が発行する 10m メッシュ DEM より作成することもで

きます。北海道地図発行の 10m メッシュ DEM のフォーマットについては 5-1-5 を参照してください。 
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5-1-3. 基本粗度地図（Basic Roughness Map） 

MASCOT Basic による計算では、地形データに加え地表面粗度のデータも必要となります。基本標高地図同様に 

（5-1）式で計算される半径（r）の領域をカバーする地表面粗度データを「基本粗度地図（Basic Roughness Map）」

と呼びます。基本粗度地図に使用可能な地表面粗度のデータは、地形データと同様、緯度・経度方向に等間隔な緯度・経

度座標系のラスターデータです。データのフォーマットは基本標高地図と全く同じで、データフィールドの標高値の代わ

りに粗度長（単位はメートル）を記述します。基本粗度地図も基本標高地図と同様に MASCOT Basic の[Tool]-[Create 

Basic Map]メニューを用いて作成することができます。 

 

5-1-4. 詳細粗度地図（Detailed Roughness Map） 

詳細標高地図と同様に、風車や観測地点近傍で、より細かい地表面粗度のデータを用いることができます。この地図を

詳細粗度地図（Detailed Roughness Map）と呼びます。詳細粗度地図のフォーマットは基本粗度地図のフォーマットと

全く同じです。 

 

5-1-5. 北海道地図 

MASCOT Basic の[Tool]-[Create Map from HGF]メニューを用いて詳細標高地図を作成するには北海道地図株式会社

（以後、北海道地図（株）と略します）の発行する 10m メッシュ DEM を購入する必要があります。北海道地図（株）

は何種類かのフォーマットで提供していますが、MASCOT が対応しているのは「北海道地図（株）格子フォーマット Ver. 

1.00」のみですので、購入時にはこのフォーマットを指定して購入する必要があります。このフォーマットを以下に示し

ます。 

 

 

北海道地図（株）格子フォーマット（HGF）仕様 

Version 1.00 

 

1. 履歴 

2000/07/03～Version 1.00－Release 

 

2. 概要 

本仕様書では北海道地図（株）格子フォーマット（以下"HGF"と略記）仕様について詳述する。 

HGF は可変長のテキストファイル形式で記述され、各々の行レコードは空白コード（0x20）で区切られる任意数のフィール

ドより成る。  

 

3. データ構造 

以下では、格子データを構成する識別タグとその構造について列挙する。 

各説明の冒頭に記述されたボールド表記は実際の書式を表しており、 イタリック表記はその省略可能部分を示している。 ま

た、＜＞で囲まれた部分が単一のフィールドを表しており、 実際には具体的な数値ないし文字列データが格納される。 

 

4. コメント（%%） 

%% ＜文字列＞ 

本タグで始まるレコードはコメントとして見なされ、処理上は無視される。  
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5. メタデータ 

メタデータは格子データに先立って記述されねばならない。  

 

6. キーワード（%HGF） 

%HGF ＜バージョン番号＞ 

キーワードはファイルの先頭レコードに記述されねばならない。 

本仕様書の定める HGF のバージョン番号は"1.00"である。 

 

7. 格子列数（%COLS） 

%COLS ＜格子列数＞ 

DEM データの格子列数（X 方向の数）を記述する。  

 

8. 格子行数（%ROWS） 

%ROWS ＜格子行数＞ 

DEM データの格子行数（Y 方向の数）を記述する。  

 

9. 格子データ 

格子データは、格子行列の左から右方向へ上から下方向の順に格子行数×格子列数分記述される。 

 

 

10. 記述例 

100×100 の格子行列に標高値を記述した例 

%HGF 1.00 

%% メタデータ 

%COLS 100 

%ROWS 100 

%% 格子データ 

254 263 250 232 181 .... 

211 242 253 270 280 .... 

.....  
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5-1-6. 基盤地図情報数値標高モデル 

・用途 

国土地理院から提供されている基盤地図情報数値標高モデル（JPGIS（GML 形式））を MASCOT で用いる mmp 形式に

変換します。また、本プログラムは数値標高モデル 10m メッシュを使用します。 

 

・説明 

（a） 国土地理院からファイルをダウンロード 

①国土地理院のページ（http://fgd.gsi.go.jp/download/menu.php）から基盤地図情報→ダウンロードサービスに移動

し、基盤地図情報数値標高モデルの[ファイル選択へ]をクリックします。 

 

 

②条件選択します：「10m メッシュ、10B（地形図の等高線）」をクリック 

 

 

③計算で用いる範囲を選択します（2次メッシュ単位） 

選択されたメッシュは左下の選択状況に追加されます。 

計算に必要な領域を選択し終わったら[ダウンロードファイル確認へ]をクリックします。 

（例：MASCOT BASIC Tutorial 2.1 節 青森県竜飛崎） 

http://fgd.gsi.go.jp/download/menu.php
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④[全てチェック]をクリックし、[まとめてダウンロード]をクリックします。 

任意のフォルダにダウンロードします。（PackDLMap.zip） 

 

 

⑤ダウンロードした zip ファイルを解凍します。 
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5-2. MASCOT Utility（MASCOT ユーティリティ） 

 

MASCOT UtilityはMASCOTによる風況精査・設計風速算定を支援するためのキャラクタユーザインタフェース（CUI）

のプログラム群です。プロジェクトフォルダ内のテキスト形式の設定ファイルを編集し、コマンドプロンプトから実行フ

ァイルを実行することにより結果が得られます。 

MASCOT Utility は以下のプログラム群から構成されています。 

①5-2-1 mascot_tsa.exe※1）（時系列風況データの統計解析） 

②5-2-2 mascot_wene.exe※1）（風況精査） 

③5-2-3 mascot_weng.exe /0※2）（吹上角度、乱れ強さ等の算定） 

④5-2-4 mascot_weng.exe※2）（平均風速の割増係数等の算定） 

 

※1） MASCOT Standard 以上のライセンスでは、GUI で簡単に同様の解析が可能ですので MASCOT TSA Wizard

および MASCOT Energy を使用してください。 

※2） 平均風速の割増係数等の算定は、Design wind speed プロジェクトでのみ解析可能です。MASCOT Version3 以

降のライセンスが必要となります。 

（※注意） Utility はサービスプログラムであり、開発は Version3 で終了しております。 

 今後のアップデートにおいても対応予定はありません。 

 

5-2-1. mascot_tsa.exe（時系列風況データの統計解析） 

時系列の観測データ（カンマ、空白またはタブ区切りのテキストファイル）を解析し、統計量（風向・風速別出現頻度）

を求め、風況ファイル（＊.tab または＊.mwt ファイル）に出力します。解析の手順、設定ファイル、入力ファイル、出

力ファイルのフォーマットを以下に示します。 

 

5-2-1-1. 解析の手順 

1. 設定ファイル（mascot_tsa.min）を編集します。 

[Tool]-[Utility]-[Edit Setting File]メニューで表 5-2-2 の説明に従って設定ファイルを編集します。 

2. 入力ファイル（時系列の観測データ、例：Sample_Obs_data.csv）がプロジェクトフォルダ内にあることを確認し

ます。 

3. MASCOT Basic の[Tool]-[Command Prompt]メニューでコマンドプロンプト画面を出します。 
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4. 図 5-2 に示すようにコマンドプロンプト画面で”mascot_tsa.exe”とタイプしてプログラムを実行します。 

mascot_tsa.exe をフルパスで指定して実行して下さい。 

（デフォルト先イントール時の例）”C:¥Program Files (x86)¥～～～¥mascot_tsa.exe” 

 

 

図 5-2 mascot_tsa.exe の実行 

 

5. 計算実行パスに風況ファイルが作成されます。風況ファイルは風向・風速階級別の出現頻度の情報が記述されてお

り、フォーマット詳細については「5-2-1-4 出力ファイル」の説明を参照してください。 

 

 

5-2-1-2. 設定ファイル（mascot_tsa.min）の説明 

MASCOT Utility の設定ファイルは拡張子が”min”のテキスト（ASCII）ファイルです。設定ファイル内の、”!”（エク

スクラメーション）で始まる行は全てコメント（無効）とみなされます。設定ファイルで設定する変数はネームリストと

呼ばれるグループに分かれており、それぞれのネームリストは”&（アンパサンド）ネームリスト名”と記述された行で始

まり、”変数名 = 値,”の形で設定すべき変数の値を記述した行が続き、”/”（スラッシュ）と記述された行で終わります。

1 つのネームリスト内では空行は許されません。設定する変数は、実数型、整数型、論理型のいずれかに分類されます。

表 5-2-1 に示すように、変数の型により値の書式が異なります。 

 

表 5-2-1 変数の型と値の書式 

変数の型 値の書式 

実数型 「1.0」、 「2.5」、 「125.34」 などの小数点を含む数字 

整数型 「1」、 「99」 などの小数点を含まない数字 

文字列型 「’abc’」、 「’123’」 などの、シングルクォーテーションで囲まれた文字列 

論理型 「.true.」（真）または「.false.」（偽） 

 

設定ファイル（mascot_tsa.min）の例は図 5-3、設定ファイルに記述する変数の一覧を表 5-2-2、例で示した設定ファ

イルに対応する時系列風況ファイルを図 5-4 に示します。 
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図 5-3 mascot_tsa.min の例 
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表 5-2-2 mascot_tsa.min で設定する変数の一覧 

ネームリスト名 変数名 説明 型 

tsa_general 

（一般的な設定） 

description 観測地点の説明 文字列 ※１） 

lon 観測地点の経度（度、分、秒をスペースで区切る） 実数 

lat 観測地点の緯度（度、分、秒をスペースで区切る） 実数 

height 観測地点の地上高（m） 実数 

Source type 

時系列風況データの種類 

“Observation”：観測データ 

“atlas”       ：気象解析データ 

文字列 

tsa_file 

（入出力ファイルの
設定） 

n_in_file 入力として用いる時系列データのファイル数 整数（＜12） 

in_file（n） 入力として用いる時系列データのファイル名（n_in_file 個） 文字列 ※２） 

first_low 入力ファイルにおけるデータの開始行 整数 

last_low 
入力ファイルにおけるデータの終了行 

read_to_end=.false.の時のみ有効 
整数 

read_to_end 

入力ファイルにおけるデータの読み込み範囲 

= .true. ：first_low から最後まで 

 .false. ：first_low から last_low まで 

論理 

out_file 
出力ファイル名。拡張子は変数名：Advanced_analysis に依
存します 

文字列 ※２） 

tsa_condition 

（解析条件の設定） 

u_clmn 
入力ファイルにおいて風速データが記述されている列の位
置 

整数 

u_ofst 

u_mtpl 
風速補正係数 _ _

out in
u u u mtpl u ofst=  +  実数 

u_uplim 

u_lwlim 

有効風速の上限値（m/s） 

有効風速の下限値（m/s） 

lim lim_ _u lw u u up  の範囲の風速が有効風速となります 

実数 

d_clmn 
入力ファイルにおいて風向データが記述されている列の位

置 
整数 

d_ofst 

d_mtpl 
風向補正係数 _ _

out in
d d d mtpl d ofst=  +  実数 

d_uplim 

d_lwlim 

有効風向の上限値（°）  

有効風向の下限値（°） 

lim lim_ _d lw d d up  の範囲の風向が有効風向となります 

実数 

monthly 

月毎統計結果の出力の有無 

= .false. ：出力しない 

 .true. ：出力する 

論理 

m_clmn 
入力ファイルにおいて月データが記述されている列の位置 

（monthly = .true.の時のみ有効） 
整数 

hourly 

時間毎統計結果の出力の有無 

= .false. ：出力しない 

 .true. ：出力する 

論理 

h_clmn 
入力ファイルにおいて時データが記述されている列の位置 

（hourly = .true.の時のみ有効）  
整数 

yearly 

年毎統計結果の出力の有無 

= .false. ：出力しない 

 .true. ：出力する 

論理 

y_clmn 
入力ファイルにおいて年データが記述されている列の位置 

（yearly = .true.の時のみ有効）  
整数 

da_clmn 入力ファイルにおいて日データが記述されている列の位置 整数 

mi_clmn 入力ファイルにおいて分データが記述されている列の位置 整数 

Advanced_analysis 

出力フォーマットタイプ 

=0：WAsP_type フォーマット（＊.tab） 

=1：mascot_type フォーマット（＊.mwt） 

整数 

time_definition 

入力ファイルにおいてタイムスタンプが平均化時間のどこ
に 対 応 す る か を 示 し ま す 。 デ フ ォ ル ト は

time_definition='end'で、気象庁と同様に、平均化時間の最
後の時間をタイムスタンプとしています。他に'beginning' 

と 'center' が選べます。 

文字列 ※３） 

tsa_bin_setting 

（離散化の設定） 
nwd 風向数 整数 

max_class 風速階級の最大値（m/s） 実数 

du 風速階級のきざみ幅（m/s） 実数 

※1）文字数制限は半角 20 文字以内 

※2）文字数制限は半角 256 文字以内 

※3）説明に記述された値のみを記述できます 
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5-2-1-3. 入力ファイルの説明【時系列の観測データのフォーマット】 

入力として与えることのできる観測データはカンマ（，）、スペース、またはタブを列の区切りとし、改行を行の区切り

とする ASCII ファイルです。日本語文字（2 バイトの文字）が含まれていると問題が生じる可能性があるので、日本語

の文字が含まれている時はあらかじめ取り除いておいてください。また、行内にスラッシュ（/）が含まれていると、正し

い解析ができませんので日付等の列にスラッシュ（/）が含まれていないことを確認してください。日付の列にスラッシ

ュが含まれている場合はあらかじめ他の文字列に変換しておく必要があります。以下に入力ファイルの例を示します。こ

の例ではカンマ（，）を列の区切りとしています。 

 

図 5-4 入力として用いる時系列データの例 

 

図 5-4 の例では 2 行目からデータが始まります。7 列目に風速、8 列目に風向のデータが格納されています。風速の単

位は（m/s）、風向の単位は（°）で北から時計回りで定義される方向です。風向の定義方法や単位が違う場合は設定ファ

イル内のパラメータ u_ofst、u_mtpl、d_ofst、d_mtpl 等を調整してください。 

風速や風向の欠測値がある場合には99.9や999など大きい数値を入力した上で、設定ファイル内のパラメータu_uplim、

d_uplim 等を調整して明示的に有効データから省くようにしてください。風速、風向データの中に空欄があると正しい解

析ができません。 
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5-2-1-4. 出力ファイルの説明【風況ファイル（＊.tab ファイル）のフォーマット】 

mascot_tsa.min で設定する変数の Advanced_analysis=0 を設定した場合、風況ファイルは拡張子が ”tab”の

WAsP_type フォーマットで風向・風速階級別の出現頻度が記述されています。ファイルフォーマットを以下に記述しま

す。 

 

図 5-5 出力ファイル（＊.tab ファイル）の例 

 

1 行目：説明行。設定ファイルの description（変数名）で設定した観測地点の説明が記述されています。 

2 行目：観測地点の緯度（°）、経度（°）および風速計の高さ（m） 

3 行目：風向数、風速補正係数（1.00 固定※1）、風向補正係数（0.00 固定※1） 

4 行目：各風向の出現頻度（%） 

5 行目：風速階級 1 の上限値（m/s）、各風向内での風速階級 1 の出現率（‰） 

6 行目：風速階級 2 の上限値（m/s）、各風向内での風速階級 2 の出現率（‰） 

7－n 行目～：風速階級 3～（n-4）の上限値（m/s）、各風向内での風速階級 3～（n-4）の出現率（‰）  

 

風速階級数に上限はありませんが、風向数は 360（1.0 度刻み）以下でなければなりません。また、風速階級の幅は等

しくなくても構いませんが、各風向の幅は等しくなければいけません。風速の発生頻度はパーミル（‰）で記述されてお

り、各風向内での階級別風速発生頻度の合計値は 1000 になります。 

2 行目の観測地点の位置は緯度・経度で記述されますが、正の値は北緯・東経を、負の値は南緯・西経を示します。つ

まり、緯度は-90°~+90°の間の値、経度は-180°~+180°の間の値でなければいけません。 

 

※1） MASCOT ではこの機能はサポートされていませんので、固定値です。 
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5-2-1-5. 出力ファイルの説明【風況ファイル（＊.mwt ファイル）のフォーマット】 

mascot_tsa.min で設定する変数の Advanced_analysis＝1 を設定した場合、風況ファイルは拡張子が”mwt”の

MASCOT_type フォーマットで風向・風速階級別の出現頻度が記述されています。ファイルフォーマットを以下に記述

します。 

 

図 5-6 出力ファイル（＊.mwt）の例  
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ヘッダ部 

ヘッダ部のフォーマットは Fortran90 のネームリスト形式に従います。ネームリスト形式では、変数がネームリスト

と呼ばれるグループに分かれています。それぞれのネームリストは”&（アンパサンド）ネームリスト名”と記述された

行で始まり、”パラメータ = 値、”の形で設定すべき変数の値を記述した行が続き、”/”（スラッシュ）と記述された行で

終わります。時系列観測データから mascot_tsa.exe によって作られた＊.mwt ファイルでは図 5-6 に示すようにヘッダ

部に”mascot_windclimate_table”、”tsa_files”、”tsa_condition” の 3 つのネームリストが定義されています。このう

ち、”mascot_windclimate_table”の情報は MASCOT による風況精査に用いますので、自身で＊.mwt ファイルを作成す

る際には”mascot_windclimate_table”の情報を最低限記述する必要があります。 

表 5-2-3 出力ファイル（＊.mwt）のヘッダ部の説明 

ネームリスト名 変数名 説明 型 

mascot_windclima

te_table 

（一般的な設定） 

Ver ＊.mwt ファイルのバージョン番号（ユーザーが編集しないこと） 実数 

description 説明文字列 文字列 ※１） 

latitude 緯度（度、分、秒をスペースで区切る） 実数×3 ※２） 

longitude 経度（度、分、秒をスペースで区切る） 実数×3 ※２） 

height 観測地点の地上高（m） 実数 

elevation 地表面高さ（m） 実数 

n_bin_class 風速階級の数 整数 

n_wind_direction 風向の数 整数 

variables 

このファイルに記述されている内容 ※３） 

“probability”      ：風向･風速別出現頻度 

“energy_density”  ：風力エネルギー密度 

“power_production”：風力発電量 

文字列 ※１） 

Source_type 

統計に用いた観測データの種類 

“Observation”：観測から得た風況データ 

“atlas”       ：気象解析から得た風況データ 

文字列 

n_anal_year 年別解析を行った年数 ※４） 整数 

anal_year 年別解析を行った年（西暦）  ※５） 整数 

n_anal_month 月別解析を行った月数 ※４） 整数 

anal_month 月別解析を行った月 ※５） 整数 

n_anal_hour 時間別解析を行った時間数 ※４） 整数 

anal_hour 時間別解析を行った時間 ※５） 整数 

tsa_file 

（ mascot_tsa.exe

において設定され
た入出力ファイル

に関する設定） 

n_in_file 入力として用いる時系列データのファイル数 整数 

in_file（n） 
入力として用いる時系列データのファイル名（n_in_file 個） ※

６） 
文字列 ※１） 

first_low 入力ファイルにおけるデータの開始行 整数 

read_to_end 

入力ファイルにおけるデータの読み込み範囲 

= .true. ：first_low から最後まで 

 .false. ：first_low から last_low まで 

論理 

last_low 
入力ファイルにおけるデータの終了行 

read_to_end=.false.の時のみ記述される 
整数 

out_file 出力ファイル名 文字列 ※１） 

tsa_condition 

（ mascot_tsa.exe

によって設定され
た解析条件の設定） 

u_clmn 入力ファイルにおいて風速データが記述されている列の位置 整数 

u_ofst 

u_mtpl 

風速補正係数 

_ _
out in

u u u mtpl u ofst=  +  
実数 

u_uplim 

u_lwlim 

有効風速の上限値（m/s） 

有効風速の下限値（m/s） 

lim lim_ _u lw u u up  の範囲の風速が有効風速となります 

実数 

d_clmn 入力ファイルにおいて風向データが記述されている列の位置 整数 

d_ofst 

d_mtpl 

風向補正係数 

_ _
out in

d d d mtpl d ofst=  +  
実数 

d_uplim 

d_lwlim 

有効風向の上限値（°） 

有効風向の下限値（°） 

lim lim_ _d lw d d up  の範囲の風向が有効風向となります 

実数 

y_clmn 入力ファイルにおいて年データが記述されている列の位置  整数 

m_clmn 入力ファイルにおいて月データが記述されている列の位置  整数 

da_clmn 入力ファイルにおいて日データが記述されている列の位置 整数 

h_clmn 入力ファイルにおいて時データが記述されている列の位置 整数 

mi_clmn 入力ファイルにおいて分データが記述されている列の位置 整数 

time_definition 
タイムスタンプの位置 ※７） 

'end'=最後   'center'=中央   beginning'=最初 
文字列 ※８） 
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データ部 

データ部は”&DATA”とのみ記述された 1 行から始まります。データ部は、解析ケース別のブロックとなっていま

す。’t_case’で示された解析ケースのリストの順番に、’n_case’で指定された数だけ、ブロックが続きます。各ブロック内

のフォーマットは以下のようになっています。なお、各ブロック内のデータフォーマットは WAsP の＊.tab 形式のファ

イルと同一のものとなっています。 

 

1 行目：説明行。設定ファイルの description（変数名）で設定した観測地点の説明が記述されています。 

2 行目：観測地点の緯度（°）、経度（°）および風速計の高さ（m） 

3 行目：風向数、風速補正係数（1.00 固定※9）、風向補正係数（0.00 固定※9） 

4 行目：各風向の出現頻度（%） 

5 行目：風速階級 1 の上限値（m/s）、各風向内での風速階級 1 の出現率（‰） 

6 行目：風速階級 2 の上限値（m/s）、各風向内での風速階級 2 の出現率（‰） 

7－n 行目～：風速階級 3～（n-4）の上限値（m/s）、各風向内での風速階級 3～（n-4）の出現率（‰） 

 

風速階級数に上限はありませんが、風向数は 360 以下でなければなりません。また、風速階級の幅は等しくなくても

構いませんが、各風向の幅は等しくなければいけません。風速の発生頻度はパーミル（‰）で記述されており、各風向内

での階級別風速発生頻度の合計値は 1000 になります。 

2 行目の観測地点の位置は緯度・経度で記述されますが、正の値は北緯・東経を、負の値は南緯・西経を示します。つ

まり、緯度は-90°~+90°の間の値、経度は-180°~+180°の間の値でなければいけません。 

 

 

注： 

※1） 文字列としては ASCII 文字（半角英数字）のみが許され、文字数の上限値は 256 文字です。 

※2） 緯度・経度の指定は実数値を度、分、秒の順にスペースで区切って並べます。なお、全て実数型として記述する必

要があるので、例えば東経 135 度 20 分 34.5 秒を指定したい場合は、”135.0 20.0 34.5”のように全ての数字に小数

点をつける必要があります。また、MASCOT における測地系は現段階では全て旧測地系（東京測地系）です。 

※3） 本ファイルは、風向･風速階級別出現頻度だけでなく、MASCOT Energy で解析した結果得られた風力エネルギー

密度、風力発電量の風向･風速別の値を保存するためにも用います。variable=’probability’であれば保存されてい

る量が風向･風速別の出現頻度であることを、variable=’energy_density’であれば風力エネルギー密度であること

を、variable=’power_production’であれば風力発電量であることを示します。 

※4） ＊.mwtファイルは全データに基づく出現頻度の他に、月別・時間別などの出現頻度の情報を持つことができます。 

’n_anal_year=0’以外である場合は、年別の出現頻度が追加記述されています。従って、元の時系列ファイルが 3 年

間のデータがあれば’n_anal_year=3’と記述され、全データに基づく出現頻度 1 ケースと、年別の出現頻度 3 ケー

スの計 4 ケースがこのファイルに含まれます。 

’n_anal_month=0’以外である場合は、月別の出現頻度が追加記述されています。従って、元の時系列ファイルが 3

年間であり、全月のデータがあれば’n_anal_month=12’と記述され、全データに基づく出現頻度 1 ケースと、年別

の出現頻度 3 ケース、月別の出現頻度 12 ケースの計 16 ケースがこのファイルに含まれます。 

同様に’n_anal_hour=0’以外である場合は、時間別の出現頻度が追加記述されています。従って、元の時系列ファ

イルが 3 年間、全月、毎正時のデータがあれば’n_anal_hour=24’と記述され、全データに基づく出現頻度 1 ケース

と、年別の出現頻度 3 ケース、月別の出現頻度 12 ケース、時間別の出現頻度 24 ケースの計 40 ケースがこのファ

イルに含まれます。 
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ただし、TSA Wizard には、年別解析機能は実装されていませんので、’n_anal_year=0’となります。 

※5） ’n_anal_year=0’の場合、記述されません。 

’n_anal_month=0’の場合、記述されません。 

’n_anal_hour=0’の場合、記述されません。 

※6） 元となる時系列データのファイル名が順に’in_file（1）=’、’in_file（2）=’、…と記述されます。 

ただし、TSA Wizard には、複数の時系列データファイルを読み込む機能は実装されていませんので、’n_in_file=1’

となります。 

※7） 入力ファイルにおいてタイムスタンプは平均化時間のどこに対応するかを示します。デフォルトは

time_definition='end'で、気象庁と同様に、平均化時間の最後の時間をタイムスタンプとしています。 

※8） 説明に記述された値のみを記述できます。 

※9） MASCOT ではこの機能はサポートされていませんので、固定値です。 
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5-2-2. mascot_wene.exe（風況精査－任意地点での風況／風力発電量予測） 

MASCOT Basic によって計算された気流場と、領域内での 1 点の風況（前節で作成した風況ファイル）、および風車の

パワーカーブ（＊.pow ファイル）から領域内の任意の地点での風況（風向・風速別出現頻度）、年間風力発電量を予測し

ます。 解析手順、設定ファイル、入力ファイル、出力ファイルのフォーマットを以下に示します。 

 

5-2-2-1. 解析手順 

1. 設定ファイル（mascot_wene.min）を編集します。 

[Tool]-[Utility]-[Edit Setting File]メニューで、表 5-2-4 の説明に従って設定ファイル mascot_wene.min を編集し

ます。 

2. 解析に必要な観測風況ファイル（＊.tab または ＊.mwt ファイル）、風車のパワーカーブファイル（＊.pow ファイ

ル）がプロジェクトフォルダにあることを確認します。 

3. MASCOT Basic の[Tool]-[Command Prompt]メニューでコマンドプロンプト画面を出します。 

4. 図 5-7 に示すようにコマンドプロンプトで”mascot_wene.exe”とタイプしてプログラムを実行します。 

mascot_wene.exe をフルパスで指定して実行して下さい。 

（デフォルト先イントール時の例）”C:¥Program Files (x86)¥～～～¥mascot_tsa.exe” 

 

 

図 5-7 mascot_wene.exe の実行 

 

5. カレントディレクトリに wind_energy-site-label.tab（例：wind_energy-LightHouse_20m.tab）というファイルと、

wind_energy-site-label.mwp（例：wind_energy-LightHouse_20m.mwp）というファイルができます。wind_energy-

site-label.tab は入力に用いた風況ファイルと同じフォーマットで、各風車位置での予測された風況（風向・風速別

出現頻度）が記述されています。また、wind_energy-site-label.mwp には、各風車位置での風向別と全風向のワイブ

ルパラメータ、平均風速、年間風力発電量が記述されており、そのフォーマットは 5-2-2-4 節に示します。 

 

 ※標記中の斜体文字はユーザーの設定した任意の文字列を示します。 
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5-2-2-2. 設定ファイル（mascot_wene.min）の説明 

mascot_wene.exe の設定ファイル（mascot_wene.min）も拡張子が”min”の ASCII ファイルで、mascot_tsa.min とほ

ぼ同じフォーマットですが、mascot_wene.min にはただ一つのネームリスト mascot_wene_input_parameters しかあり

ません。図 5-8 に設定ファイルの例を示し、表 5-2-4 に設定ファイルに記述すべき変数の一覧をまとめます。 

 

図 5-8 mascot_wene.min の例 

  

観測地点情報 

風向偏角制限係数 

最大風速、風速階級のきざみ幅(m/s) 

各対象地点の情報 

n_point分繰り返し作成 

計算モード 0：観測データ 

      1：風況精査 

ネームリスト名 

線型方程式解法のパラメータ 

予測対象地点の数 

MASCOT Basic 計算結果のある

フォルダを設定 



第 5 章 

 5-20 

 

表 5-2-4 mascot_wene.min で設定する変数の一覧 

変数名 説明 型 

mode 

計算モード 

=0：観測結果から予測 

=1：気象モデルから予測 

Utility では 0 番のみ有効です 

整数 

up_max_class_wind_speed 最大風速階級の風速値（m/s） 実数 

up_du 風速階級のきざみ幅（m/s） 実数 

d_limit_ratio_1 

d_limit_ratio_2 

逆解析時の風向偏差制限係数 

順解析時の風向偏差制限係数 
実数 

sor_eps  

sor_omega  

sor_n  

線形 1 次方程式の解法（SOR 法）のパラメータ 実数 

reference_site_location%lat 観測地点の緯度（度、分、秒をスペースで区切る） 実数×3 

reference_site_location%lon 観測地点の経度（度、分、秒をスペースで区切る） 実数×3 

reference_site_height 

観測地点の高さ（m） 

use_height_in_tab_file=.false. 

の時のみ有効 

実数 

reference_site_owc 観測地点の風況ファイル名 文字列 ※１） 

use_height_in_tab_file 

観測地点で風況ファイル中の風車高さの使用の有無 

= .false. ：使用しない 

.true. ：使用する 

論理 

n_point 予測地点の数 整数 

turbine_site（n）%label n 番目の予測地点のラベル 文字列 ※２） 

turbine_site（n）%location%lat n 番目の予測地点の緯度（度、分、秒をスペースで区切る） 実数 

turbine_site（n）%location%lon n 番目の予測地点の経度（度、分、秒をスペースで区切る） 実数 

turbine_site（n）%use_height_in_pow_file 

n 番目の予測地点においてパワーカーブファイル
（＊.pow）内の風車高さの使用の有無 

= .false. ：使用しない 

 .true. ：使用する 

論理 

turbine_site（n）%height  

n 番目の予測地点の高さ（m） 

turbine_site（n）%use_height_in_pow_file=.false. 

の時のみ有効 

実数 

turbine_site（n）%pow_file n 番目の予測地点の風車のパワーカーブファイル名 文字列 ※１） 

basic_dir MASCOT Basic 計算結果のあるフォルダを設定 文字列 ※１） 

 

※1）reference_site_owc、turbine_site（n）%pow_file 、basic_dir の文字数は半角 256 文字以内 

※2）turbine_site（n）%label の文字数は半角 20 文字以内 
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5-2-2-3. 入力ファイルの説明 

 

Ａ．風況ファイル（＊.tab，＊.mwt ファイル）については 5-2-1-4 節と 5-2-1-5 節を参照してください。 

 

Ｂ．パワーカーブファイル（＊.pow ファイル） 

パワーカーブファイルは拡張子が”pow”の ASCII（テキスト）ファイル形式で、風速に対応する発電量が記述されてい

ます。パワーカーブは各風車メーカーから入手することができます。図 5-9 にパワーカーブファイルの例を示します。 

 

図 5-9 パワーカーブファイルの例 

1 行目：説明行。このパワーカーブの説明が記述されています。 

2 行目：風車のハブ高さ（m）、ロータ直径（m） 

3 行目：風速補正係数 fu、発電量補正係数 fp、標準空気密度（kg/m3） 

4 行目～：風速階級の上限値（m/s）、発電量（W）、スラスト係数（省略可） 

風速（m/s） =風速補正係数 fu×風速階級の上限値（m/s） 

発電量（W） =発電量補正係数 fp×発電量（W） 

 

発電量補正係数 fp と発電量の単位は（W）または（kW）のどちらかに統一しなければいけません。発電量を（kW）

で与える場合は、3 行目の発電量補正係数 fp は 1000 にします。また、この発電量補正係数 fp は標準空気密度 1.225kg/

㎥（大気圧 1013.25hPa、気温 15℃）の場合の値であり、気温や気圧が異なる場合、fp を修正しなければいけません。例

えば平均気温が 20℃で、風車高さは海抜 400m、発電量が（kW）で与えられた場合、発電量補正係数 fp は 938.8 にな

ります。 

  



第 5 章 

 5-22 

5-2-2-4. 出力ファイルの説明 

 

Ａ．風況ファイル（＊.tab, ＊.mwt ファイル）については 5-2-1-4 節と 5-2-1-5 節を参照してください。 

 

Ｂ．予測発電量ファイル（＊.mwp ファイル） 

予測発電量ファイルは拡張子が”mwp”の ASCII ファイルで、全風向・風向別の出現頻度、ワイブル係数、平均風速、 

風力発電量が記述されています。図 5-10 に予測発電量ファイルの例を示します。 

 

図 5-10 予測発電量ファイルの例 
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ヘッダ部 

ヘッダ部は Fortran90 のネームリスト形式で、ただ一つのネームリスト ”mascot_windclimate_power”からなります。

Fortran90 のネームリスト形式の詳細については 5-2-1-5 節を参照してください。記述すべきパラメータとその意味を 

表 5-2-5 に示します。 

 

表 5-2-5 予測発電量ファイル（＊.mwp ファイル）に記述するパラメータ 

変数名 説明 型 

ver ＊.mwp ファイルのバージョン番号（ユーザーが編集しないこと） 実数 

n_anal_year 年別解析を行った年数 ※１） 整数 

anal_year 年別解析を行った年（西暦）※２） 整数 

n_anal_month 月別解析を行った月数 ※１） 整数 

anal_month 月別解析を行った月 ※２） 整数 

n_anal_hour 時間別解析を行った時間数 ※１） 整数 

anal_hour 時間別解析を行った時間 ※２） 整数 

description 説明文字列 文字列 ※３） 

latitude 緯度（度、分、秒をスペースで区切る） 実数×3 ※４） 

longitude 経度（度、分、秒をスペースで区切る） 実数×3 ※４） 

height 計算高さ（m） 実数 

elevation 地表面高さ（m） 実数 

n_wind_direction 解析した風向の数 整数 

Pow_anal 

 =  .true. 

.faulse. 

発電量計算の有無 論理 

Pow_file パワーカーブファイルの指定（Pow_anal =.true.時のみ有効） 文字列 ※３） 

Wake_model 

ウェイクロス解析の有無 

0：ウェイクロスなし 

1：Katic（WAsP）モデル 

整数 

 

 

データ部 

ヘッダ部のすぐ後からデータ部がはじまります。データは解析ケース別（年別、月別、時間別）のブロックに収められ

ています。各ブロックの 3 行目以降には風況の統計量と発電量の予測結果が記述されており、3 行目には全風向の、4 行

目以降には各風向の出現頻度 p（%）、ワイブルパラメータ A（m/s）、ワイブルパラメータ k、年平均風速 U（m/s）、年

間発電量（グロス値）Power Prod.（Wh）、風力エネルギー密度 E（W/m2）、風車の設備利用率 CF（%）、風車の設備利

用時間 UT（h）、年平均風速（ネット値）UT（m/s）、年間発電量（ネット値）Net Power Prod.（Wh）が記述されてい

ます。 
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注： 

※1）＊.mwp ファイルは全データに基づく出現頻度の他に、月別・時間別などの出現頻度の情報を持つことができます。 

’n_anal_year=0’以外である場合は、年別の出現頻度が追加記述されています。従って、元の時系列ファイルが 3 年

間のデータがあれば’n_anal_year=3’と記述され、全データに基づく出現頻度 1 ケースと、年別の出現頻度 3 ケース

の計 4 ケースがこのファイルに含まれます。 

’n_anal_month=0’以外である場合は、月別の出現頻度が追加記述されています。従って、元の時系列ファイルが 3

年間であり、全月のデータがあれば’n_anal_month=12’と記述され、全データに基づく出現頻度 1 ケースと、年別

の出現頻度 3 ケース、月別の出現頻度 12 ケースの計 16 ケースがこのファイルに含まれます。 

同様に’n_anal_hour=0’以外である場合は、時間別の出現頻度が追加記述されています。従って、元の時系列ファイ

ルが 3 年間、全月、毎正時のデータがあれば’n_anal_hour=24’と記述され、全データに基づく出現頻度 1 ケースと、

年別の出現頻度 3 ケース、月別の出現頻度 12 ケース、時間別の出現頻度 24 ケースの計 40 ケースがこのファイル

に含まれます。 

ただし、TSA Wizard には、年別解析機能は実装されていませんので、’n_anal_year=0’となります 

※2）’n_anal_year=0’の場合、記述されません。 

’n_anal_month=0’の場合、記述されません。 

’n_anal_hour=0’の場合、記述されません。 

※3）文字列としては ASCII 文字（半角英数字）のみが許され、文字数の上限値は 256 文字です。 

※4）緯度・経度の指定は実数値を度、分、秒の順にスペースで区切って並べます。なお、全て実数型として記述する必

要があるので、例えば東経 135 度 20 分 34.5 秒を指定したい場合は、”135.0 20.0 34.5”のように全ての数字に小数

点をつける必要があります。また、MASCOT における測地系は現段階では全て旧測地系（東京測地系）です。 
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5-2-3. mascot_weng.exe（吹上角度、乱れの強さ等の算定または平均風速の割増係数等の算定） 

 

Mascot Basic による気流解析の結果を基に、対象地点における水平風速比、偏角、吹上角度、標準偏差、乱れの強さ

を予測、または対象地点における地形による平均風速の割増係数および変動風速の補正係数を算定します。設定ファイ

ル、解析手順、出力ファイルのフォーマットを以下に示します。 

なお、吹上角度、乱れ強さ等の算定は Design wind speed プロジェクトのみ、MASCOT Basic の計算終了後自動実行

されます（Standard 以降）。 

 

 

5-2-3-1. 任意地点での吹上角度、乱れの強さ等の解析手順 

1. MASCOT Basic の[Tool]-[Command Prompt]メニューでコマンドプロンプト画面を出します。 

2. 図 5-11 に示すようにコマンドプロンプトで”mascot_weng.exe /0”とタイプしてプログラムを実行します。 

mascot_wene.exe をフルパスで指定して実行して下さい。 

（デフォルト先イントール時の例）”C:¥Program Files (x86)¥～～～¥mascot_tsa.exe” 

 

 

図 5-11 mascot_weng.exe の実行 
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3. 計算結果の可視化 

計算結果は’restart-風向ラベル-vpkeout_収束回数ラベル.muf ’という名前のついたファイルに追記されています。収束

回数ラベルとはその計算結果が反復計算を何回行なった後の結果であるかを示すもので、例えば風向 0 度での 150 回の

反復計算後の結果は、’restart-000_0-vpkeout_00150.muf ’というファイルに保存されています。 

 

任意地点での吹上角度、乱れの強さ等の解析結果は以下 9 項目が [Result Property]-[Attribute] の [Variable 

Contour]-[Variable] メニューに追加され（speed～Iw）、選択することにより結果が表示されます。 

 ・[speed] ：水平風速 U ※1 

 ・[phi] ：偏角 （°） ※2 

 ・[theta] ：吹上角度 （°） ※3 

 ・[sigma u] ：標準偏差 u  ※4 

 ・[sigma v] ：標準偏差 v  ※4 

 ・[sigma w] ：標準偏差 w  ※4 

 ・[Iu] ：乱れの強さ uI  ※5 

 ・[Iv] ：乱れの強さ vI  ※5 

 ・[Iw] ：乱れの強さ wI  ※5 

 

 

※1 水平風速 U = 2 2
u v+   

※2  偏角 𝜑 = 𝑡𝑎𝑛−1(𝑣/𝑈) 

※3 吹上げ角 𝜃 = 𝑡𝑎𝑛−1(𝑤/𝑈) 

※4 標準偏差 1.2u k =    （第 4 章 Modelling4-3 を参照） 

 0.56v k =   

 0.24w k =   

※5 乱れの強さ 1.2uI k u=   

 0.56vI k u=   

 0.24wI k u=   

 

 u  ：観測地点の風方向成分 

 v  ：観測地点の風直角方向成分 

 w  ：観測地点の風鉛直方向成分 

 k  ：乱流エネルギー 

 

 

 ※表記中の解析風向・解析時収束回数に依存した任意の文字列を示します。 
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例：ｊセクション[鉛直断面（x－z） （j=33）]における吹上角度の分布を図 5-12 に示します。 

 

図 5-12  mascot_weng.exe の結果の可視化（吹上角度の分布図） 
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5-2-3-2. 平均風速の割増係数および変動風速の補正係数の算定手順 

MASCOT Standard 以上のライセンスをお持ちでない方は、以下の手順により平均風速の割増係数および変動風速の

補正係数の算定を行なってください。 

MASCOT Standard 以上のライセンスをお持ちの方は、Engineering モジュールを利用してください。 

 

1. 設定ファイル（mascot_weng.min）を編集します。 

[Tool]-[Utility]-[Edit Setting File]メニューで表 5-6 の説明に従って設定ファイル mascot_weng.min を編集しま

す。（Mode = 1 を設定します）。 

 

mascot_weng.exe の設定ファイル（mascot_weng.min）は拡張子が”min”の ASCII ファイルです。図 5-13 に設定フ

ァイル mascot_weng.min の例を、表 5-6 に設定ファイルに記述すべき変数の一覧を示します。 

 

図 5-13 mascot_weng.min の例 

表 5-6 mascot_weng.min で設定する変数の一覧 

変数名 説明 型 

mode 

計算モード 

=0：吹上角度、乱れの強さ等の予測 

=1：平均風速の割増係数等の算定 

整数（※1） 

dz_up 上空における鉛直格子間隔（m） 実数（※2） 

n_point 予測地点の数 整数 

Design_point（n）%label n 番目の予測地点のラベル 文字列（※3） 

Design_point（n）%location%lat n 番目の予測地点の緯度（度、分、秒をスペースで区切る） 実数 

Design_point（n）%location%lon n 番目の予測地点の経度（度、分、秒をスペースで区切る） 実数 

Design_point（1）%height n 番目の予測地点の計算高さ（m）  

basic_dir MASCOT Basic 計算結果のフォルダ設定 文字列（※4） 

  

各対象地点の情報 

n_point 分繰り返し作成 

MASCOT Basic計算結果のあるフォルダを設定 

上空における鉛直格子間隔（m） 

計算モード： 
0：吹上角度、乱れの強さ等の予測 
1：平均風速の割増係数等の算定 

ネームリスト名 

予測対象地点の数 
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※1） mode=1 は MASCOT Basic のプロジェクトタイプが[Engineering]の時のみ有効 

※2） [Edit]-[Options]-[Boundary Treatment]-[Height for BFC]で設定された境界適合座標を使用する高さ以

上では、実地形と平坦地形の格子間隔が異なります。よって、本パラメータを設定し、上空における格子

間隔を統一します。 

※3） design_point（n）%label の文字数は半角 20 文字以内 

※4） basic_dir の文字数は半角 256 文字以内 

 

2. MASCOT Basic の[Tool]-[Command Prompt]メニューでコマンドプロンプト画面を出します。 

3. 図 5-11 に示すようにコマンドプロンプトで”mascot_weng.exe”とタイプしてプログラムを実行します。 

4. 計算結果は‘Engineering.txt’という名前のファイルに表示されます。 

 

 

図 5-14  出力ファイル“Engineering.txt“の例 

 

1 行目：記述行。 

2～5 行目：記号の説明 

2 行目（ANGLE）：風向 

3 行目（EV）：平均風速の割増係数 

4 行目（ES）：変動風速の補正係数 

5 行目：改行 

6 行目（n_point）：予測地点の数 

7 行目～17 行目：予測地点 1 の位置情報と予測結果 

7 行目：改行 

8 行目（Design_point（1）%label）：予測地点名 

9 行目（Design_point（1）%location%lat）：予測地点の緯度 

10 行目（Design_point（1）%location%lon）：予測地点の経度 

11 行目（Design_point（1）%height）：予測地点の計算高さ（m） 

12 行目（Design_point（1）%data（1）%label）：予測地点の計算結果内容説明行（風向） 
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13 行目（Design_point（1）%data（1）%value）：予測地点の風向 

14 行目（Design_point（1）%data（2）%label）：予測地点の計算結果内容説明行（平均風速の割増係数） 

15 行目（Design_point（1）%data（2）%value）：予測地点の各風向における平均風速の割増係数 

16 行目（Design_point（1）%data（3）%label）：予測地点の計算結果内容説明行（変動風速の補正係数） 

17 行目（Design_point（1）%data（3）%value）：予測地点の各風向における変動風速の補正係数 

18 行目～28 行目：予測地点 2 の位置情報と予測結果（7～17 行と同じ）。 

（以降 n_point 分繰り返し）。 
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5-2-4. 気流解析結果の 3次元データの切り出し 

 

MASCOT Basic による気流解析の結果はプロジェクトフォルダの下に FORTRAN の unformatted のファイルとして

保存されています。このデータを抽出する手順を以下に示します。また、この方法に従ってデータを 3 次元配列に収める

までのサンプルコードがインストール時に mascot utility のフォルダにコピーされています。サンプルコードのファイル

名は FORTRAN 版が view_sample.f、Fortran90 版が view_sample.f90、C 版が view_sample.cpp となっています。使

い慣れた可視化ツールのフォーマットに変換する場合は、このプログラムを参考にしてください。 

 

5-2-4-1. データの抽出方法 

1） 計算格子数の抽出 

プロジェクトフォルダの下に’log-meshnumber’というファイルがあります。このファイルは ASCII ファイルで、気流

解析に用いた計算格子の格子数が書かれています。この格子数は全風向に共通の数字です。 

図 5-15 に’log-meshnumber’の例を示します。先頭から 3 行にわたって、x（流れ）方向のメッシュ数（ni）、y（流れ

直角）方向のメッシュ数（nj）、z（鉛直）方向のメッシュ数（nj）が書かれています。4 行目以降は特に用いません。 

 

図 5-15 log-meshnumber の例 
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2） 風向ラベルの取得 

ある風向の計算結果は’restart-風向ラベル-’で始まるファイルにまとめてあります。風向ラベルは 5 半角文字で表して

います。例えば風向が 22.5 度（北北東の風）の時、’022_5’となり、計算結果は’restart-022_5-’で始まるファイルとなり

ます。風向の角度が小数点第 2 位以下の数字を持つ場合は、風向ラベルは小数点第 1 位までに四捨五入した風向から求

められたものになります。例えば風向が 11.25 度の計算結果は、’restart-011_3-’で始まるファイルとなります。 

 

3） 計算定義点の取得 

ここでは、プログラミング言語「FORTRAN 90」を用いて、計算定義点の取得方法を説明します。 

風向が 0 度（北風）の時の気流解析を例にしますと、計算ノードが収まっているファイルは’restart-000_0-xyzc.muf ’

となます。フォーマットは「書式なし」で、次のように記述されています。 

 

1 レコード目 ：ファイルの種類     4 バイトの整数（integer（kind=4）） 

2 レコード目 ：各方向のメッシュ数（ni, nj, nk）  4 バイトの整数（integer（kind=4））×方向数 

3 レコード目 ：各計算ノードの x 座標値   4 バイトの実数（real（kind=4））×メッシュ合計数 

4 レコード目 ：各計算ノードの y 座標値   4 バイトの実数（real（kind=4））×メッシュ合計数 

5 レコード目 ：各計算ノードの z 座標値   4 バイトの実数（real（kind=4））×メッシュ合計数 

 

このファイルを読む FORTRAN のサンプルプログラムは図 5-16 のようになります。 

※図中の’wd_label’は、風向ラベルを示す 5 バイトの文字変数です。 

 

 

図 5-16 計算ノード情報を読み出す FORTRAN のサンプルプログラムの例 



第 5 章 

 5-33 

4） 計算結果の取得 

計算結果は’restart-風向ラベル-vpkeout_収束回数ラベル.muf ’という名前のついたファイルに格納されています。収束

回数ラベルとはその計算結果が反復計算を何回行なった後の結果であるかを示すもので、例えば風向 0 度での 150 回の

反復計算後の結果は、’restart-000_0-vpkeout_00150.muf ’というファイルに保存されています。最新の計算結果が、何回

収束後の計算結果であるかという情報は図 5-17 に示すように、’restart-風向ラベル-restart.info’というファイルの 1 行

目に保存されています。 

 

図 5-17 restart-風向ラベル-restart.info の例 

 

この例では、最新の計算結果は 83 回反復後の計算結果であることがわかります。 

 

’restart-風向ラベル-vpkeout_収束回数ラベル.muf ’ファイルのフォーマットは、前述の’restart-風向ラベル-xyzc.muf ’

とほとんど同じです。 

 

1 レコード目 ：ファイルの種類     4 バイトの整数（integer（kind=4）） 

2 レコード目 ：各方向のメッシュ数（ni, nj, nk）  4 バイトの整数（integer（kind=4））×方向数 

3 レコード目 ：流れ方向（x 方向）の風速 u   4 バイトの実数（real（kind=4））×メッシュ合計数 

4 レコード目 ：流れ直角方向（y 方向）の風速 v  4 バイトの実数（real（kind=4））×メッシュ合計数 

5 レコード目 ：鉛直方向（z 方向）の風速 w   4 バイトの実数（real（kind=4））×メッシュ合計数 

6 レコード目 ：圧力 p       4 バイトの実数（real（kind=4））×メッシュ合計数 

7 レコード目 ：乱流エネルギーk     4 バイトの実数（real（kind=4））×メッシュ合計数 

8 レコード目 ：乱流散逸 ε      4 バイトの実数（real（kind=4））×メッシュ合計数 

 

このファイルからデータを読み出す FORTRAN のサンプルプログラムは図 5-18 のようになります。 

※図中の’wd_label’は風向ラベルを、cit は収束回数ラベルを示す 5 バイトの文字変数です。 
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図 5-18 計算結果を読み出す FORTRAN のサンプルプログラムの例 

 

5） コンパイル時の注意 

MASCOT で用いている FORTRAN の書式なしの形式はレコード長の情報がバイトを単位として記録されているもの

です。コンパイラによっては、プログラムをコンパイルする際にこれを明示的に指示する必要があります。Compaq の

Visual FORTRAN を使う際には、コンパイル時にコンパイルオプションとして、’/assume:byterecl’を付け加える必要が

あります。 

 

6） 計算結果についての注意 

計算結果ファイル内の風速（u, v, w）の単位は（m/s）、乱流エネルギーの単位は（m2/s2）ですが、これらは上空（境

界層外）の風速を 10m/s としたときの相対値です。実際の風速をあらわすものではありません。 
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5-3. 鉛直プロフィルファイル（＊.mpd ファイル） 

 

鉛直プロフィルファイルは拡張子が”mpd”の ASCII ファイルで、表 5-4（mascot_wene.min）で設定した予測地点の風

速、乱流エネルギー、乱流散逸の鉛直分布が記述されています。ある風向の鉛直プロフィルファイルは’ sites-風向ラベル

-予測地点の緯度経度 ’で始まるファイル名の付いたファイルにまとめられています。（例： sites-000_0-

N41d15m08_70s_E140d20m58_90s.mpd） 

ただし､MASCOT Basic の[Edit]-[Options]-[site]で登録されている地点については、MASCOT Basic 実行時に既に作

成されています。 

図 5-19 に鉛直プロフィルファイルの例を示します。 

 

 

図 5-19 鉛直プロフィルファイルの例 

 

1 行目：鉛直断面のメッシュの数。 

2 行目：鉛直プロフィルファイルの内容の記述行。 

3 行目～：各メッシュの地表面からの高さ Z_agl（m）、風速（m/s）の u 成分、v 成分、w 成分、圧力 p、 

乱流エネルギーtke、乱流散逸 tkd と海抜高さ Z_asl（m）が記述されています。 

 

 

 ※標記中の斜体文字はユーザーの設定した任意の文字列を示します。 

 

  



第 5 章 

 5-36 

5-4. エラーメッセージ 

 

本節では MASCOT の解析時に表示されるエラーメッセージについて解説します。表 5-4-1 には、以下の項で示され

るエラーメッセージのエラー属性一覧を示します。 

 

表 5-4-1  エラー属性の一覧 

エラー属性 説明 

A ライセンスに関するエラー 

B オプションに関するエラー 

C 地図ファイル（＊.mmp ファイル）に関するエラー 

D ケースファイルに関するエラー 

E 

Restart に関するエラー 

これらのエラーが出た場合には、Restart に必要なファイルが不足しているか、壊れて
いるため、Restart ができません。 

F 

計算結果に関するエラー 

これらのエラーが出た場合には、計算結果に必要な情報が不足しているか、壊れている
ため、読み込みができません。再計算が必要です。 

G 計算結果に関するエラー 

H 時系列観測データファイルに関するエラー 

I 観測風況ファイル（＊.tab ファイル）に関するエラー 

J 観測地点、風車建設地点に関するエラー 

K 観測風況ファイル（＊.mwt ファイル）に関するエラー 

L リソースグリッドモードに関するエラー 

M パワーカーブファイルに関するエラー 

N 
MASCOT Basic の計算結果ファイルに関するエラー 

MASCOT Basic の計算結果ファイルが壊れている可能性があります。 

O ウェイクロスの計算エラー 

 

  



第 5 章 

 5-37 

5-4-1. MASCOT Basic エラーメッセージ 

 

表 5-4-2  MASCOT Basic エラーメッセージ一覧表（その１） 

エラー番号 エラーメッセージ 説明 属性 

101 USB license key is missing. 

USB ライセンスキーが挿入されていません。USB ラ
イセンスキーが挿入されているにも関わらずこのメッ
セージが出る場合は、ライセンスキーのドライバが正

しくインストールされているかどうかを確認してくだ
さい。 

また、計算中にキーを抜くことによってもこのメッセ

ージが出ます。計算中にキーを抜くと、計算が停止して
しまいますので、絶対に抜かないようにしてください。 

A 

102 Unknown option. 無効なオプションが設定されています。 B 

105 
This calculation cannot be carried out by demo 

version of MASCOT. 
MASCOT デモバージョンのため、計算ができません。 A 

111 
Basic Terrain Map File Error. This file is not 

supported by the current version of MASCOT. 

基本標高地図の先頭行が”<MASCOT_MAP lon-lat>”

ではありません。ご自身で作成した地図ファイルのヘ

ッダの先頭行が正しいか確認してください。 

C 

112 
Basic Terrain Map File Error. Some information 

is missing in the header. 

基本標高地図のヘッダに、欠けている情報があります。
ご自身で作成した地図ファイルが 5-1-1 のフォーマッ

トに従っているか確認してください。 

C 

113 
Basic Terrain Map File Error. Unable to read file 

header. 

基本標高地図のヘッダが正しくありません。ご自身で

作成した地図ファイルのヘッダが正しく 5-1-1 のフォ
ーマットに従っているか確認してください。 

C 

121 
Detailed Terrain Map File Error. This file is not 

supported by the current version of MASCOT. 

詳細標高地図の先頭行が”<MASCOT_MAP lon-lat>”

ではありません。ご自身で作成した地図ファイルの先
頭行が正しいか確認してください。 

C 

122 
Detailed Terrain Map File Error. Some 

information is missing in the header. 

詳細標高地図のヘッダに、欠けている情報があります。
ご自身で作成した地図ファイルが 5-1-2 のフォーマッ
トに従っているかどうか確認してください。 

C 

123 
Detailed Terrain Map File Error. Unable to read 

file header. 

詳細標高地図のヘッダが正しくありません。ご自身で
作成した地図ファイルのヘッダが正しく 5-1-2 のフォ
ーマットに従っているか確認してください。 

C 

131 
Basic Roughness Map File Error. This file is not 

supported by the current version of MASCOT. 

基本粗度地図のヘッダの先頭行が”<MASCOT_MAP 

lon-lat>”ではありません。ご自身で作成した地図ファ

イルのヘッダの先頭行が正しいか確認してください。 

C 

132 
Basic Roughness Map File Error. Some 

information is missing in the header.  

基本粗度地図のヘッダに、欠けている情報があります。
ご自身で作成した地図ファイルが 5-1-3 のフォーマッ

トに従っているかどうか確認してください。 

C 

133 
Basic Roughness Map File Error. Unable to read 

file header. 

基本粗度地図のヘッダが正しくありません。ご自身で

作成した地図ファイルのヘッダが正しく 5-1-3 のフォ
ーマットに従っているか確認してください。 

C 

134 

Basic Roughness Map File Error. Zero or 

negative roughness length is found in the basic 

roughness map. 

基本粗度地図において、粗度長として 0 以下の値が記

述されています。粗度長は正の値でなければなりませ
ん。 

C 

141 

Detailed Roughness Map File Error. This file is 

not supported by the current version of 

MASCOT.  

詳細粗度地図のヘッダの先頭行が”<MASCOT_MAP 

lon-lat>”ではありません。ご自身で作成した地図ファ
イルのヘッダの先頭行が正しいか確認してください。 

C 

142 
Detailed Roughness Map File Error. Some 

information is missing in the header.  

詳細粗度地図のヘッダに、欠けている情報があります。
ご自身で作成した地図ファイルが 5-1-4 のフォーマッ
トに従っているかどうか確認してください。 

C 

143 
Detailed Roughness Map File Error. Unable to 

read file header.  

詳細粗度地図のヘッダが正しくありません。ご自身で
作成した地図ファイルのヘッダが正しく 5-1-4 のフォ

ーマットに従っているか確認してください。 

C 

144 

Detailed Roughness Map File Error. Zero or 

negative roughness length is found in the 

detailed roughness map.  

詳細粗度地図において、粗度長として 0 以下の値が設
定されています。粗度長は正の値でなければなりませ

ん。 

C 

151 

Mesh Generation Error.  

Specified computational domain is out of map 

domain. 

指定した計算領域に対し、基本地図ファイル（地形・粗

度のどちらか）の大きさが十分ではありません．ご自身
で標準地図を用意した場合は、地図ファイルが 5-1-1 の
（5－1）式の半径を含む領域をより大きいことを確認

してください。付属のツールで作成した場合は、[Tool]-

[Create Basic Map]メニューで指定した領域と[Edit]-

[Casefile]メニューで指定した領域が一致しているこ

とを確認してください。 

D 
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表 5-4-3  MASCOT Basic エラーメッセージ一覧表（その 2） 

エラー番号 エラーメッセージ 説明 属性 

152 

Mesh Generation Error. 

Computational domain height is too small or 

height for BFC is too large. 

計算領域の高さに対し、”Height for BFC”の値が大き
すぎるため計算格子の生成ができません。デフォルト
の設定ではこのエラーは出ませんが、[Edit]-[Option]-

[Boundary Treatment]メニューの設定を変更した場
合に、このエラーが出る可能性があります。Specify 

height で設定した計算領域の高さを高くする

か、”Height for BFC”の値を低くしてください。 

D 

153 
Mesh Generation Error.  

Side buffer zone width is not enough. 

側面緩衝領域の大きさが小さすぎてメッシュが生成で

きません。デフォルトの設定ではこのエラーは出ませ
んが、[Edit]-[Option]-[Boundary Treatment]メニュー
の設定を変更した場合に、このエラーが出る可能性が

あります。”Minimum buffer zone width”か”Site buffer 

zone ratio”の値を大きくしてください。 

D 

154 
Mesh Generation Error.  

Upwind buffer zone width is not enough. 

上流緩衝領域の大きさが小さすぎてメッシュが生成で

きません。デフォルトの設定ではこのエラーは出ませ
んが、[Edit]-[Option]-[Boundary Treatment]メニュー
の設定を変更した場合に、このエラーが出る可能性が

あります。”Minimum buffer zone width”か”Upwind 

buffer zone ratio”の値を大きくしてください。 

D 

155 
Mesh Generation Error.  

Downwind buffer zone width is not enough. 

下流緩衝領域の大きさが小さすぎてメッシュが生成で
きません。デフォルトの設定ではこのエラーは出ませ
んが、[Edit]-[Option]-[Boundary Treatment]メニュー

の設定を変更した場合に、このエラーが出る可能性が
あ り ま す 。 ”Minimum buffer zone width”

か”Downwind buffer zone ratio”の値を大きくしてく

ださい。 

D 

156 
Mesh Generation Error.  

'min_dxy' is larger than 'max_dxy'. 

[Edit]-[Casefile] メ ニ ュ ー に お い て 、 ”Maximum 

horizontal mesh size” の値より大きい ”Minimum 

horizontal mesh size”の値が設定されているため、メ
ッシュを生成することができません。 ”Minimum 

horizontal mesh size”の値が ”Maximum horizontal 

mesh size”の値以下となるように再設定してくださ
い。 

D 

157 
Mesh Generation Error. 

 'mesh_hratio' is smaller than 1.0. 

[Edit]-[Casefile]メニューにおいて、1.0 より小さ
い”Vertical mesh stretching ratio”の値が設定されて
いるため、メッシュの生成ができません。”Vertical 

mesh stretching ratio”の値が 1.0 以上となるように再
設定してください。 

D 

158 

Mesh Generation Error.  

Zero or negative roughness is specified as 

"Equivalent Roughness". 

[Edit]-[Options]-[Equivalent Roughness]メニューに

おいて、0.0 以下の粗度長が設定されています．粗度長
の値は 0 より大きくなければなりません。 

D 

161 

Monitoring Position Error. 

Monitoring Position is out of computational 

domain. 

モニター点が計算領域の外側にあります。計算領域に

含まれるように再設定してください。 
D 

162 
Monitoring Position Error.Monitoring position 

height is too large. 

モニター点の高さが高すぎます。モニター点の高さを
低くしてください。 

D 

163 
Monitoring Position Error. 

Monitoring position height must be positive. 

モニター点の高さが負の値になっています。正の値を
入力してください。 

D 

171 
Site Position Error.  

Site Position is out of computational domain. 

サイト点が計算領域の外側にあります。計算領域に含

まれるよう再設定してください。 
D 

210 
Restart Error.  

Mesh file does not exist. 
メッシュファイルが存在しません。 E 

211 
Restart Error.  

Error in mesh file header 
メッシュファイルのヘッダ部分に誤りがあります。 E 

212 
Restart Error.  

Error in mesh file mesh number 
メッシュファイルのメッシュ番号に誤りがあります。 E 

213 
Restart Error.  

Error in mesh file data field 
メッシュファイルデータ部分に誤りがあります。 E 

220 
Restart Error.  

Roughness file does not exist 
粗度ファイルが存在しません。 E 

221 
Restart Error.  

Error in roughness file header 
粗度ファイルのヘッダ部分に誤りがあります。 E 

222 
Restart Error.  

Error in roughness file mesh number 
粗度ファイルのメッシュ番号に誤りがあります。 E 

223 
Restart Error.  

Error in roughness file data field 
粗度ファイルのデータ部分に誤りがあります。 E 
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表 5-4-4  MASCOT Basic エラーメッセージ一覧表（その 3） 

エラー番号 エラーメッセージ 説明 属性 

230 
Restart Error.  

Restart file does not exist. 
Restart ファイルがありません。 E 

231 
Restart Error.  

Error in restart file header. 
Restart ファイルのヘッダ部分に誤りがあります。 E 

232 
Restart Error.  

Error in restart file mesh number. 
Restart ファイルのメッシュ番号に誤りがあります。 E 

233 
Restart Error.  

Error in restart file data field. 
Restart ファイルのデータ部分に誤りがあります。 E 

1001 
Calculation Result Error. Wrong header in mesh 

file （xyz file） 

メッシュファイル（xyz ファイル）中のヘッダ情報が間
違っています。 

F 

1002 
Calculation Result Error. Wrong header in result 

file （vpke file） 

結果ファイル（vpke ファイル）中のヘッダ情報が間違
っています。 

F 

1003 
Calculation Result Error. Mesh size info in xyz 

file and vpke file does not match. 

xyz ファイルおよび vpke ファイル中のメッシュ・サイ
ズ情報が一致しません。 

F 

1004 
Calculation Result Error. The Calculation result 

of this wind direction does not exist. 
この風向の計算結果はありません。 F 

1005 
Calculation Result Error. The calculation result 

of this wind direction has broken. 
この風向の計算結果は壊れています。 F 

1006 
Calculation Result Error. Allocation of the 

memory went wrong. 

メモリの割り当てに失敗しました。マシンのメモリを

増やしてください。 
G 
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5-4-2. mascot_tsa.exeエラーメッセージ 

 

表 5-4-5  mascot_tsa.exe エラーメッセージ一覧表 

エラー番号 エラーメッセージ 説明 属性 

0  正常終了 --- 

1  解析は終了していますが、警告が発生しています． --- 

101 USB license key is missing. 
USB ライセンスキーが挿入されていないか、 

mascot_tsa.exe を実行する権利がありません。 
A 

102 unknown options 無効なオプションが設定されています。 B 

104 casefile not found  ケースファイル（mascot.min）が存在しません。 D 

105 
Error while reading casefile, 

nml:tsa_general 

ケースファイルの読み込みエラー。 

（&tsa_general 部分） 
D 

106 
Error while reading casefile,  

nml:tsa_files 

ケースファイルの読み込みエラー。 

（&tsa_files 部分） 
D 

107 
Error while reading casefile, 

nml:tsa_condition 

ケースファイルの読み込みエラー。 

（&tsa_condition 部分） 
D 

108 
Error while reading casefile,  

nml:tsa_bin_settings 

ケースファイルの読み込みエラー。 

（&tsa_bin_setting 部分） 
D 

111 Unsupported analysis type 

出力フォーマットタイプがサポート外です。 

Mascot_tsa.min の中の出力モード advanced_analysis は
１以上を設定した場合表示されます。 

D 

112 n_in_file invalid n_in_file の値が無効。（n_in_file=0） D 

113 input file empty 観測データファイルを設定してありません。 D 

114 last row must be specified if not read_to_end 
read_to_end=false を選択時は、データ最後の行 

（last_  row）を指定しなければなりません。 
D 

115 u_clmn is empty 
風速データ列の指定がありません。 

u_clmn = 0 
D 

116 d_clmn is empty 
風向データ列の指定がありません。 

d_clmn =0 
D 

117 year must be specified if yearly 年計算をするときは年データの設定が必要です。 D 

118 y_clmn is empty 年データ列の指定がありません。 D 

119 m_clmn is empty 
月データ列の指定がありません。 

m_clmn=０ 
D 

120 h_clmn is empty 
時間データ列の指定がありません。 

h_clmn=０ 
D 

121 output file is empty 出力ファイルの指定がありません。 D 

131 Input file not found  観測データが存在しません。 H 

132 Error. While reading input file 観測データの読み込み時に誤りがあります。 H 

133 Error. While reading wind speed in input file 
観測データの読み込み時に誤りがあります。 

（風速データ） 
H 

134 
Error. While reading wind direction in input 

file 

観測データの読み込み時に誤りがあります。 

（風向データ） 
H 

135 Error. While reading year in input file 
観測データの読み込み時に誤りがあります。 

（年データ） 
H 

136 Error. While reading month in input file 
観測データの読み込み時に誤りがあります。 

（月、日データ） 
H 

137 Error. While reading hour in input file 
入力ファイルの読み込み時に誤りがあります。 

（時間データ） 
H 
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5-4-3. mascot_wene.exe エラーメッセージ 

 

表 5-4-6  mascot_wene.exe エラーメッセージ一覧表 

エラー番号 エラーメッセージ 説明 属性 

101 USB license key is missing 
USB ライセンスキーが挿入されていないか、 

mascot_wene.exe を実行する権利がありません。 
A 

102 unknown options 無効なオプションが設定されています。 B 

103 Basic casefile not found. MASCOT Basic のケースファイルがありません。 D 

104 Error while reading basic casefile. MASCOT Basic のケースファイルに誤りがあります。 D 

105 Energy casefile not found. MASCOT Energy のケースファイルがありません。 D 

106 Error while reading energy casefile. MASCOT Energy のケースファイルに誤りがあります。 D 

107 Error. [log-meshnumber] file not found. [log-meshnumber]ファイルがありません。 D 

108 Error. USB License key is not valid. USB License キーは、有効ではありません。 A 

109 Demo Version Error. 

デモバージョンでサポートしていないプロジェクトで
す。 

デモバージョンではインストールされたサンプルデー
タのみ有効です。 

A 

110 
Error. Power Curve File must be specified if 

use height in power curve file. 

パワーカーブの高さを使用するなら、パワーカーブファ
イルの指定が必要です。 

D 

111 WAsP style （＊.tab） file error. File not found. WAsP タイプ風況ファイル（＊.tab）が見つかりません。 I 

112 
WAsP style （＊.tab） file error. Error while 

reading observed wind climate file. 

指定した WAsP タイプ風況ファイルのヘッダ部分に誤
りがあります。 

I 

113 

WAsP style （＊.tab） file error. Number of 

wind direction sector is not consistent with 

input file. 

風向セクターの数は入力ファイルと一致していません。 I 

115 
Site error. 

This position type is not supported. 
この位置タイプは、サポートされません。 J 

116 

Site error.  

Specified observation site、  turbine site or 

resource grid is out of computational domain. 

指定した観測地点、風車建設地点あるいはリソースグリ
ッドの領域が Mascot Basic で解析した領域の外側にあ

ります。観測地点及び風車建設地点は Mascot Basic で
解析した領域内部になければいけません。 

J 

117 Reference site height is not appropriate. 風況参照地点の高さが適切ではありません。 J 

118 Turbine site height is not appropriate. 風況予測地点の解析高さが適切ではありません。 J 

119 Resource Grid height is not appropriate. Resource Grid の解析高さが適切ではありません。 J 

121 Error. Wind climate file not found. 
指定した観測風況ファイルがありません。指定した観測
風況ファイルが存在するかどうか確認してください。 

K 

122 Error while reading mwt file header. 
指定した観測風況ファイルのヘッダ部分に誤りがあり
ます。 

K 

123 
Error. Variables in ＊ .mwt file is not a 

'probability' 
＊.mwt ファイルにある変数は、有効ではありません。 K 

124 
Error. Data part delimiter not found in ＊.mwt 

file. 
＊.mwt ファイルにデータ部分の区切りはありません。 K 

125 Error while reading data part of ＊.mwt file 
＊.mwt ファイルのデータ部分の読み込み中に誤りがあ

ります。 
K 

130 rg_mode must be 0 or 1 
リソースグリッドモードは 0 または 1 設定してくださ

い。 
L 

140 Power Curve file not found. パワーカーブがありません。 M 

141 Error During reading power curve file パワーカーブの読み込み中に誤りがあります。 M 

201 3D file error. Mesh file does not exist. メッシュファイルがありません。 N 

2111 
The 'Thrust factor' is not found in the Power 

curve file. 
パワーカーブファイルにスラスト係数がありません。 O 
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5-4-4. mascot_weng.exe エラーメッセージ 

 

表 5-4-7 mascot_weng.exe エラーメッセージ一覧表 

エラー番号 エラーメッセージ 説明 属性 

101 USB license key is missing 
USB ライセンスキーが挿入されていないか、 

mascot_weng.exe を実行する権利がありません。 
A 

102 unknown options 無効なオプションが設定されています。 B 

105 
This calculation cannot be carried out by demo 

version of MASCOT. 
デモバージョンのため計算ができません。 B 

121 Error on log-meshnumber file [log-meshnumber]ファイルに誤りがあります。 D 

122 Error while reading log meshnumber file 
[log-meshnumber]ファイルの読み込み中に誤りがあり
ます。 

D 

123 Error on restart.info file Restart.info ファイルにエラーが発生しました。 E 

124 Error while reading restart.info file。 Restart.info ファイルの読み込み中に誤りがあります。 E 

131 xyz file not found XYZ ファイルが見つかりません。 F 

132 Error while reading file_type in xyz file 
XYZ ファイルのファイルタイプの読み込み中に誤りが

あります。 
F 

133 Error file_type in xyz file is not appropriate XYZ ファイルのファイルタイプが適切ではありません。 F 

134 Error while reading mesh number in xyz file 
XYZ ファイルのメッシュナンバーの読み込み中に誤り
があります。 

F 

135 
Error mesh number in xyz file is different from 

log-meshnumber 

XYZ ファイルのメッシュナンバーと log-meshnumber

のメッシュナンバーが異なります。 
F 

136 Error while reading xyz file data XYZ ファイルデータの読み込み中に誤りがあります。 F 

141 vpkeout file not found Vpkeout ファイルが見つかりません。 F 

142 
Error while reading file_type  

in vpkeout file 

Vpkeout ファイルのファイルタイプの読み込み中に誤

りがあります。 
F 

143 
Error file_type in vpkeout file is not 

appropriate 

Vpkeout ファイルのファイルタイプが適切ではありま

せん。 
F 

144 
Error while reading mesh number in vpkeout 

file 

Vpkeout ファイルのメッシュナンバーの読み込み中に
誤りがあります。 

F 

145 
Error mesh number in vpkeout file is different 

from log-meshnumber 

Vpkeout フ ァ イ ル の メ ッ シ ュ ナ ン バ ー と log-

meshnumber のメッシュナンバーが異なります。 
F 

146 Error while reading vpkeout file data 
Vpkeout ファイルデータの読み込み中に誤りがありま
す。 

F 

151 Error in position of x x 座標が計算領域の外にあります。 J 

152 Error in position of y y 座標が計算領域の外にあります。 J 

181 Error. Basic casefile not found. MASCOT Basic のケースファイルが見つかりません。 D 

182 
Error. MASCOT Wind Engineering casefile not 

found. 

MASCOT  Design wind speed のケースファイルが見

つかりません。 
D 

183 Error on log-meshnumber file log-meshnumber ファイルにエラーがあります。 D 
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MASCOT Manual 改訂履歴 

 

2024.5 ➢MASCOT Basic 64bit 第八版 

       マニュアル内の記述を修正 

 ・第 3章 P.3-18 [鉛直方向の最小格子間隔]の説明に加筆 

 

2023.10 ➢MASCOT Basic 64bit 第七版 

       マニュアル内の記述を修正 

 ・第 3章 P.3-30 表 3-3-1 

 

2023.6 ➢MASCOT Basic 64bit 第六版 

       マニュアル内の画像修正 

 ・第 3章 P.3-20 MASCOT の計算領域 

       マニュアル内の記述に加筆 

 ・第 4章 P.4-5, 4-2.境界処理手法 

 

2021.11 ➢MASCOT Basic 64bit 第五版 

       マニュアル全体のキャプチャ画像変更 

       マニュアル内の記述に加筆 

 ・第 1章 P.1-10,11 1-4-2.インストールの概要 

 ・第 1章 P.1-17 1-4-5.地図データベースのインストール 

 ・第 1章 P.1-22 1-6.表編集の基本操作 

 ・第 2章 P.2-54 Edit Boundary Treatment キャプチャ画像変更 

 ・第 3章 P.3-26,27 [Options]-[ Boundary Treatment] 

     接続領域の実装に伴う修正および加筆 

 ・第 3章 P.3-28,29 [Options]-[ Numerical Solver.] 

差分スキームの変更に伴い初期値を変更 

 ・第 4章 P.4-4  4-2 図の修正 

 ・第 4章 P.4-8  4-2-5.接続領域の説明  
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2021.4 ➢MASCOT Basic 64bit 第四版 

       マニュアル内の画像修正 

 ・第 2章 P.2-47 計算条件の設定 

       マニュアル内の記述に加筆 

 ・第 3章 P.3-26,27 [Options]-[Boundary Treatment]  

     [Calculation Domain Height]の説明 

 ・第 3章 P.3-60 [Create Map from GML] 

     説明文 

       マニュアル内の記述を修正 

 ・第 4章 P.4-9 流入風の設定 - 式（16） 

 （誤） 

𝝈𝒖(𝒛) = 𝒖̄(𝒛)𝑰𝒖(𝒛) = 𝒖̄(𝒛) × {
𝟎. 𝟎𝟏 (

𝒛

𝒛𝑮
)
−𝟎.𝟎𝟓−𝜶

(𝟏 − 𝟎. 𝟕
𝒛

𝒛𝑮
)
𝟎.𝟐𝟓

, 𝒛 < 𝒛𝑮

𝑰𝑮, 𝒛 ≥ 𝒛𝑮

 （16） 

 

 （正） 

𝝈𝒖(𝒛) = 𝒖̄(𝒛)𝑰𝒖(𝒛) = 𝒖̄(𝒛) × {
𝟎. 𝟏 (

𝒛

𝒛𝑮
)
−𝟎.𝟎𝟓−𝜶

(𝟏 − 𝟎. 𝟕
𝒛

𝒛𝑮
)
𝟎.𝟐𝟓

, 𝒛 < 𝒛𝑮

𝑰𝑮, 𝒛 ≥ 𝒛𝑮

 （16） 

 ※マニュアルの誤表記であり、プログラム上では正しく 0.1を用いています。 

 

       マニュアル内に加筆 

 ・第 5章 P.5-8 MASCOT Utility 

 

       マニュアル内の見出しを修正 

 ・第 5章 P.5-36 鉛直プロファイル(＊.mpdファイル) 

 

2020.2 ➢MASCOT Basic 64bit 第三版 

       マニュアル内の記述に加筆 

 ・第 3章 P.3-14 [File]メニュー 

 ・第 5章 P.5-8  [MASCOT Utility] 

 

2019.12 ➢MASCOT Basic 64bit 第二版 

       マニュアル内の記述に加筆 

 ・第 3章 P.3-17 [Edit]メニュー 

  P.3-20 MASCOTの計算領域 

  P.3-29 [Options]メニュー 

 

2019.8 ➢MASCOT Basic 64bit 第一版 

       MASCOT Basic 64bitリリース開始 

 

以上  
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